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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Prologue　始まりは






　遠い、遠い、過去──

　もはや口伝で語りつぐ者さえいなくなった遙かなる神かみ代よの時代。私たち「人」は、世界最古の住人である精霊と、深い親交があったという。

　人は、精霊を讃たたえ。

　精霊は、人に恵みを授けた。

　……だが。

　ある日を境に、人は精霊信仰を放棄した。

　神性都市シィエラミリスの迷走。「真精」という精霊以上の存在を知ってしまったがゆえに、人は、精霊への関心を失った。

　それが過あやまちであるとわかったのは──

　神性都市に召喚された真精によって神代の時代が終しゆう焉えんを迎える、その直前だ。

　終焉が迫る中。

　わずかに残っていた精霊信仰の研究者たちは、真精に対抗しうる最後の希望を一つの書物に託した。

　古代召喚術エイシエントの究極の発動体──

　真精に対抗する、まったく新たな精霊を召喚するという願い。

　そして失われた精霊信仰の再興アンコールを託して。

　その書物は。

　世界録アンコールと、そう名付けられた。




　それから千年を越える星せい霜そうの後に。

　世界録アンコールは、後に英えい勇ゆうと称される剣士によって発掘された。

　さらに英勇の没後。あらゆる冒険者たちが、世界録アンコールを求めて世界中の秘境に向かって旅立った。英雄たちが織おりなす狂きよう騒そうの幕開けである。

　精霊信仰の再興アンコールという意味はとうに忘れられ──

　英勇の最後の遺産として認識された書。

　その書を手にした者が史上二人目の英勇の称号を得る。ゆえに、遙かなる時代を超えて奇くしくもソレは再び世界録アンコールと呼ばれることになった。

　精霊信仰の再興アンコールと。




　英えい勇ゆうの再来アンコールと。

　そんな二つの願いを託された書物を最後に手にしたのは、一人の少年だった。




　世界録アンコールの始まりと、終わり。




　世界録アンコールを手にした少年が、あの日、何を目指して何と戦ったのか。

　私の知るかぎりを。

　ここに残そう。






Record.1　英雄たち─人と人にあらざるものの讃歌オラトリオ─







　　　　１






　神性都市シィエラミリス第二区く劃かく──




　焼やけ爛ただれた荒野と化した跡地で、レンは散乱した瓦が礫れきの道を進んでいた。

　霊剣ヴィエルジュを手に。

「…………」

　燃え殻となった研究施設跡地。

　ぶ厚い灰色の雲が渦を巻きながら流れ、空に奇妙な円環模様を描いている。

　地面のそこかしこから噴ふきだす煤すすは灰と混ざり合い、時折、思いだしたように風に吹かれて舞い上がっている。

　地平線の先。

　煤で曇った視界の奥に、うっすらと神性都市の建物らしき影が見えてきた。

『あそこです！　レン様、あとちょっとですよ！』

　空を浮遊する小人が、進行方向を指さして声を張りあげる。

　世界録アンコールの住人ナスターシャ。

　背丈はレンの掌てのひらに乗るくらいだろう。半透明な肌に蒼あお色の髪。さらには髪の先端が翼つばさになっているという神秘的な風ふう貌ぼうの少女だ。

『よかった。あそこまで行けば建物も無事みたいです。方角からして第二区く劃かくと第一区劃のつなぎ目にあたるかと』

「それって、第二区劃ここは結局ほとんど全壊ってことか」

『……残念ながら』

　瓦が礫れきの山。

　もともとここは神性都市シィエラミリスの施設内だったはずなのだ。

　レンも数時間前までは、この研究施設のフロアで世界録アンコールに関する情報を引き出していたところだった。

「……アイツ一体に襲おそわれただけでこの有様だもんな」

　巨夢魔オルネート。

　神性都市を滅ぼした三起源の一体と覚悟はしていたが、レンが目にしたのは、何度滅しても転生して襲いかかってくる絶望の化身そのものだった。

　巨夢魔の大だい法ほう術じゆつで第二区劃が焦土と化して──

　レン、そして横を歩く大天使フイアと剣聖シオンも軽くない傷を負った。

「オルネートの法力、さすがに今は感じません。あのレンの一撃でひとまずの決着がついたと思っていいのかしら」

　うずたかく積もった瓦礫の山を、金髪の少女が華麗に飛びこえた。

　大天使フィアが舞うように宙をわたる。

　巨夢魔オルネートとの戦いで傷ついた翼はおおよそ修復が済んでいるものの、その麗うるわしき横顔には今も緊張が色濃く残っている。

「三起源はあと二体。苦しいですが戦闘は想定しておくべきでしょうね」

「……覚悟してるさ」

　神性都市シィエラミリス。

　この滅びた都のどこかに精霊シィエラミリスが囚とらわれているはずなのだ。

　精霊の女王と謳うたわれる大精霊の救出を──時の始原精霊カナンをはじめ数多あまたの精霊たちの声に応じてレンはこの地に辿たどりついた。

　が、それを阻んだのが神性都市の三起源であった。

「あの精霊の女王シイエラミリスが捕まってる古代都市だからって覚悟はしてたけど……まさか三起源があそこまで桁違いの怪物とは思わなかったよ」

　三体の絶望。

　神性都市の時代に召喚され、そして神性都市を滅ぼした元凶である。巨夢魔オルネートを倒し、残るは始祖獣ネビュラと天災アズラレイズ。

　だがそれで終わらない。

　この滅びた都には、既に、世界の災厄たる『真精』が召喚されていたからだ。

　……世界中の精霊が怯おびえる元凶で。

　……精霊の女王シイエラミリスが捕らえられているのもソイツが原因か。

「三起源の残り二体を倒して都市の中枢部に向かう。それでいいんだよな」

「ええ。真精という名の災厄から精霊の女王シイエラミリスを救出する。ここまでやってようやく本当の解決ですわ。ただし──」

　翼つばさを広げたフィアがふり向いた。

　レンとフィアの仲間である竜りゆう姫ひめキリシェや先代魔王エリーゼの姿がここにはない。

「キリシェやエリーゼと合流するのが先でしょうね。このとてつもなく広い都市の内部で、はぐれた仲間と合流するのは骨が折れるかも」

「そのぶん急ぎたいね。焦あせっちゃいけないのはわかってるつもりだけど……」

　先頭を行く剣聖シオンが、その場の全員の心情を代弁するように口にした。

　穏おだやかで柔らかな物腰に、どこか中性的な面立ちの若き天才剣士。騎き士し王おうゼルブライトと並んで現代最強と謳うたわれている。

　そんな彼でさえ──

　口調こそ穏やかながらも、口元からはいつもの微び笑しようが消えてしまっていた。




〝ただ襲おそわれたで済む話でもないらしい〟

〝『始祖獣ネビュラがさらに変異した』。夏蕾カレイの念話が、そこで途絶えたよ……〟




　どれほど前だっただろうか。

　夏蕾からシオンにあてた念話が、わずか数秒で途絶えたことはレンも知っている。

　そしてそれきり連絡はない。

　だからシオンは急ぐのだ。三起源に襲われた夏蕾を、一刻でも早く見つけるために。

　むろんレンにとってはキリシェとエリーゼがそうだ。

　始祖獣の襲しゆう撃げきを受けた夏蕾と状況が等しいというわけではないが、彼女たちの居場所に駆けつけたいという気持ちは変わらない。

「…………」

　無言で、瓦が礫れきの焦土を進んで。

「ようやく戻ってきたという感じですわね」

　フィアが目の前を見上げて溜ため息いきをついた。

　壁が壊れて内部が剝むきだしになった研究施設。

　巨夢魔オルネートの法術によって第二区く劃かくの半分ほどが崩ほう壊かいしたが、ここから先はかろうじてその破壊を免まぬがれている。

『レン様、奥へ向かいましょう。真精が召喚されたと思おぼしき召喚炉は、都市外殻のずっと奥です』

「ああ。こっからは建物の中だろ」

　神性都市という名の巨大研究施設。

　レンが進んでいくのは、鈍にび色いろに発光する壁面に覆おおわれた建物内部だ。

　輝かがやく壁。

　壁のいたるところが緑色に苔こけむして、床のひび割れた場所からも雑草が生えているのに、この壁や天井はぼんやりと光り輝いている。

「こんだけ建物が壊されても明かりは消えてなかったんだ」

『はい。法力の供給装置さえ無事であれば。神性都市の時代に生みだされた法力はとても莫ばく大だいであったはずです。その蓄ちく積せきされた力がまだ生きてるんです』

「……つくづく俺おれの知ってる常識からかけ離れてるよ」

　有史以来最大の栄華を極めた都市の、その象徴である「力」の片鱗を垣かい間ま見みた気分だ。

　細くなった階段状の道。

　その先には、幅十メートル以上もの断崖が待ち受けていた。

「建物の中に崖まで？　この都市はいったいどうなってんだよ……」

「まるで渓けい谷こくですわね」

　足下の崖を見下ろすのはフィアだ。

　ひゅぅ、と唸うなる風が下から吹きあげてくる。谷底を見下ろしても底が見えない。いったい何百メートル下まで崖が続いているのだろう。

「ナスターシャ、これって？」

『地下実験場です。この神性都市は孤島にありますから地上では施設面積に限界があると。それならば地下に広大な実験フロアを作ってしまえと』

「降りようがないけど……」

『昇降機を利用します。ですが私たちの目的は地下ではなく、この奥です』

　渡り廊下──というよりも橋だろうか。

　レンの立つ崖と対岸を繫つなぐ橋の向こう側に、紅玉ルビー色に輝く隔壁が見てとれた。

「あの壁だけ色からして重々しさが違うんだな」

『もちろん。中枢部に直結した壁ですから。神性都市のあらゆる叡えい知ちが、あの先に詰まっていると言っても過言ではありません』

「ナスターシャは知ってるんだ？」

『……半分くらい』

「半分？」

『中枢部の召喚炉エリアは、神性都市末期に立ち入り禁止区域になってしまったんです。今にして思えば、おそらく真精の召喚が影響していたのかと思います』

　真精を召喚した召喚炉がどうなったのか。

　それはナスターシャさえもわからない。

『レン様、フィア様、シオン様。説明の順番が逆になってしまいましたが、このホールのご説明をいたします』

　切りたった崖を浮遊するナスターシャ。

『あの隔壁の向こうがいよいよ中枢部です。そしてここが連結ホール。第一区く劃かくから第三区劃まですべてのエリアが集結する構造になっています』

「ん？　ということは」

　シオンが、口元に手をあてて考える仕草。

「すべての通路がここに繫つながっている。はぐれた仲間も、僕らがここで待っていれば自然と合流できるのかい？」

『は、はい！　皆さまが無事であれば、必ずここに来るはずなのです！』

「……ナスターシャさ、あの出口のことだよな？」












　奥の壁沿いをレンは指さした。

　自分たちが入ってきた入口とは別の入口が二つ。第一区く劃かくと第三区劃に続いているのだとすれば、仲間がそこからやってくるかもしれないわけだ。

「ならここで待とう。俺おれたち全員が集まるのがまず最優先で」

『はい。ただご注意を。ここはまだ外殻のエリアです。三起源の縄張りですから、ここで待っている間にも危険は────』

　言葉の後半が、消し飛んだ。

　警報。死者さえ目覚めさせるようなけたたましい機械音が入り乱れ、不協和音となってレンの立つ断崖にこだました。

「何だ!?　この音？」

「嫌な予感しかしませんわね」

　拳こぶしを構えるフィアの後ろで、レンも霊剣ヴィエルジュの柄を握りなおした。

　何かが近づいている？　しかし足音らしきものはなく、何かがやってくる様子はない。

　この警報はいったい何なのか。




『損傷を報告します』

『第一区劃の旧式召喚炉ホールおよび八番大通路で、それぞれ大規模なフロア損傷。また第二区劃で甚じん大だいなフロア損傷が確認されています』

『原因の特定中──。いずれも強力な法力場が形成されており────』




　機械音声。

　人間の声とは程遠い、感情の欠落した声がホールにこだました。

「……三箇所でのフロア損傷ですか」

　フィアが顔を上げた。反響した声が逃げていく吹き抜けの天井を見上げ、三箇所という数を数えるように自分の指を折っていく。

「第二区劃で起きた甚大なフロア損傷。これは私たちとオルネートの戦いによるものでしょう。さっき歩いてきた瓦が礫れきの場所ですわ。そしてレン、聞きましたね？　あと二箇所で破壊が起きていると言っていました」

「第一区劃だろ。大規模な損傷って、まず間違いなく戦闘中ってことだと思う」

　三起源は残り二体。

　そして神性都市の破壊も同時に二箇所で起きている。

　この数字の一致が偶然とは思えない。

　……夏蕾カレイが始祖獣ネビュラに襲おそわれたのは確定してる。

　……もう一箇所も、俺たちの仲間の誰だれかが最後の三起源と交戦してる？

　ならば急げ。

　交戦中だというのなら、今すぐ駆けつければ加勢が間に合うかもしれない。

「ナスターシャ！」

　宙にうかぶ少女を見上げ、レンは口早に声を張りあげた。

「第一区く劃かくのさっきの二つの場所、わかるか!?」

『──は、はい。助けにいくんですね！』

　世界録アンコールの住人が、後方の入口を指さした。

『第一区劃ならこの通路が直結しています。ただ旧式召喚炉と八番大通路はそれぞれ場所が離れている上に、どちらもここからは距離が……』

「その話は走りながら聞こう。場合によっては二手に分かれてもいい」

　剣聖シオンが真っ先に靴先を向けた。

　第一区劃へ通じる道へと率先して走りだす。

「案内してくれるかい。僕らの仲間の命がかかってるから」

『最短ルートで案内します！』

　光の軌き跡せきを紡つむいで翔かけるナスターシャを追って、シオンとフィアが走りだす。その背中を見つめてレンも床を蹴りつけた。

　残る三起源は、二体。

　永久に侵食する暴力『始祖獣ネビュラ』。

　無限に解体する畏い怖ふ『天災アズラレイズ』。




〝我々は気づくのが遅すぎた。制御しきれぬ希望は、絶望と同じということを……〟

〝神性都市に封じられし三体の絶望を、解きはなってはならない〟




　灰かぶりの町カナンの記憶。

　神性都市の研究者から託された言葉を、思いだしながら。





　　　　２






　神性都市第一区劃・八番大通路──

　光あふるる天井。

　絢けん爛らんな宮殿さながらに、その空間は極ごく彩さい色しきの光に満ちて輝かがやいていた。

　ステンドグラスを透過した光が七色となって広大な通路を照射。鏡のごとく磨きあげられた床が光を反射し、増幅された光が天井へと返る様は神こう々ごうしいほどに眩まぶしい。

　……と。

　聖エリエスはそう思っていた。

「勘弁してほしいわね！」

　嗄からした喉のどで、絞りだす心地で口にした。

　カナン巡じゆん礼れい聖せい教きよう船せんの象徴たる金色の法ほう衣えは埃ほこりにまみれ、整えていたはずの瑠璃色の髪も、荒れくるう熱波を浴びて傷みきっている。

「これが竜の起源ですって？　冗談じゃないわ、こんなのただの怪物じゃない！」




　竜の咆ほう吼こうが、八番大通路に轟とどろいた。




　始祖獣ネビュラ。

　全身がヘドロ状の粘液であるこの怪物は、巨大な竜であった姿を既に放棄して、三つの竜の頭部だけが接合した奇怪な姿へと変へん貌ぼうを遂とげている。

　──何もかもが突然だった。

　──沈黙機関ミスティによる妨害と、そして始祖獣ネビュラの襲しゆう撃げきが。

　今をさかのぼること数時間。

　エリエスは、剣聖シオンやレンと神性都市を進んでいた。

　それが始祖獣ネビュラの襲撃を受けてはぐれてしまったため、合流を目指して中枢部を目指していたはずなのだ。

「臭においか気配か知らないけど、私たちを追って先回りしてたってわけね……」

　神性都市は奴ネビユラの巣も同然。

　この竜の始祖は、エリエスが想定していた以上に執しゆう念ねん深い怪物だった。

『アブナイ！』

『……エリエス！』

　風の始原精霊シルフと水の始原精霊ウンデイーネの二体。

　エリエスに付きしたがう友が叫ぶ。

　そびえたつ壁──そう錯覚するほど巨大な質量をほこる三首の竜が、その耳まで裂けた顎あぎとをいっぱいに開いたのだ。

「息吹ブレス!?」

　竜の喉の奥。血が噴ふきだすように真しん紅くの光のちらつきが増していく。

　……精霊二体の力で押さえ込める？

　……いいえ、闘技場を粉々に吹き飛ばしたあの威力を思いだしなさい。

　始祖獣ネビュラの脅威の象徴である。

　エリエスの精霊二体でも、その力を完全に押さえ込める保証はない。

「団長、そっちの具合は!?」

　背後の黄金の夜明けヴイーナス・ライトの面々へ。

　始祖獣ネビュラと睨にらみあっている今、彼らへとふり向く余裕はない。

「俺おれらは無事だ！……だけどミスティが……このままじゃどうしようもねぇ！」

　歯を食いしばりながらの団長の声。

　団長と大だい妖よう精せいシルクと獣人リンの三人は無事である。しかし彼らがその場から逃げようとしないのは、そこに白髪の少女が倒れているからだ。

　沈黙機関ミスティ。

　──人間を追い出そうと立ちはだかったはずの彼女。

　──そんな彼女が、始祖獣ネビュラの息吹ブレスから黄金の夜明けヴイーナス・ライトを庇かばった。

　我が身を犠牲にして竜の息吹を受けてまで。

　彼女がなぜここまでして黄金の夜明けヴイーナス・ライトを守ろうとしたのか。彼女ミステイの中でどんな葛藤が渦巻いていたのかはエリエスには知るよしもない。しかし彼女が庇わなければ黄金の夜明けヴイーナス・ライトの三人は、竜の息吹によって消し飛んでいただろう。

「ミスティちゃん……ミスティちゃんっ……起きてよ、起きてよぅ!?」

　みるみる光の粒子となっていくミスティ。

　もはや自分の身体からだを維持する力も残っていない彼女の傍そばでしゃがみこみ、大妖精シルクが泣き叫ぶ。

「夏蕾カレイ、あなたの五符とつておきは!?」

「まだ……あと少し！」

　黒髪の少女・夏蕾が、五色の霊符を握って叫び返してくる。

　シオンの旅団パーテイ「精霊の調べ」の結界士エンチヤンターとして世界的に名を響かせる大術者だが、彼女の術式も間に合わない。

　──放射。

　竜の顎あぎとから血色の粒子が噴ふきだした。

　凝ぎよう縮しゆくしていく波動と光とが、渾こん然ぜん一いつ体たいとなって膨張していく。

「自惚うぬぼれが過ぎるぞ竜の始祖！」

　その刹せつ那なに。

　悪魔の殴打が、竜の顎あぎとを真下から撃ちぬいた。

　始祖獣ネビュラの吐息の放出よりわずかに早く。五ご大だい災さい・魅ミ亞アが頭部の下に飛びこんで、思いきり拳こぶしを突き上げたのだ。

「狙ねらいはあくまで精霊か？　オレを無視して息吹など吐くつもりだったとしたら、隙だらけにも程がある」

　始祖獣の顎あぎとが跳ね上がって頭上へ。

　刹那、弾はじけた光が怒ど濤とうの洪水となってフロアの天井めがけて放たれた。

「威力は大したものだが、放たれる軌き道どうをずらせばいいだけのこと！」

　始祖獣の頭部を力ずくで殴り飛ばす。波の将しよう魔まの異名をもつ魅ミ亞アの、強力な波動と膂りよ力りよくとが融合して初めて可能になる力業だ。

「む……？」

　ぷちっ、と魅亞の拳こぶしに何かが付着した。

　竜の血？

　ではなく、それは始祖獣ネビュラの身体からだを構成するヘドロだった。

　鱗うろこが一枚剝はがれた程度。

　魅亞の拳についたヘドロの残骸はその程度。つまり始祖獣が受けた傷もその程度ということなのだろう。

「筋肉とも鱗とも違う粘液質の肉体……？　まるで泥を殴ったような感触だな。まるで手て応ごたえがない。それがお前の打たれ強さの秘密だな。通用するのは精霊の攻撃のみ。ゆえに精霊を最優先に狙ねらえばいい」

　拳を振りあげた姿勢のまま、魅亞。

「──などと思っているのか？」

　二度目の衝撃。

　魅亞の振り下ろした踵かかとが始祖獣ネビュラの鼻先を砕き、牙きばをなかばでへし折った。

『────ッッッ！』

　激げき昂こうが轟とどろく。

　それは始祖獣ネビュラが初めて経験する「精霊以外」の痛みであった。

「我が波動はあらゆる障壁を貫通する。その真髄の一撃だ。いかに貴様の身体であろうと止められる道理はない」

　全身に障しよう気きを湛たたえた褐かつ色しよくの大悪魔。

　不敵に口元を吊つり上あげるや、波の将魔はさらに床を蹴って踏みこんだ。

「そして貴様の脅威が息吹ブレスだけというのなら、攻撃の想定はたやすい」

　三つの頭部がそれぞれ魅亞へ。

　始祖獣が顎あぎとを開くより早く、魅亞は竜の顎あぎとの真下を潜くぐりぬけていた。

　背後からの跳ちよう躍やくで舞い上がるや始祖獣がふり向く間も与えぬ一瞬で、左の頭部を横殴りに蹴りつける。

　さらに中央と右の頭部へ両の肘ひじ撃ち。

　──波動の浸しん透とう。

　始祖獣のヘドロの装甲を無視し、かつて経験したことのない破壊の波動を浸透させる。与えた傷は、その特異な肉体であろうと簡単には治癒できまい。

　だが。

　それでも始祖の竜は止まらない。

　魅ミ亞アの波動をまともに受けて頭部のあちこちがヘドロの破片となって消滅しながらも、三つの顎あぎとの奥から血色の瞬またたきが膨ふくれあがっていく。

「……まだ動くか！」

　宙を落下していく魅亞が、目をみひらいた。

　拳こぶしを伝った波動は始祖獣ネビュラの肉体に浸しん透とうし、全身の細胞を一つ残らずズタズタに引き裂いたはず。ヘドロの肉体がどれほど強きよう靱じんであろうと関係なく、自重を支えることさえできずに床に倒れ伏ふす以外にありえない。

　血色の息吹ブレスではなく。

　始祖獣ネビュラの真の脅威は、その単純極まりない生命力か。

「……ちっ」

　目の前で息吹を溜ためる三つの顎あぎと。

　空中で狙ねらい撃たれれば避よける術すべはないことを察し、魅亞が舌打ち。

「動かないで！」

　夏蕾カレイの怒号がこだましたのは、その時だった。

　両手に握った五色の霊符。

　それぞれ五種類の術式が施されており、夏蕾がシオンとともに世界中を旅してきた中で発見した最高位の法具である。

「防御に徹しなさい、全身全霊で！」

　五色の結界符。

　──リン、と鳴る。

　五色の光は熱くも冷たくもなく、特殊な防御をもたらすわけでもなかった。

　ごく微量の光が波紋のように第二区く劃かくに浸透していくだけ。その意味をすぐに理解した者はいなかっただろう。

　気づいたのは、竜の息吹を空中で浴びた魅亞ただ一人だったことだろう。

『Mga Ee血ノ味ノ r-jeek uc calrasクチヅケニ ymy狂エ.』

　血色の息吹が、魅亞の全身を吞のみこんだ。

　必殺となる息吹を浴びれば、いかに魅亞の無敵の肉体でも耐えられる道理はない。

　その道理を、夏蕾の結界が覆くつがえした。

　──阻害結界。

　ボッ、と魅亞の身体からだが息吹に包まれて燃え上がる。

　肉体を塵ちり一つ残さず消滅させる暴虐の衝撃波が、大気を焦こがして天へと消えていく。

　竜の息吹が消えたその後に。

「……な、るほど…………上出来だ、人間！」

　空高くへと吹き飛ばされながらも大悪魔は息吹を耐えきっていた。

　無事である箇所が見つからないほどの全身の裂傷。人間ならば即死であろう傷と出血が、魅ミ亞アが空中にいる間にみるみる再生を始めていく。

　無敵の肉体。

　どんな攻撃に対しても即座に組織の再生が機能して、さらにその攻撃に対して耐性を増していく。それが五ご大だい災さいたる魅亞の最大の強さである。

『────』

　一方で。

　始祖獣ネビュラは、命を繫つなぎとめた魅亞をなかば呆ぼう然ぜんと睨にらみつけていた。

　なぜ生きている？

　それが竜の始祖には理解できない。

「……空気が、重い。そういうことだな人間？」

「喋しやべると傷に響くわよ」

「オレを誰だれだと思っている」

　猫のような俊敏さで、波の将しよう魔まが空中でくるりと身をひるがえした。

　大悪魔は感じとったのだ。

　この周囲に広がる微細な違和感。大気に混じるかたちで浸しん透とうした結界が、空中を伝わる法力の流れを著しく阻害していることを。

　──海に潜った人間が、水の抵抗に邪魔されて上う手まく動くことができないように。

　結界内部で、法力の伝導が妨げられているのだ。

　それは竜の息吹ブレスも例外ではない。

「シオンに連れ回されて、いくつの秘境を踏破したと思う？」

　五色の札を握りしめた夏蕾カレイが、口の端を吊つり上あげた。

　旅団パーテイ『精霊の調べ』。

　人類未踏破の秘境を数多く制覇してきたなかで、彼らの旅団パーテイが見つけたものは人類が初めて目にする強力な法具と精霊たちだ。

　古代樹の皮を削って織おり上げた法具に、さらに精霊の力を宿らせた。

　それが結界を支える五色の霊符の正体である。

「この陣の中じゃ敵も味方も関係なく法力の流れが激減するわ。使い方次第じゃ諸もろ刃はの剣。だけど！」

　声に力がこもる。

　自信を滾たぎらせる眼がん光こうでもって結界士エンチヤンターの少女が、吼ほえた。

「走りなさい！」

「誰にモノを言っている」

　地に膝ひざをつく波の将魔が、その身体からだを伸縮させた。

　事態が吞のみきれないでいる始祖獣の反応が一手遅れる。

　その一瞬の虚きよをついて、大悪魔は再び竜の頭部を殴りつけた。波動の浸しん透とう──ヘドロの防御を貫通した衝撃が、始祖獣を激しく打ちつける。

「こういうことだろう！」

　ゼロ距離。

　法力の流れが大気中で阻害されるなら自分の肉体で殴りつければいい。触れた拳こぶしに波動をまとう魅ミ亞アにとって、この結界は戦闘にまるで支障がないのだ。

　さらに。

「風の始原精霊シルフ！」

『吹き飛んじゃえ！』

　轟ごう音おんを従えた風の刃やいばが、竜の始祖めがけて突きささる。

　さらに水の始原精霊ウンデイーネが両手を空へ──その干渉によって、床に走った亀き裂れつから高圧の水弾が弩砲バリスタさながらに放たれる。

　精霊の力は、三種族の法力とは異なる力。

　よって古代詠唱士エイシエンターとしてのエリエスの攻撃も、夏蕾カレイの結界で威力が落ちることがない。

　……だけど逆を言えば。

　……この総攻撃で倒せなかったらどうしようもないってことになるわ。

「風の始原精霊シルフに水の始原精霊ウンデイーネ、お願い！」

　精霊二体が応じる。

　鎌かま鼬いたちによって刻まれたヘドロの身体からだが粉こな微み塵じんとなって消滅し──

　その光景をエリエスが目にした直後、水の始原精霊ウンデイーネの水しぶきが膨大な蒸気となって、視界を覆おおいつくした。

　霧中のフロア。

　天井と壁が崩れた辺り一面が、むせ返るほどの濃霧に包まれていく。

　その奥に。

　いまだ悠然と起き上がろうとする巨大な影をエリエスは見てしまった。

「……これでも仕留めきれないの!?」

　三起源に有効とされる精霊の攻撃と、ヘドロ状の粘液をも貫通する魅亞の波動。

　考えうる二つの弱点を同時に突いた。

　なのにまだ始祖獣ネビュラは倒れない。それどころか、こちらの身を竦すくませる重圧感がさらに増大していっている気さえする。

「いいや終しまいだ始祖の竜よ」

　駆ける漆しつ黒こくの大悪魔。

　息吹ブレスに焦こがされた全身から紫色の血を滴したたらせながらも、その瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせて魅亞は吼ほえた。

「貴様の底知れぬ生命力は大したものだが、生あい憎にくそれももう終わる」

　破壊の波動をまとった大悪魔が、始祖の竜をすり抜けた。

　その拳こぶしを振り下ろした先は竜の頭部。首の付け根を擦こする角度で、その拳がヘドロの身体からだを殴りつけた。

「──ここまでだ」

　あっけらかんとした表情で魅ミ亞アがふり返った。

　竜の始祖の目の前で無防備に背を向けたのは、この怪物がピタリと動きを止めていたからだ。

「お、おい団長！　アレ見ろって！」

「すごいよ、魅亞ちゃんがあの大きな竜を……!?」

　獣リ人ンと大妖精シルク。緊張のあまり一言も発することができずにいた黄金の夜明けヴイーナス・ライトの二人が、竜が動きを止めたことに目を剝むいた。

「魅亞ちゃん、ど、どうやったの!?」

「逆鱗だ」

　一ひと枚ひらの鱗うろこを摑つかんでいた魅亞。

「オレが無策で殴りかかったと見誤った。それが貴様の敗因だな。竜の始祖よ」

　何度も何度も。

　無尽の生命力を誇る始祖獣ネビュラに、魅亞が接近戦を挑んだのはワケがあったのだ。

　──竜の逆げき鱗りん。

　あらゆる竜に存在する急所。

　始祖竜ネビュラの逆鱗はヘドロ状の身体に潜りこんでいた。それを魅亞はヘドロが再生時に結合していく中から見抜いていた。

「貴様とて、最後の最後まで克服できなかった弱点が逆コ鱗レだったわけだ」

　逆鱗を握りつぶす魅亞。

　それを最後に始祖獣ネビュラの粘液が乾き、土像のように崩れていく。

「……お終しまいよね？」

　風の始原精霊シルフと水の始原精霊ウンデイーネに見守られるなか、エリエスは身体を大きく折り曲げて息を吐きだした。もう緊張で喉のどがカラカラだ。

「聖女さんよ、こっちに手を貸してくれ！」

　床にしゃがみこんだ団長の叫び声。

「ミスティが────」

「団長」

　団長の声を遮ったのは、他ならぬ白髪の少女本人だった。

「わたしの心配は、いりません……ほら……こんなに、元気……」

「バカ野郎!?　どこが元気なんだよてめぇは！」

「……存在の、維持に支障ありません。時間をかければ……ほら」

　透けた右手を、ほんの少しだけ持ち上げる。

　それを「元気」と喩たとえることがかえって痛々しく映るが、エリエスが驚いたのは彼女ミステイが人間に聞こえる声で喋しやべったということだ。

　……さっきまで精霊の声だったのに。

　……今は、黄金の夜明けヴイーナス・ライトに言葉を伝えようとしている？

　動けぬ姿で視線だけを動かすミスティ。

　人ならぬ少女が見つめた先は、血だらけで歩いてくる褐かつ色しよくの大悪魔だった。

　沈黙機関と三種族。

　エリエスの推測が正しければ、両者は三百年前の終しゆう焉えん戦争で互いの生死を賭かけた決戦をくり広げた関係のはず。

　犬猿の仲どころではない。殺し合いを実際に経験した怨敵同士である。

　それが、この場に居合わせたことでどうなるか……

「動くことさえままならないか」

　ミスティを見下ろす魅ミ亞ア。

「とんだ醜態だな」

「……お互い様でしょう。立っていることさえ辛つらいのを我慢しているのは……」

「起き上がれもしない貴様が言うことか？」

「さあどうだか」

　不敵に笑うミスティ。

　団長たちには決して見せなかった冷たい微び笑しようで。

「あなたを油断させる罠わな……隙を見せれば、今のあなたごとき造作なく消滅させるだけの力くらい残している……かもしれないのに？」

　睨にらみあう。

　殺気を隠そうともしない二人の間に無言の緊張がたちこめて。

「まあいい」

　先に目を逸そらしたのは魅亞だった。

　床に倒れるや、あろうことか天敵ミステイの横で仰あお向むけに寝そべってしまった。

　──貴様など恐るるに足らん。

　いかにもそんな心の声が聞こえてきそうな態度である。

「おっ。なんだなんだ魅亞もミスティも？」

　疲労で動けない両者を眺めて、団長が声を弾ませた。

「はっはっは、二人ともやっぱり仲良しじゃねえか！」

「……違う」

「……団長。それは訂正を求めます」

「言うな言うな。俺おれには全部わかってる。そうさ旅団パーテイはこうでなくちゃいけねぇよ」

「だが。オレよりも厳しそうな奴やつがそこに隠れているがな」

　床に伏ふした魅ミ亞アの眼球がぎろりと動く。

　エリエスたちのいる大通路のさらに奥。かろうじて破壊を免まぬがれた壁の陰を睨にらみつけて、大悪魔が言葉を続けた。

「天使臭い。それだけ強烈な臭においを撒まき散ちらして気づかれないとでも思ったか？」

「…………」

「貴様だな。女神レスフレーゼ」

「こらっ！」

　ひょっこりと。

　壁の陰から顔を出したのは線の細い少女だった。

　外向きにはねた蜜みつ色いろの髪に、あどけなさの残る面立ち。年頃は十四か十五ほどだろうか。淡い薄緑の刺し繡しゆうで彩いろどられた衣装は、少女のほっそりとした体型にちょうど合わせた作りになっている。

　そんな彼女が、姿を現すなり顔を真っ赤にして叫んだ。

「なーにが天使臭いじゃ！　妾わらわを悪臭のように言いおって。しかもちょうど最高の場面を見計らって登場してやろうと思っていたのに。それも先に言いおって！」

「知ったことか」

「……ふん。だから悪魔は嫌いなんじゃ。風流を解さん奴のなんと多いことか」

　拗すねた様子で少女が頰ほおを膨ふくらませる。

　天界の女神レスフレーゼ？　様々な書物や言い伝えでその名を見た覚えはあるが、本物の姿を見たのはエリエスもこれが初めてだ。

　けれどなぜここに？

「うぉっ、女神の嬢ちゃんじゃねえか!?」

「よしよし。その反応を待っていたぞ団長。お主はわかっておるのう」

　団長に手招きされて女神がぱっと顔を輝かがやかせた。

「魅亞もそうだが、どうしたよこんな場所に」

「うむ。旅団パーテイの窮きゆう地ちに駆けつけるのが隊員番号六番としての務つとめじゃからのう。……なんて、本当はレンに用があったのじゃが」

　女神レスフレーゼがあたりを見回す。

「つい先ほど、長いこと行方不明だった部下が戻ってきてな。理由を聞いたら、どこぞの砂漠の地下牢ろう獄ごくにフィアと共に囚とらわれていたという。それを解放したのがレンと聞いて、これは天使を代表して礼を言わねばならんと思っての。神性都市ここの場所は妾わらわもまだ覚えておったし。……なのに肝心のレンもフィアもいないようじゃが？」

「どっちも離ればなれよ」

　溜ため息いきをこぼす夏蕾カレイが、大きく砕けた通路の向こうを指さした。

「三起源に襲おそわれてみんなバラバラ。あたしだってシオンやガブリエとも離れちゃったし。始祖獣ソイツと戦う時も、女神様がもうちょっと早く来てくれたら楽だったのに」

「三起源か」

　いまだ霧のたちこめる先を女神レスフレーゼが見渡した。

　砂のようになって崩ほう壊かいした竜の残骸。

「神性都市を襲った『光り輝かがやくものたち』に対抗するため召喚された、三種族の始祖たち。妾が知っているのはその程度じゃが、二重の意味で驚いた。よくこの顔ぶれで倒したというのが一つと。もう一つが──」

「…………」

「その『光り輝くもの』であるお主が、よもや人間を庇かばってそんなザマとはな」

　微動だにしないミスティを見下ろす女神。

　五ご大だい災さいの魅ミ亞アと同じく、天使を統率する女神にとってミスティは終しゆう焉えん戦争からの怨敵であることは間違いない。

「お、おい女神サンよ。ミスティは──」

「わかっておる。こんな死に損ないに襲いかかるほど落ちぶれておらんよ団長。それに、貴様にはまだ聞きたいことがあるからの」

　鋭するどいまなざしで女神が詰め寄る。

「レンはどこじゃ？」

「……それを……聞いて、どうするというのです」

「しらばっくれるでない。レンの持つ三法ほう印いん、終焉の島で貴様らの首領が狙ねらっておった話、妾が知らんとでも思ったか」

　レンと沈黙機関フィオラの死闘のことだろう。

　終焉の島で。レンたち旅団パーテイ「再来の騎き士し」と、彼らが所有する法印を狙うフィオラとで壮絶な戦いが行われたことはエリエスも耳にしている。

　……背中に六枚の翼つばさをもっている沈黙機関フィオラ。

　……今はそのフィオラが悪魔法印を持ってるのよね。

　法印を取り返したいとレンは言っていた。

　そして。

　できるならば戦闘以外の決着で。

　沈黙機関が精霊と近しい存在であるとわかった以上、互いに歩み寄る方法があるのならそれが一番だから、と彼が言っていたのを覚えている。

　ミスティがここにいるのだ。

　統率役であるフィオラがいつ現れてもおかしくない。

「貴様が神性都市にいる。ならば貴様らの首領がここにいることもまた道理。この都市のどこかで待ちかまえてレンの女神法ほう印いんと竜法印を狙ねらっているのじゃろう？　何に使うのかは妾わらわの知ったところではないし、知りたくもないが」

「…………」

「答える気はないか？」

　冷徹なまなざしで怨敵を見下ろす女神。

　脅しめいた口調で迫る天使の長に、白髪の少女が口にしたのは──

「ふしぎ」

「ん？」

「そんなにまでレンという他種族ニンゲンを気にかけますか。天使の長であるあなたが」

「…………」

　女神がぽかんと目を丸くして立ちつくす。

　あまりに唐突で想定外の話の振り方に、思わず毒気を抜かれてしまった。そんな表情だ。

「三種族に気に入られていますね彼レンは。わたしにはそれがとても珍しく映る」

「ずいぶんと含みのある言い方じゃな？」

「彼レンは不思議です。かつて見たエルラインという人間に似ていると最初は思いましたが、今は少し違う気がする」

　なぜならば──そう言いかけたミスティが、不意に目をみひらいた。

「団長、危ない！」

　どこにその力を温存していたのか。

　消えかけた姿のままミスティが瞬時に跳ね起きるや、黄金の夜明けヴイーナス・ライトの面々を庇かばうかたちで仁王立ちに身構えた。

「だ、団長団長、あ、ああ……アレ!?」

　大だい妖よう精せいが指ししめす先と、ミスティが睨にらみつける先は同じ。

　ヘドロの蛹さなぎ。崩ほう壊かいして千ち々ぢの欠片かけらとなった始祖獣ネビュラの残骸が、いつしか人間大の蛹となっていたのだ。

　その蛹が割れていく。

　荒々しい竜の息づかいがそこから聞こえてきて──

「つくづく気に触る」

　苦しげに魅ミ亞アが起き上がった。

「あの強さでまだ不完全だったとでもいうのか」

「レンに礼だけ言って、あとはフィアに任せてさっさと帰るつもりじゃったが。やれやれ、どうしたものか」

　剣けん吞のんな目つきの女神レスフレーゼ。

　夏蕾カレイと黄金の夜明けヴイーナス・ライトも、ヘドロの蛹さなぎを瞬まばたき一つせずに見つめていた。

　──蛹の殻をやぶって。

　──最後の変異を遂とげた始祖獣が現れる。

　精霊の攻撃も、魅ミ亞アの波動も、そして竜の逆げき鱗りんという弱点さえも超越した最後の獣。




　始祖獣ネビュラ十全生命体。




　変異の果てに「十全」へ、すなわち完成へと至いたった大いなる生命。

　始祖にして最後の竜が。

　産うぶ声ごえを上げた。
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　第一区く劃かく。

　通路を走り続けて、どれほど経過したことだろう。

　中枢部に繫つながる連結ホールから第一区劃へ後戻りしたレンが見たものは、壁面すべてを覆おおいつくす混こん色しよくのヘドロだった。

『な、ななな……なんですかこれは。都市の壁が、まるで別物に……？』

「始祖獣ネビュラの巣。そうか、あの竜はこの一帯を自分の縄張りにしてたのか」

　そう答えたのは剣聖シオンだ。

　悪臭たちこめる通路。

　始祖獣ネビュラの獣臭と、その体液であるヘドロの臭におい。さらにはヘドロに含まれる酸の腐敗臭とがまざりあい、一呼吸するだけで胸が焼けるようだ。

「息が詰まりそうだな……」

『レン様、迂う回かいしましょうか』

「いや進もう。だってこれが最短経路なんだろ？　このまま行くしかないって」

　口と鼻とを手で覆って先を進んでいく。

　……これが巣だっていうなら始祖獣も近くにいるはず。

　……夏蕾がアイツに襲おそわれた戦闘場所もこの近くのはずなんだ。

　粘液のこびりついた床を進んでいく。

　そんな折に。

「む？」

「ん。どしたのキリシェ。急に立ち止まっちゃって」

「まさか始祖獣か」

　聞き覚えのある三人の声が、曲がり角の向こうから聞こえてきたのはその時だった。

　軽快な足音が壁に反射して。

「……およ？」

　ひょっこりと顔を出したのは褐かつ色しよくの幼女だった。

　先代魔王エリーゼ──フィアと同じくレンの旅団パーテイの一人で、数時間前に散り散りになってしまった仲間である。

「エリーゼ!?　こんなところにいたのか！」

「あ、レンだ」

「なんだと!?」

　銀髪の少女が角から飛びだしてきた。あまりに勢いよく飛びだしたせいで、勢いあまってレンに抱きつくような格好へ。

「うわっ？」

「む……す、すまない。わたしとしたことが」

　レンにぴったりと密着した竜りゆう姫ひめキリシェ。

　フィアとエリーゼ、それにキリシェ。散り散りになっていた旅団パーテイがようやく集結したことにレンは胸をなでおろした。

　その一方で、抱きついているキリシェはなかなか離れる素振りがない。

「……ふむ。これはこれで悪くない」

「こらキリシェ。そういう抜け駆けは協定違反ですわ」

　キリシェの首根っこを摑つかむ手。

　大天使フィアが、子猫でも扱うようにキリシェをレンから引き剝はがした。

「まったくもう。キリシェもエリーゼも……あなたたちのいない間に、こちらがどれだけ苦労したことか」

「話を聞かせてもらいたいところだな」

　エリーゼとキリシェの背後から。

　右目に片眼鏡モノクルをはめた長身の男が、靴音を鳴らして曲がり角から姿を見せた。

「やあガブリエ、無事で何より」

「シオンか」

　法術士アリアガブリエ。シオン率いる『精霊の調べ』の一員として世界中に名を知られた術者である。彼が、片眼鏡モノクルごしにレンと剣聖シオンの姿を眺めまわした。

　レンの衣服はいたるところが擦すりきれて。

　シオンに至いたっては、巨夢魔の大だい法ほう術じゆつによって旅装束が黒く煤すすけている。

　──戦闘後。

　そう察するに十分すぎる痕あとと言えるだろう。

「シオン、別の三起源か？」

「巨夢魔オルネートの襲しゆう撃げきがね。三人がかりで倒したけど、それでも際どい戦いだった。やっぱり危険極まりない」

「……お前がそこまで言うほどに？」

「うん。正直、避けて通れるなら避けたいところだけどね」

　一方で。

　この場を見渡したガブリエが、顔をしかめるまでに時間はさほどかからなかった。

「シオン」

「うん」

「……夏蕾はいないのか？」

　法術士アリアの言葉に、金髪の剣士は黙って首を横に振るだけだった。

　そう。

　この場に集っているのはレンと三さん大だい姫ひたち四人。それに「精霊の調べ」の剣聖シオンと法術士ガブリエ。

　戦闘に長けたメンバーのほぼ全員がここに集結してしまっているのだ。

　……始祖獣に襲おそわれた夏蕾カレイ。

　……あとは、エリエスと黄金の夜明けヴイーナス・ライトがいないのか。

『レン様どうしましょう。先ほどの自動音声では、第一区く劃かくで起きている破壊は二箇所であると。ですが』

「わかってる。二箇所を見て回る時間がない」

　戦闘は二箇所で起きているはずなのだ。それを順番に見て回る猶予はない。そんな回り道をしている間に三起源に襲われて犠牲者が出てしまう。

「二手に──」

「わかれようか」

　レンと剣聖シオンの声が重なった。

「ここは単純に旅団パーテイでわかれよう。僕とガブリエで一箇所。もう一箇所をレンとそちらの三人で向かうとして……ナスターシャ、ここから近いのは？」

『は、はい！　八番大通路の方です！』

「そっちは僕とガブリエで。遠い旧式召喚炉は道案内ナスターシヤが必要だろうからね」

『シオン様の目指す八番大通路はここを道なりに進んで、途中で大きな螺ら旋せん階段を下って、ひたすら直進してください。ただこれだけ破壊が起きていると、途中で塞ふさがってしまっている道があるかも』

「その時はその時だよ」

　ガブリエに目配せして剣聖シオンが背を向ける。

「また会おうレン。次は都市の中枢部で」

「……ああ！」

　ヘドロの堆積した巣を進んでいく二人。

　その背中を見送る間もなく、レンは拳こぶしを握りしめた。

　自分たちの最終目標は、シオンの言うとおり神性都市中枢部への突入である。

　真精「フィオリアの樹」──すべての精霊を脅おびやかす元凶が召喚された場所。おそらくは、囚とらわれの精霊の女王シイエラミリスもそこにいる。

　が、まずは仲間たちとの合流だ。

「行こうナスターシャ。俺おれたちは旧式召喚炉だろ」

『こちらです！』

　シオンとは別の方角へ。

　翼つばさをもつ小人が鳥のように羽ばたき、光の徴しるしを残して飛んでいく。

　その光を追って──

「キリシェもエリーゼも、こっちだ！」

　レンは、剣聖に背を向けて駆けだした。
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　蛹さなぎが破れる。

　うっすらと光沢を帯びた殻を内部から食い破って、竜の始祖は現れた。

　始祖獣ネビュラ十全生命体。

『──────────ッッッッ！』

　変異を遂とげたソレが、世にもおぞましい産うぶ声ごえを上げた。

　幾たびの変へん貌ぼうを遂げた竜の始祖。その最後の姿は。

「…………竜？……いえ、人間……？」

　掠かすれた声を喉のどから振り絞り、エリエスはかろうじてそう口にした。

　竜人。

　背丈は、黄金の夜明けヴイーナス・ライトの団長より頭一つ高いほどだろうか。

　発達した二本脚で立つ姿は、筋骨逞たくましい人間をさらに巨大化したと、そう喩たとえる以外に言い表すことができそうにない。

　背中の翼は醜く折れ曲がり。

　かわりに両腕が発達しているのは、人間や悪魔の四肢を真ま似ねしたからか。

「悪オ魔レの姿の真ま似ねか？　ただの猿さる真ま似ねではなさそうだが」

　拳こぶしを構える魅ミ亞ア。

　この変へん貌ぼうは、咄とつ嗟さの悪あがきなどではない。

　全身に浮きでた竜の顔。

　痣あざなのか腫瘍なのか。二本脚で直立する始祖獣ネビュラの全身に、竜の顔を模したような紋様めいた何かが浮かんでいたのだ。

　大小無数の竜の顔。その全てから竜の息吹が放てる、と。

　そう言わんばかりに禍まが々まがしい異相ではないか。

「竜の図ずう体たいと比べればずいぶんと小柄になったものだが、さてどう────」

　地響き。

　始祖獣ネビュラの脚が床を蹴りつけた轟ごう音おんが、魅亞の声をなかばで消し去った。

　魅亞が言葉を失う。

　強烈な踏みこみと恐れ知らずの突進。怒ど濤とうのごとき勢いで懐に飛びこんでくる動きは、つい寸前に、魅亞が始祖獣ネビュラにやったものだ。

「────っ貴様！」

　大悪魔の激げき昂こうがフロアにこだまする。

「ケダモノが、そんな見よう見まねの真ま似ね事ごとでオレを愚弄するか！」

　鏡あわせのように。

　床が罅ひび入るほどの強さで踏みこむ所作から拳を振りあげるタイミング、さらには互いの拳を寸前で躱かわそうと上半身をわずかに傾ける癖までも。

　大悪魔と竜の始祖。

　二体の身体からだが交こう叉さする。突風を巻きこみながら放たれた竜の拳を紙一重でかわし、拳を打ちつけたのは魅亞だった。

　始祖獣ネビュラの模倣も脅威だが、やはり体術では魅亞に分がある。

　が。

　その魅亞の右拳が、血色の波動に弾はじかれた。

「っ!?　これが……竜キサマの息吹ブレスか！」

　魅亞の拳が触れた腹部に浮きでた大きな竜の痣。それが本物の頭部同様に口を開けて、そこから真っ赤な蒸気を吐きだしたのだ。

　突風が小石を吹き飛ばすように、血煙のごとき息吹が魅亞の拳を押し返した。

　さらにソレを浴びた魅亞の拳が真っ赤に腫れ上がる。

「再生阻害の呪じゆ詛そ付きか。小こ癪しやくな芸ワザを……！」

　大悪魔が一瞬で背後へ。

　無防備な始祖獣の背中めがけて手刀を振り下ろす。と同時に、今度は背中に浮きでている竜の痣あざが蠢うごめいた。

　竜の痣の、その目にあたる部位がぎろりと魅ミ亞アを追って動きだしたのだ。

「ちっ……！」

　危機を察知して後方へ跳ぶ魅亞に、始祖獣ネビュラが追いついた。

　竜の拳こぶし。

　魅亞の胸板に触れた拳に竜の顔が浮かびあがり、またたく間に血色の輝かがやきを放ちだす。

「──だめよ！」

　五色の霊符を握りしめた夏蕾カレイが絶叫。

　結界士エンチヤンターである彼女は真っ先に理解していた。このフロアに夏蕾が展開した結界は、力の流動を阻害する。竜の息吹ブレスも例外でないことは実証済みである。

　しかし対象に触れた状態ならば話は別だ。

　魅亞が、拳に波動を乗せて始祖獣に叩たたきこんだのと同じように。

　血色の爆炎。

　ゼロ距離で竜の息吹を浴びた魅亞が、全身から夥おびただしい血を噴ふきだして倒れていく。

　エリエスが見たのはそこまでだった。

『……エリエス！』

『ダメ！』

　ぴちゃ、と顔にかかる水しぶき。

　水の始原精霊ウンデイーネの水壁を突破した始祖獣ネビュラが、互いの息がかかるほどの距離で拳を振りあげる。

　──何が起きたのかわからない。

　強烈な衝撃とともに意識が消滅。

　気がついた時には、エリエスは彼方かなたの床に背を打ちつけて倒れていた。強きよう靱じんな法術耐性をそなえているはずの法ほう衣えがばらばらに千切れた無惨な姿でもって。

　……声が……出せない。

　……胸が、潰れてるみたいに……息が…………。

「エリエス!?」

「いかん、止まれ！」

　こだまするように響いたのは夏蕾の悲鳴、そして女神レスフレーゼの怒号である。

　倒れたエリエスには目もくれずに始祖獣ネビュラが咆ほう吼こう。

　人間の可視速度を超えた域に加速した跳ちよう躍やくで夏蕾に到達するや、その無防備な姿めがけて拳を振り下ろす。

「どけ！」

　夏蕾をかばって女神レスフレーゼが前に進みでる。

　みしり、と。女神の腹部に深々と刺さった拳こぶしに竜の顔が浮かびあがり、そこから血色の閃せん光こうがあふれ出した。

　──竜の息吹ブレス。

　──女神裁断。

　女神と始祖獣は、同時に凶悪な笑みを浮かべていた。

　天界の女神レスフレーゼに仇あだなす者は、女神を傷つけた因果を跳ね返される。竜の息吹が向かう先は始祖獣ネビュラ自身となるだろう。

「返してくれよう！」

　因果の反射先が始祖獣ネビュラに確定して──

　その身体からだが、二つに裂けた。

　全身を構成するヘドロが脳天から足先まで割れて、女神の眼前に、二体の始祖獣ネビュラを作りだしたのだ。

「……なっ!?」

　女神裁断の因果の反射先となったのは一体。

　だがその直後に分裂されたことで、女神が跳ね返すことができたのはそのうちの一人分。つまり竜の息吹の半分だけ。

　その残りの半分が、女神の幼い身体を容よう赦しやなく打ちすえた。

「──────っ」

　吹き飛ぶ女神と、息吹の余波を浴びて倒れる夏蕾カレイ。

　二分割した身体の一つを犠牲にした始祖獣ネビュラのみが、ただ悠然と、その場に無傷で佇ちよ立りつしていた。

　炭化した身体の半分は塵ちりとなった。

　が、時間さえ経たてばヘドロの肉体は巨竜当時の質量まで増加することだろう。

『…………』

　無音のフロア。

　竜の始祖がふり向いた先にいるのは二体の精霊たちだった。

　風の始原精霊シルフと水の始原精霊ウンデイーネ。重傷を負ったエリエスの傍そばから離れずに始祖獣ネビュラを睨にらみつけている。

　三起源の唯一の弱点とも言うべき精霊。

　その天敵めがけて、始祖獣ネビュラの全身に浮かびあがった何十もの竜の頭部が顎あぎとを開き、一斉に息吹を蓄たくわえていく。

　人間ごと精霊を消滅させんと光が膨ふくれあがって──

「こんのバケモノがぁぁぁぁぁぁぁっっ！」

　わずか数ミリ。

　黄金の夜明けヴイーナス・ライトの団長が全力で振り下ろした鋼はがねの刃やいばが、始祖獣ネビュラの背中を、ほんのわずかに傷つけた。

『ッ!?』

　息吹ブレスの光が消滅。

「……ど、どうだ……ちっとは効いただろうがよ。りゅ、竜だか何だかしらねぇが……」

　恐怖に脚をすくませた不格好この上ない姿。

　それでも黄金の夜明けヴイーナス・ライトの剣士は逃げだしはしなかった。

「俺おれの仲間に手ェ出すんじゃねえっ！」

『────』

　始祖獣にとって人間の剣士による傷など傷ではない。

　しかし脅威にならないと無視していた怪物にとって、それはあまりに突然の不意打ちで、そして屈辱だった。

　こんな小生物に。

　竜の激怒の咆ほう吼こうが風を巻きこんで大気をふるわせる。

　その衝撃だけで黄金の夜明けヴイーナス・ライトの剣士が剣を弾はじかれて、人間の剣士が宙に浮いて床へと叩たたきつけられた。

「……ぐぁっ！」

　そこへ拳こぶしを振り下ろす。抵抗などできるはずもない。脳天を撃ちぬいた上で竜の息吹で跡形もなく吹き飛ばす。たかが数秒で終わる話だ。

　そう。

　その数秒。始祖獣ネビュラの警けい戒かいが外れた数秒で──




　運命のうねりが、逆巻いた。




「……風の始原精霊シルフ……水の始原精霊ウンデイーネ…………！」

　歯を食いしばる。

　血が噴ふきだすほどに拳を握りしめ、エリエスはその場で顔を起こしていた。

　ふるえる手で怪物を指さして。

「あの調子づいた獣を、ぶっ飛ばしなさい！」

　暴風が吹き荒れる。

　床の亀き裂れつから噴きあがった大量の水が洪水となり、始祖獣ネビュラの立つ床を破壊する勢いでその身体からだを押し流していく。

　壁に衝突。始祖獣の身体を正面の壁にめりこませて動きを封じる。

　そこへ襲おそいかかったのは波の将しよう魔ま・魅ミ亞アだ。

「……上出来だ人間！」

　捨て身の突進。

　全身全霊の加速によって己おのれの身を凶悪無比の弾丸と変えた将しよう魔まが、竜人の全身をさらに壁の深くまでめりこませた。

『ッッ！』

　大きくのけぞる竜人。

　壁の内側から這はい出たところを、さらに魅ミ亞アがその右腕を摑つかみとる。

「……逃がすと思うか？」

　全身に息吹ブレスの波動を受けた血まみれの姿で。

　まさしく無敵の肉体をもつ波の将魔だからこそ、その行動は可能だったことだろう。

　そしてその足下で。

「片腕？　それでは……足りないでしょう……」

　床に這った姿勢で、ミスティが始祖の両脚にしがみついて動きを封じる。

　だが始祖獣ネビュラは動じない。

　拘束を逃れた左腕がドクンと脈打ってみるみる肥大化。竜の痣あざが浮きでるのではなく、始祖獣の左腕が丸ごと竜の頭部へと変貌していく。

　魅亞とミスティの二人を丸まる吞のみにさえできそうな程に顎あぎとが大きく開かれて。

　狙ねらいは精霊二体。

　死に損ないの悪魔と沈黙機関などどうでもいい。

　いまだ無傷でいる精霊二体の潜在能力ポテンシヤルの方が危険である、と。もっとも合理的な思考に従って始祖獣ネビュラは竜の息吹を放射した。

　それが──

「始祖獣よ、お主に瑕きずがあったとすれば、それは愚直すぎたこと」

　始祖の竜の。

　たった一つの誤算だった。

「お主が神性都市にいる間に、外の世界はずいぶんと様変わりした。……よりずる賢く、より狡こう猾かつにな」

　エリエスと精霊二体に襲おそいかかる息吹の波動。

　その直線上に女神レスフレーゼが割りこんだのだ。

　息吹を我が身で受けることで発動する女神裁断。因果が逆転し、竜の息吹を受けるのは始祖獣ネビュラとなる。

「化かし合いは、妾わらわたちの勝ちじゃな」

『────』

　竜の始祖は気づいた。なぜ自分の両脚と腕を、瀕ひん死しの身である大悪魔と沈黙機関がこうも全力で取り押さえていたのか。

　身動きできない。

　女神裁断を躱すための分裂ができない。

「自らの息吹ブレスを受けよ」

　竜の息吹。




　自身の切り札を自ら浴びた三起源の絶叫が、こだました。




　完全なるヘドロ化。

　始祖獣だったものが砂となって散乱する。

　いつか、わずかにでも細胞が生き残っていれば長き時をかけて復元するのかもしれない。だがソレは何百年先の未来となるだろう。

「……今度こそ……もう限界。一歩も動けないわ」

　咳せきこむ喉のどに手をあててエリエスは腰を下ろした。見回すまでもなく誰だれもが同じような状態だ。

　息を荒らげてしゃがみこむ夏蕾カレイと黄金の夜明けヴイーナス・ライト、それに女神レスフレーゼ。

　魅ミ亞アに至いたっては身動き一つできず仰あお向むけに寝ころんで。

　そして最奥に倒れたままの──

「む？　息絶えたか？」

「……都合のいい解釈ですね」

　目を閉じていたミスティが、女神の呟つぶやきに再び目を開けた。

「わたしが本当に消滅するなら姿など残らない。知らないわけでもないでしょうに」

「ふん。それで、機を窺っているそこのもう一体」

　地面にぺたんと座りこむ女神が、上目遣いに後方へとふり向いた。

「ミスティこやつの仲間か。貴様はどうする。こちらの寝首を搔かこうというつもりなら、妾わらわにもそれなりに考えがあるぞ？」

『…………』

　神こう々ごうしい光がミスティの周囲を照らしだす。

　瞼まぶたを灼やくほど強烈な光の中から、現れたのは青年の姿をした「光り輝かがやくもの」だった。

　沈黙機関は全部で三体。

　ミスティに、六枚翼のフィオラ。そしてこの男。

「……あなたはイシスね」

　レンから聞きかじった知識だけを頼りに、エリエスはその名を呼んでみた。

　返事はない。

　倒れている仲間へと屈かがみこみ、沈黙機関イシスはその凛り々りしい面立ちを歪ゆがめていた。

『どういうことだ』

「…………」

『私は、お前だけを救出してここを去るつもりでいた』

　精霊の声。

　イシスの言葉を理解できた者は、この場ではエリエスだけだっただろう。

『なのに、なぜだ』

　なぜ黄金の夜明けヴイーナス・ライトを庇かばったのか。

　なぜ女神や悪魔という古いにしえの宿敵と手を組むような真ま似ねをしたのか。

　放っておけばよかったのだ。神性都市に侵入した者たちが三起源に襲おそわれようと、ミスティはその様を見守るだけでよかった。

「イシス」

　人の言葉で。

　黄金の夜明けヴイーナス・ライトに伝わる言語で、人ならざる少女は答えた。

「わたしは……そこにいる人たちに、恩があります」

『恩？』

「居場所を、与えてくれました。あなたやフィオラがいなかった時に……」












　くすっと少女は笑った。

　困惑しきった表情の仲間イシスに向けたその笑みが、いったい何を意味していたのか。理解できた者はいなかっただろう。

「だから庇かばいました。フィオラとの約束を裏切ってしまったことは承知の上です」

『お前……』

「ごめんなさいイシス」

　弱々しい表情で、ミスティは首を横にふってみせた。

「そしてもう一つだけ我わが儘ままを許してくれませんか」

『なに？』

「わたしをフィオラの居場所まで運んでください。この都市の中枢部。そこなら会えると思うんです。彼レンもそこを目指しているはずだから」

『レン？……あの人間のことか!?』

　沈黙機関イシスのみならず女神や魅ミ亞アまでもが聞き入るなか、白髪の少女はゆっくりと言葉の続きを口にした。

「彼レンに、問いたいことがあります」





　　　　５






　第一区く劃かく・旧召喚炉ホール。

　始祖獣ネビュラの巣──粘液質のヘドロがしたたり落ちる通路を駆けぬけたレンの前で、視界がぱっと開けた。

　地面がない。

　高さ数十メートルという巨大な鉄橋めいた通路が一本どこまでもまっすぐ伸びている。その左右にそびえたつのは硝子がらすの球体だった。

　……丸い水槽？

　……中はからっぽだけど、水が干上がったような痕あとがある。

　実験器具の丸底フラスコを逆さにしたような形だろうか。あまりに巨大すぎて鉄橋の上からでも全体像が見渡せない。

『旧召喚炉です。ここに並んでるのが全部、かつて三種族の召喚に使われていました』

「これ全部かよ……」

　地平線まで続くような鉄橋と併設された召喚炉。このフラスコのような水槽が、何百個、いやそれ以上あるかもしれない。

「ふむ」

　鉄橋の端すれすれに立って、透明な召喚炉へとキリシェが鼻を近づけた。

「これは……天使の臭においか？」

『は、はい！　さすがキリシェ様です。ここ第一区く劃かくでは天使たちの召喚を研究していましたので。ずっと昔の力が漂ただよっているかもしれません』

　ずらりと並ぶ召喚炉をナスターシャが指さした。

　神性都市の外殻は三つに分かれている。第一区劃が天使。第二区劃が悪魔。第三区劃が竜を研究していたという。

「でもさー。天使の召喚場所ってことは、ここでアレも召喚されたってことでしょ？」

　鉄橋の端から身を乗りだすエリーゼ。

「なんだっけレン。あの三起源の」

「天災アズラレイズだっけ。さっき俺おれたち、このあたりで戦闘が起きてるって聞いたから走ってきたんだけど」

　始祖獣ネビュラの巣はもはや後方に過ぎ去った。

　エリーゼが指摘するとおり、ここでは最初の天使にあたる三起源を警けい戒かいするべきだろう。

　しかし。

「静かすぎる……よな？」

　歩いていても、ごく小さな自分の靴音が聞こえるだけ。

　しんと静まりかえった空間は、中枢部への連結ホールで聞いた「大規模なフロア損傷」からは程遠い。

「爆発音とか炎から広がる熱波とか、そういうのも何一つ感じないし」

　巨夢魔オルネートとの戦闘で、三起源の強大さを身を以もつて思い知った。

　あんな怪物が暴れたのであれば辺り一面が炎に包まれていておかしくないはずなのに、あまりに綺麗すぎる。

「レン、それにフィアも」

　鉄橋を歩きながら、キリシェ。

「お前たちが戦った巨夢魔とやらは、どんな奴やつだった？」

「見境のない破壊狂でしたわ。私たち、出会い頭に大だい法ほう術じゆつを叩たたきこまれました。おかげで翼つばさが傷だらけです」

　フィアが振りかえる。

　背中に顕けん現げんさせた翼を一度大きく広げたのは、キリシェにそう伝えるためだろう。

「始祖獣ネビュラが竜の息吹ブレスで闘技場を破壊したでしょう？　巨夢魔オルネートはまさにあの類たぐいの怪物でした」

「ということは」

「ええ。三起源が戦闘を行ったのであれば、もっと大々的な破壊が起きていると思います。鉄橋が崩れていたり炎が燃えさかっていたり……そう思うのですが」

　フィアの足取りは緩やかだ。

　慎重に。まわりの微細な違和感一つ逃さぬよう注意を張り巡らせているのが、隣を歩くレンにも伝わってくる。

「しかし私とレンが聞いた自動音声が確かなら、ここで何かしらの戦闘が起きていたのは間違いありません。あの時に聞いた『フロアの損傷』とやらが私たちの想像する炎や爆破である保証はどこにもありません」

　天災アズラレイズは、三起源の中で唯一まだその力が明らかになっていない。自分たちの常識が通用しないと考えて警けい戒かいするべきなのだろう。

　そして。

　進んでいく鉄橋に、異変が見られたのはそれから間もなくのことだった。

『え？　な、なんでしょう……あれ』

　真っ先にソレを発見したナスターシャの、その声が掠かすれていた。

『……わ、割れてます……よね』




　縦に真っ二つに切断された召喚炉。




　数十メートルという高さの器が、その頂点から遙か下まで切り裂かれていたのだ。

　一刀両断──

　その切断が、さらにその隣の召喚炉にまで及んでいる。こちらは召喚炉の上半分が綺き麗れいに切断されているのだが。

「どうなってんだ……」

　しゃがみこみ、鉄橋の床部分にまでおよんだ切断面をレンは覗のぞきこんだ。

　おそるおそる手で触れる。

　氷？

　それとも鏡でも撫なでているのか？

　指に触れた感触がとても鉄橋の床と思えない。剣士であるレンが目を疑うたがうほどに、その切断痕は滑なめらかで美しかった。

　……これが、俺おれたちの聞いた「大規模なフロア損傷」？

　……だとしたら竜の息吹ブレスとか大だい法ほう術じゆつの破壊じゃないぞ。

　いったい何があった。

　どうすればこんな切断が可能なのか。

「レン、あそこを！」

　フィアが指さす先。

　床に伏ふしているのは光り輝かがやく巨人であった。

　凹おう凸とつのない完全な球体に近い頭部に、『眼』にあたる部位にぽっかりと空いた漆しつ黒こくの穴。そして手に握られた十字の鎗やり。

　虚構精霊エイドスと名付けられたその怪物を忘れるわけがない。

　それが──

　胴体を真っ二つに切断され、無惨な姿で鉄橋に転がっていたのだ。

「冗談だろ……」

　呟つぶやいた言葉は、喉のどの痙けい攣れんのせいで掠かすれてしまった。

　虚構精霊エイドスまで。覇は都とエルメキアが完成させた失われた技術オーパーツの怪物が、こんな姿で倒れているのを誰だれが想像できただろう。

　……しかも消滅してない。

　……斬られた姿で硬直してる。俺おれが倒した時は光の飛沫しぶきになって消えたのに。

　切断された瞬間で時が止まっている。

　そんな硬直の仕方だ。

「アテが外れましたね。この怪物がここにいるということは、先にいるのは黄金の夜明けヴイーナスライトの面々ではなく王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクでしたか」

　動かない光の巨人の一歩前でフィアが立ち止まる。

　麗うるわしき目尻を険しくつりあげて。

「さてどうしましょう。見てのとおり様子がおかしいようです。危険回避のため引き返すのも手ですか。ちなみに中枢部に戻る道は？」

『は、はい！　もちろん引き返すこともできますが、ここまで進んでしまったら中枢部への連結ホールに向かう最短経路は……あ、あの……』

　おずおずとナスターシャが鉄橋の先を指さした。

『鉄み橋ちの終わりが、まさにその連結ホールに繫つながっているんです。ですので一番近い道は、このまま進むことでして……』

「なら行こう。このままでいい」

　靴先の向いている方向へ、レンはそのまま歩を進めた。

　この先に何かがいるのは間違いないが、こちらも旅団パーテイとしては三さん大だい姫ひが集まっている状況だ。余程のことが起きないかぎり切り抜けられる自信はある。

　歩き続ける鉄み橋ち。

　その終わりの光景に、レンは言葉を失った。

「…………」

　血まみれの黒衣の騎き士したち。

　真っ二つに、あるいは千ち々ぢに切断されて床に倒れた虚構精霊エイドスの姿もある。

　全滅にも等しい王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスク。

　その最奥に。

　……そうか。

　この男がいたのか。

「よりによって」

　うわずる唇くちびるを嚙かみしめて、レンは声を振りしぼった。

「……こんなところにアンタがいるのかよ」

「何も可お笑かしいことはあるまい」

　血ち塗まみれの騎き士し。

　手にしていたであろう赤しやく銅どう色いろの大剣は刃やいばの半分から先が失われ。

　着ていた鎧よろいを切断されて胸から脇腹へといたる傷を負い、今にも出血で倒れてもおかしくない瀕ひん死しの身をさらけ出しながら。

　なお衰えぬ気迫を湛たたえた男がいた。

「言ったはずだ。貴様が世界録アンコールを手にした時こそ再戦の時だとな」

　騎き士し王おうゼルブライト。

　世界最強の剣士と謳うたわれる男が、ふり返った。






Record.2　英雄たち─騎士の象徴─







　　　　１






　時は、半刻ほど前にさかのぼる。




　神性都市シィエラミリス第一区く劃かく。

　旧召喚炉がそびえたつ鉄橋を、黒衣の騎士たちが悠然と進んでいく姿があった。

　総勢二十四名の騎士。

　そこに覇は都とエルメキアが選抜した法術士アリアと結界士エンチヤンターが加わった大部隊である。

　──王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスク。

　さらに軍勢の最後尾には、十字鎗やりを手にした光の巨人たちが行進に従う姿もある。

　八体の虚構精霊エイドス。

　覇都が保有する全すべてを従えて、騎士たちは進んでいた。

　何なに故ゆえに？

「ここが召喚炉か。なるほど壮大だ」

　先頭を行くのは旅団パーテイの序列二位カサディン。外げ法ほう騎き士しの異名を世界に轟とどろかせる最上位剣士の一人である。

「かつて天使たちはこの器から召喚された。しかし世代交代をくり返した末、天使たちも自分たちがどこから来たのか覚えていない……か」

　抜き身の片手半剣バスタードソードを手に、冷たい灰色の双そう眸ぼうで召喚炉を一つ一つ観察していく。

「滑こつ稽けいな話だ」

「そうかの？　人間われらとて、自分の祖父のそのまた祖父がどこで何をしていたかなど知らぬ。天使も竜も悪魔も皆同じじゃよ」

　言葉を重ねたのは腰の曲がった老人だ。

「そして、それゆえに都合がいい。この都市が幽世かくりよの地となった後もこうして召喚炉が原形を留とどめておるのだから」

　嗄かれた声の老人が、可お笑かしげに喉のどをふるわせる。

　元・序列四位ナーフレス。

　失われた技術オーパーツの研究に生涯を費やし、その集大成として虚構精霊エイドスの製造を担った覇は都との頭脳とも言うべき男である。

「真精『フィオリアの樹』の召喚炉は、この奥の中枢部にあるという。そこに至いたることで我らの虚構精霊エイドスは最後の進化を遂とげる」

　真精の力を利用して培養した人工精霊、それが虚構精霊エイドスの正体だ。

　言うなれば虚構精霊エイドスはまだ萌ほう芽が。真精の召喚炉に渦巻く強力な力を得ることでようやく完成となる。

「悲願だな」

　空っぽの召喚炉を横切りながら、外法騎士カサディンはそう呟つぶやいた。

「これであの三種族を排除できるというわけだ」

　神性都市の消滅後、現代に至るまで、人間と三種族の力関係は逆転していた。

　地上を竜に。

　天空を天使に。

　そして地底を悪魔に支配されてきたのは、人間にとって屈辱の歴史そのものだ。

　──なぜ召喚者われわれが、三種族の力に脅おびやかされていなければならない？

　──人間は正しき力関係を取り戻すべきではないか。

　虚構精霊エイドスは、そんな歴史を覆くつがえす力を秘めた覇都の切り札だ。この力をもって人類は再び地上と天界と冥めい界かいの支配を取り戻す。

「ん？」

　行進が止まる。カサディンが視線を上げる背後で、部下の騎士たちが一斉に驚きよう愕がくの声を上げていた。

「おおっ……」

「これは！」

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクのざわめきが場に満ちる。

　屈強な騎き士したちが見上げるそこには、蒼あおい霧状の光に満ちた召喚炉があった。

「なんと。これは驚いた。神性都市の法力がまだ供給されておったか！」

　老人の声にふるえが混じった。

　歓喜と感嘆の。

「この召喚炉は今も生きておる。これは中枢部に行く手間も省けたか」

「活用できると？」

「試す価値はある。真精の法力が供給されているとすれば、この召喚炉でも虚構精霊エイドスの進化は可能かもしれぬ。……王蛾オウガ」

　老人が、隣に立つ剣士に顔を向けた。

　その白はく皙せきの相そう貌ぼうは整ってはいるものの、顔に浮かべた笑みはまるで人形のように平淡で、感情という感情が見受けられない。

「お主の虚構精霊エイドスから試すとするか？」

「いいえ」

　序列一位・王蛾──

　覇は都とが見いだした、恐らくは世界で唯一の「虚構精霊エイドスに命令できる」剣士だ。

　古代詠唱士エイシエンターのように精霊と対話することは適かなわず、古代召喚術エイシエントを使うこともできない。虚構精霊エイドスに懐なつかれるという特異な天恵のみを有した人間。

　その男が、ゆっくりと頭を横に振った。

「僕のは完成体ですから」

　背後にぴたりと寄りそう一体の虚構精霊エイドスを指さす。

　見た目こそ他の虚構精霊エイドスと変わらないものの、他の七体が行進の最後尾を浮遊しているのに対し、この一体だけは王蛾から離れようとしない。

　ちょうど火の始原精霊サラマンダーや土の始原精霊ノームが、偽英えい勇ゆうに懐くのと同じようにだ。

「ふむ、そうじゃった。お主のはまた別か」

「ならば残りだな」

　外げ法ほう騎士カサディンが片手半剣バスタードソードの切っ先を召喚炉へと突きつけた。

「虚構精霊エイドスども、器の中へ入れ」

　召喚炉へと光の巨人が降下。光の靄もやへと吸いこまれるように姿を消していく。

　合計七体。

　王蛾の隣にいる個体を除いて、すべての虚構精霊エイドスが旧召喚炉──すなわち真精の法力が充満しているであろう器へと飛びこんだ。

「ナーフレス、どれほど時間がかかる？」

「虚構精霊エイドスの生成では素体形成に丸二日、安定化にはさらに七日間を要した。今回がそれほど長いとは思えんが、真精の力を浴びた進化となれば丸一日は覚悟すべきかの」

「長いな」

　カサディンが舌打ち。

　そこへ、珍しくも王蛾オウガが自ら言葉を発した。

「カサディンさん、少し様子がおかしいようですが」

「……どういう意味だ」

「嗤わらってる。歓喜の産うぶ声ごえを上げています」

　嗤っている。それはどういう意味だ？

「だけど嗤ってるのは虚構精霊エイドスじゃない。その中身が変質しつつあります」

「王蛾、貴様の独り言など──」

「来ます」

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの視線が召喚炉に集中する。

　──黒衣の騎き士したちは知らなかった。

　真精の正体が何であるか。

　神性都市が召喚したものを「強力な精霊の一種」としか認識していなかった。

　なぜならば記録が存在していないからだ。

　真精の力に魅了されたこの都市は、最後まで真精の正体を疑うたがうことなく三起源によって滅亡した。

　終しゆう焉えんの精霊。

　沈黙機関がそう呼び恐れる災厄の力に目覚め、虚構精霊エイドスは変へん貌ぼうを遂とげる。




　光の召喚炉が、粉々に砕けちった。




「これは！」

「器が破は裂れつじゃと!?……何が起きておる！」

　蒼あおい光の靄もやが周囲にたちこめる。

　薄暗い先で浮かびあがったのは光の巨人──ではなく、まるで見覚えない蒼紫色をした四つ足の獣だった。

　うっすらと点滅する透ける全身。

　精霊のようでありながら、その身から放出する濃こ紫むらさき色いろの霧はまるで悪魔の障しよう気きのよう。だが悪魔の障気よりもさらに気味悪い冷気を孕はらんでいるではないか。

　それが七体。

　召喚炉に飛びこんだ虚構精霊エイドスと同じ数だけ確認できる。

「ナーフレス、これが……この気味悪い怪物が虚構精霊エイドスの進化だと言うのか！」

　外げ法ほう騎き士しカサディンの怒号が響く。

　騎士としての本能が激しく警鐘を鳴らしている。目の前に降り立ったモノは虚構精霊エイドスではない。未知の怪物だ。

「……ぐっ！」

　ゆえに。

　生きつ粋すいの剣士として磨きあげた直感に従い、外法騎士カサディンは跳んでいた。

『nalis』

　蒼あお色のちらつき。

　尋常ならざる色の炎が騎士たちに絡みつく。途端、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの象徴とも言える甲かつ冑ちゆうごと騎士たちが炎に包まれた。

「これが精霊の炎だと!?　なんだこれは！」

　炎の感染。

　部下一人の甲冑を包みこんだ火の粉が、隣の騎士へと飛び火。さらに隣にいた者たちを次々に巻きこんで大炎上となっていく。

　その中には、全身をくの字に曲げて悲鳴を上げる老人の姿もあった。

「ナーフレス！」

　片手半剣バスタードソードをひき抜いて、炎に包まれた老人の名を叫んだ。

　炎を免まぬがれたのはわずかに数名。カサディンとて眼前で燃え上がる炎をかわせたのは長年の経験に加えて幸運が味方したものだ。

「倒せ！　一匹残らず破壊せよ！」

「で、ですがこの虚構精霊エイドスは覇は都との……」

「見てわからんか！　この怪物たちは我らの制御下にはない。こいつらを破壊せねば我々が果てるだけだ！」

　吼ほえたける炎の轟ごう音おんのなか声を振りしぼる。

　もはや王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの目的は破綻した。虚構精霊エイドスだったモノを排除せねば、ここで旅団パーテイが全滅する。

「王蛾オウガ！」

　迫る蒼そう炎えんのなか、背後に立つ剣士へ。

　今この現状では剣士に付きしたがう虚構精霊エイドスが切り札だ。変へん貌ぼうを免れたのは一体きりだが、コレさえいれば勝機はある。

「貴様のその玩具おもちやを動かせ……！」

「目覚めよ」

　白髪の剣士が指をうち鳴らす。

　王蛾オウガの隣で微動だにしなかった虚構精霊エイドスが破は裂れつ。

　その内部から漆しつ黒こくの巨体が顕けん現げんした。上半身は人間のシルエット。下半身には足がなく、そのまま竜の尾のような器官が腰部から延びている。

　──完成体。

　かつて覇は都とに侵入した旅団パーテイ「再来の英えい勇ゆう」の三さん大だい姫ひが戦ったものだ。製造に成功した最後の一体で、こちらはさらに成長の進んだ個体である。

「まずはこの炎が邪魔かな」

　おぞましき蒼そう炎えんに巻かれて絶叫する騎き士し団たち。常人ならば目を覆おおいたくなる惨劇を事もなげに見回して、王蛾が手を振った。

「消去」

　黒の虚構精霊エイドスが、漆黒の翼つばさを大きく羽ばたかせた。

『Ies……orb……mihhya……lement』

　虚無の言こと霊だま。

　虚構精霊エイドスから唱えられた読解不能の言語が、そのまま『言葉の姿をした波動』へと変へん貌ぼう。空間を浸食しながら蒼炎を包みこんだ。

　……じゅっ、と。

　消しゴムに触れた文字が消えるかのごとく。召喚炉に轟ごう々ごうと燃えさかっていた蒼炎が、まるで手品のように消滅していく。

「……ちっ。戦力外か」

　地に倒れた部下たち。

　いずれも瀕ひん死しの火傷やけどを負っているのを見下ろし、カサディンは臍ほぞを嚙かんだ。

　完全な誤算。この神性都市に巣くう三起源という怪物のための虚構精霊エイドスが、まさか敵となって襲おそってくるとは。

「王蛾、このバケモノどもを破壊しろ」

「もちろん。ですが厄介ですよ。だいぶ変質が進んでる」

　そう答える王蛾が見上げる目の前で──

　虚構精霊エイドスだったものの壮絶な雄お叫たけびと悲鳴とが、騎士たちの鼓こ膜まくを劈つんざいた。

　黒の虚構精霊エイドスに、七体もの変異体が食らいついたのだ。全身の動きを封じてまとわりついて、その体表に文字どおり牙きばを突きたてる。

「侵食？　なるほど感染させるつもりか」

「まさか完成体まで変貌するのか!?」

「いいえ。むしろ一箇所に固まってくれたのなら好都合です。仕留める分には」

　暗色の光が、弾はじけた。

　喩たとえるならば黒インクの飛沫しぶき。何もかも黒に染め上げる無数の粒子が全方位に弾けとび、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの視界を覆おおいつくす。

「……相そう殺さいか？」

　闇が晴れた時。

　虚構精霊エイドスの完成体と七体の変異体のどちらもが、力を失ってくずおれていた。

　羽をもがれた羽虫のごとく痙けい攣れんをくり返すのみ。

「ええ。しかし、たかが七体の虚構精霊エイドスを潰すのに僕の完成体まで瀕ひん死しです。やはり単純な変異じゃない。異様に力が上がっている」

　白髪の剣士が溜ため息いき。

「もう完成体コレも動けないですね。どうしましょう」

「十分だ。この七体の裏切り者たちを仕留めれば使い捨てて構わん」

　虚構精霊エイドスであったはずの獣を見下ろす。

　片手半剣バスタードソードを携たずさえてカサディンは一歩近づいた。この剣も強力な法力を宿した法具である。この怪物たちも、瀕死の今ならば人間の手でも破壊は可能だろう。

「消えろ」

　片手半剣バスタードソードを構える。

　その剣の。刀身の真ん中から上が、切断された。




　fel olte lef ave天の上, Zill hiz cley天の下, Mga van-Sez lu zely sioles effectisただ我のみ剣を持つ.




　いと高き天より舞う、天使の羽。

　わずかな空気の乱れも一瞬の音さえ生みだすことなく過よぎった白銀の軌き跡せき──

　何が起きたのか誰だれ一人理解できぬままに。

「……なんだと!?」

　カサディンの剣は半ばから消失し。

　そして床で痙攣していた虚構精霊エイドスたちが、真っ二つに切断されていたのだ。

　変異した七体。

　上半身と下半身とを分断された姿でピタリと停止。既に力を失ったことを示すかのように、獣たちの姿がみるみる元の虚構精霊エイドスへと戻っていくではないか。

「なんだ、この怪物は!?」

　無数に舞う羽のさらに上部を見上げ、カサディンは吼ほえた。

　天使だろうか。

　まぶしき黄金の鎧よろいによって頭部から足先までを覆い、その手には成人男性の背丈を凌りよう駕がする白銀の大剣を手にしている。

　鎧よろいの背から、美しく真白い羽を羽ばたかせてソレは現れた。

　──三起源。

　──『無限に解体する畏い怖ふ』天災アズラレイズ。

　その天使が鉄橋に降り立つ背後では、蒼そう光こうを宿していた召喚炉が上下真っ二つに切断されている光景があった。

　いつ斬った？

　ぞくり、と氷のような悪寒が背筋を撫なでていく。対たい峙じするだけで身が竦すくむ。そんな圧を感じたのはカサディンにとってあまりに屈辱だった。

「不運ですねカサディンさん」

「……王蛾オウガ!?」

「撤退が賢明です。用意してきた虚構精霊エイドスがこんな事態でなければ別の選択肢もあった。ですが」

　白髪の青年の口からこぼれる赤い糸。

　それが鮮血であると気づいた時には、青年は膝ひざからくずおれて、黒の完成体──自らに最後まで懐なついていた虚構精霊エイドスに寄りそうように倒れ伏ふした。

　その両脇に控えていた部下四名も同じように、悲鳴さえ上げずに倒れていく。

　残ったのは外げ法ほう騎き士しカサディンただ一人。

　斬られたというのか？

　この目の前の天使に？

　だが、そんな挙動は一切なかった。

「…………こんな……戯ざれ言ごとのような真ま似ねを、受け入れろというのか」

　虚構精霊エイドスの変異と裏切り。

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの全滅。

　そしてこの、最後に現れた天使は何だ。鎧をまとって白銀の大剣を手にしているのは、人間の剣士の真ま似ね事ごととでもいうのか。

「ふざけるな天使が！　古いにしえに召喚された外来種よそものごときが人間の真似事を！」

　かつてカサディンは天界に攻め入った過去を持つ。

　あの時は偽英えい勇ゆうの妨害によって撤退したが、天使との戦闘は経験済みである。三起源がどれだけ強力だとしても戦闘経験の差を活いかせば勝機はあるはずなのだ。

「この私が────────────………………」

　無音。

　自分の発声した音が切り裂かれて消失したと気づいたカサディンの右手で、握っていた片手半剣バスタードソードが再び根元から斬り飛ばされる。

　反応を許さぬ神速の太た刀ち。

　剣士としての完全なる敗北だが、それを悟る前に、黒の甲かつ冑ちゆうごと外げ法ほう騎き士しの身体からだは断ちきられていた。

「……ふはっ」

　騎士の口から血の泡と嗤わらいが漏れた。

　なんというザマだ。

　真精の力に狂った虚構精霊エイドスの炎に焼かれた者、天使の剣に見舞われて倒れた者。

　世界最大の旅団パーテイとして名を馳はせた王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクに、こうも呆あつ気けない幕切れが訪れるというのか。

「ははっ……ははははっっ…………」

　斬られた身体が徐々に痛みを意識し始める。地に倒れ伏ふして、黒衣の騎士はなおも嗤い続けた。

　なんという。

　なんという屈辱か。

　強大な法術と肉体をほこる竜と天使と悪魔。

　地上と空と冥めい界かいとを支配する三種族に怯おびえながらも、それでも人間は旅団パーテイを結成し、この世界を開拓し続けてきた。

　騎士マスター。法術士アリア。精霊使いスピリツト。武闘者フルタイプ。結界士エンチヤンター。療法士ヒーラー。狩人ハンター。探索士シーフ。

　そして「騎士」とは何だ？

　騎士とは常に先陣を切って強敵に挑む剣士たちのことだ。旅団パーテイの主力であるからこそ、騎士と呼ばれていたはずなのだ。

　竜と天使と悪魔という生まれながらの強大種がいる。

　だからこそ人間は、脆ぜい弱じやくな自分たちがソレに立ち向かうため血の滲にじむような訓練によって剣術を磨いてきた。

　なのに……

　その騎士が、よりによって剣でさえ天使に劣るというのか！

　ならば騎士の尊厳はどこにある？

　人間は、何に縋すがって生きればいいというのだ。

「……精霊……しか……ないというのか」

　それはカサディンとて理解している。言われるまでもなく精霊は強力だと。

　精霊を従える才を持つ一握りの人間はいい。

　ならば、それ以外の武芸者はどうしろというのだ？

　世界が英えい勇ゆうを望むことは知っている。

　だがカサディンたち世界中の旅団パーテイが望むのは、あくまで人間の力のみで戦う英雄なのだ。精霊に懐なつかれた偽英えい勇ゆうレンや聖女エリエス、そして剣聖シオンではない。

　人間の力だけでも世界の運命に抗あらがうことができると。

　誰だれか。

　それを証明できる者はいないのか。




　精霊の加護なき全すべての戦士に、希望を与える者はいないのか──────




『────』

　天災アズラレイズが近づいてくる。

　この怪物が持つ剣は、己おのれの一部にして究極たる「天ノ剣」。

　その切っ先が切断するものは物質ではなく「定義」である。

　切断されたのならば始祖獣ネビュラの組織でさえ回復できず、巨夢魔オルネートも己の本質を失って無限の転生能力を失うだろう。

　切断すれば、女神レスフレーゼさえ女神裁断を発動することなく死に至いたる。

　天あまの上かみ、天あまの下つちにおいて。

　最強の剣にして最強の騎き士し。それがこの天災アズラレイズなのだ。

『effectis剣』

　白銀の軌き跡せき。

　まだ息のある王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクに向けられた切っ先が、振り下ろされて。

　そして止まった。

　邪魔する者はいない。あと数十センチ、剣に勢いがあれば黒衣の騎士たちは帰らぬ者となっていただろう。

　だが。

「どうした？　剣を止めて」

　コツッ……と床を伝う足音。

　続いて聞こえるのは、わずかに揶や揄ゆを帯びた低い男声だった。

　天災アズラレイズが剣をひるがえす。

　三起源の天使は、この足音の接近に気づいたがために剣を止めたのだ。むせ返るほどに濃い戦意に触れて。

「……まさかっ！」

　霞かすんだ視界のなか、黒衣の騎士たちが息を吞のんだ。

　その悠然とした足音。絶対の強さと自信を滲にじませるその口ぶり。間違えるはずがない。

　と同時に。

　瀕ひん死しの王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクに奇妙な一体感が生まれた瞬間だった。

　そうだ。

　まだ人間の騎き士しは敗れていない。

　精霊も虚構精霊エイドスも、剣技以外のあらゆるものを不純物と呼び嫌う騎士の中の騎士。

　ゆえに人は、彼に「騎士」を越える特別な呼称を用意した。




　騎き士し王おうゼルブライト。




　短く刈り上げた灰色の髪に、冷たく輝かがやく黒の双そう眸ぼう。

　黒の戦闘衣の上からでもわかる筋骨逞たくましい肉体に、さらにその身に収まりきらぬ剣気と気迫とをみなぎらせた佇たたずまい。

　彼がここにいる理由は疑問にならない。覇道の追求者である騎士王にとっては強者との戦いこそが全すべて。戦いくさがあるならば世界のどこにでも現れる。

　だが、と。

　同時に騎士たちは考えていた。

　──たとえ騎士王ゼルブライトでも。

　──この三起源だけは相手が悪すぎるのではないか？

　虚構精霊エイドスを一撃で両断する剣。

　その神速の太た刀ち筋を、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの誰だれ一人として認識できなかった。

　勝機などあるというのだろうか。

「よもや地上以外に『剣士』がいるとは思わなかった」

　赤しやく銅どう色いろの大剣を携たずさえて騎士王は告つげた。

　周囲の恐れなど微み塵じんも寄せ付けない口調でもって。

「貴様を倒せば天の上の最強となるのか？　天下無双ならぬ天上無双というわけだ」

『────』

「だとすれば愉ゆ快かいこの上ない」

　かつての配下の仇を取ろうという気など毛頭なく。己おのれの往ゆく覇道の為ためだけに、騎士王は赤銅色の切っ先を三起源へと向けた。

「貴様とて、よもやその程度で剣に飽あきたとは言うまい？」

　天災アズラレイズは答えない。

　もとより人間の言葉など理解していまい。言葉を用いず、鎧よろいをまとう天使がゆっくりと騎士王へと身体からだを向けた。

　白銀の大剣を天へと向ける。それがこの「天災」の構え。

　天使の殺気とは思えない。

　切っ先を向けるだけで徊かい獣じゆうを射殺すほどの剣気が大気に溶けていくなかで──

『effectis剣』

「破ハッッ！」

　天災アズラレイズと騎き士し王おうは動いた。

　どちらが先に動いたか比べる術すべはない。かろうじて意識を保つ騎士たちが固唾かたずを吞のんで見守るなか、その両者は等しく超速であったからだ。

　白銀を煌きらめかせる天ノ剣。

　赤しやく銅どう色いろに輝かがやく両手剣ツーハンデツド。

　映ったのは剣の動きではなく、その切っ先の光の軌き跡せきのみ。煌めきが交こう叉さした瞬間に、凄すさまじい衝突音と衝撃とが撒まき散ちらされる……ことはなかった。

　音も衝撃も。

　空気が乱れて旋せん風ぷうが舞うことさえなく。

「────」

　ゼルブライトの両手剣ツーハンデツドが、なかばから切り落とされて宙に飛んだ。

　それを無視してゼルブライトが二の太た刀ちを構える。鉄橋を振るわせる力強き踏みこみで大剣を横薙なぎにするために力をこめて。

『rehz effectis二の剣』

「っ」

　騎士王が、退いた。

　その胸板を天ノ剣が掠かすめて過ぎる。黒の甲かつ冑ちゆうがガラクタのごとく弾はじけとび、切り裂かれた胸から脇腹にかけて勢いよく鮮血が飛び散った。

　退ひく以外の選択肢ならば、その肉体は上下二つに切断されていたことだろう。

「ふむ？」

　なかばで切り落とされた赤銅色の大剣。

　そして血色に染まった胸元を見下ろす騎士王ゼルブライト。顔色こそ変えないが、それが決して浅からぬ傷であるのは明白だ。

　──それは。

　──王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの騎士たちにとって史上最大の衝撃だった。

　大剣が切り落とされるのは予想できた。

　いかな銘刀であろうとも騎士王の剣は「ただの鉄鋼」に他ならない。正面から剣で斬り結べば天災アズラレイズの天ノ剣に太刀打ちできるわけがないのだ。

　勝つためには、敵の剣よりも先にこちらの剣で斬りふせる以外にない。

　真の衝撃は。

　二の太刀の速度で、騎士王が遅れを取ったことだ。

　剣士としての練度の差。剣の差ではなく、剣術の差で負けたということを意味する。

　……騎き士し王おうでさえ。

　……これが人間の剣士の、限界なのか。

　もとより体格が違う。ゼルブライトも成人男性の背丈を頭一つこえる巨漢であるが、天災アズラレイズはさらにその一回り巨大なのだ。

　おそらくは体重も膂りよ力りよくも、敵が上。

　さらに剣術で上をいかれたならば、もうどうしようもないではないか。

「剣を折られたのは二度目か」

　だが騎士王は嗤わらっていた。普段と変わらぬ寡か黙もくな口ぶりながら、その表情に隠しきれぬ歓喜を滲にじませて。

「まあいい。替えはいくらでもある」

　床に落ちる両手剣ツーハンデツド。

　我が剣を惜おしげもなく投げすてた騎士王が摑つかんだのは、背後に横たわっていた元配下の長剣ロングソードだった。それを自らの物のように拾って構える。

「では続きだ」

　無造作としか言いようのない挙動で跳ちよう躍やく。地響きをともなう踏みこみでもって三起源の懐へと飛びこんで剣を振りあげる。

「──はぁッ！」

『effectis剣』

　ゼルブライトの振るった剣けん閃せんに重なる、白銀の軌き跡せき。

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクが目にしたものは先とまるで同じ光景だった。ゼルブライトの剣がなかばで切り落とされる。

　さらに二の太た刀ちの速度で負けて、斜め下に袈け裟さ斬りに身体からだを裂かれる姿。

「…………」

　一度目と同じ箇所。

　さらに深く抉えぐられた傷からは、ますます血が勢いよく滴したたり落ちていく。意識さえ遠のくはずの激痛だろう。並の剣士ならば戦意を喪失するか逃げだすか。

　だからこそ。

「なるほど、踏みこみが半歩遅かったか」

　そんな騎士王の呟つぶやきに。

　カサディンを含む配下たちは耳を疑うたがった。

　これだけの差を見せつけられてまだ戦う気でいるというのか。　動くだけで傷口が開く。むしろ次こそ天ノ剣の犠牲になってもおかしくない。

「続きだ」

　自殺行為だ。

　誰だれもがそう心中で叫ぶなか、さらに部下の鞘さやから二本目の長剣ロングソードがひき抜かれる。

「行くぞ」

　一陣の風となる。大気を軋きしませる勢いでゼルブライトが長剣ロングソードを振るうと同時、三起源の天使が白銀の剣をそこに合わせる。

　三度、折れる騎き士し王おうの剣。

　そこへ天災アズラレイズが一歩踏みこんだ。

『rehz effectis二の剣』

　今度こそ標的を両断せんと襲おそいかかる二の太た刀ち。

　それが、空を斬った。

　騎士王の放った追撃。その切っ先が天ノ剣の鍔つばにほんの一瞬早く届いていた。すなわち天災アズラレイズの二の太刀に追いついてみせたのだ。

「──おおっ!?」

　驚きよう愕がくの声が、こだました。

　部下たちが目を剝むいた理由は二つ。一つはゼルブライトの剣速が、天災アズラレイズという怪物に追いついたこと。

　そしてもう一つはその着眼点だ。

　いかに剣速が五分でも、互いの剣の切れ味には天と地ほどの差が存在する。ゆえに剣を弾はじくために騎士王が狙ねらったのは刀身ではなく、刃の根元の鍔つばだった。

「いかな剛剣といえど切れ味が鋭するどいのは刃やいばのみ」

　懐へ踏みこむ黒衣の男。

「鍔を弾けば、貴様の剣の線とてずれるのが道理」

　豪腕無比。

　天災アズラレイズの剣速に追いついたとしても、その膂りよ力りよくを力ずくで抑えこまねば刃を逸そらすことは適かなわなかったに違いない。

「はぁッ！」

　半ばで折れた剣による三の太刀。

　その刃が天災アズラレイズの首を搔かき斬った。切断には至いたらないが、天使とて負傷は免まぬがれない一撃だろう。

　──倒した？

　息を吞のむ騎士たちの見つめる先で、だが崩れたのはゼルブライトだった。

「…………なるほど」

　右肩から噴ふきだす鮮血。

　骨と骨とをつなぐ靱じん帯たいを切断されて、力を失った右腕から長剣ロングソードがこぼれ落ちた。

「天使の甦そ生せい法ほう術じゆつか」

『cele祝福』

　淡い光が天災アズラレイズを覆おおっていく。騎き士し王おうが瀕ひん死しの身でようやく一矢報いた喉のどの重傷が、数秒と経たたずに無へと帰してしまう。

　この怪物は天使の始祖ゆえに。

　天使が得意とする法術を使えたとしても何一つ不自然ではないだろう。……そう、理屈の上ではだ。

「……しかしっ！」

　声を漏らしたのは、その一部始終を見ていた部下の一人だった。

「これは、あまりにも……尋常の勝負とは言いがたいのではないか……!?」

　剣士の果たし合いとして成立していない。

　触れるものすべてを切り裂く無敵の天ノ剣を所持し。

　いかなる傷をも修復してしまう。

　最強の矛と最強の盾の二つを兼ねそなえた怪物が相手では、人間がどうあがこうと絶望的ではないか。

　その場の誰だれもが唇くちびるを嚙かみしめて、目の前の男を見上げていた。

　──十分だ騎士王。お前は、剣士としては負けなかった。

　──誇っていい。

　今ここで逃走を選んだとしても騎士王の名誉が地に落ちることはないだろう。

　世界最強の騎士としての力は十分に証明してみせた。差があったとすれば剣士としての差ではない。どうしようもない種族差だけだ。

　だからこそ。

「理解した」

　騎士王の言葉に、その場の誰もが彼の正気を疑うたがった。

「やはり不純物だな。そんな貴様の法術など必要ない」

　半ばまで折れた赤しやく銅どう色いろの大剣を拾いなおす。

　動かぬ利き腕。残された左腕一本でもって再び愛剣を握りしめて、傷だらけの騎士王は構えを取った。

「構えるがいい天の騎士。次の一撃で貴様は地に横たわることになる」

　馬鹿なっ──誰もがそう心中で叫んだことだろう。

　なぜこの期に及んで剣を取る。胸から脇腹にかけた裂傷はますます傷口を広げ、おびただしい出血が床にまでしたたり落ちている。

　利き腕はまるで動かずブラリと垂たれ下がり。

　左腕一本で握る両手剣ツーハンデツドも、刀身が半分になってしまっている。たとえ切っ先が届いたとしても天災アズラレイズはすぐに傷を修復してしまう。

　勝つ道筋などない。

「ゼル、ブライト……貴様、狂ったか」

　掠かすれ声で、床に横たわる外げ法ほう騎き士しはその名を呼んだ。

「勝機など──」

「可お笑かしなことを言う」

　ふり向きもせずに騎士王は告つげた。

　かつての部下へ。

「終しゆう焉えんを越えるのが英えい勇ゆうならば。絶望を越えるのが騎士だろうに」

　そして踏みこんだ。

　鉄橋に地響きを轟とどろかせる超人の闊かつ歩ぽ。その怒ど濤とうの加速に体重を乗せて、さらには左腕の膂りよ力りよくを重ねて大剣を振りあげる。

『effectis剣』

　天ノ剣を振り下ろす天災アズラレイズの一撃と速度はほぼ五分。

　剣と剣とが重なり合う軌き跡せきを描きながらも、わずか数センチの差でゼルブライトの太た刀ちが天ノ剣へと先に届いた。

　──鍔つばを叩たたく。

　先は、これによって天災アズラレイズの剣の軌き道どうが逸それた。しかし今もまたその再現でしかないだろう。

　天災アズラレイズを含む誰だれもがそんな未来を描いた刹せつ那なに。

『覇ハッッ！』

　騎士王の咆ほう吼こうが轟いた。

　全身の傷口が開いて血が噴ふきだすほどの筋肉の躍動、そして生みだされた剛力が大剣の刃やいばを強引に押し上げた。

　天使の握る剣が、鍔ごと後方へ弾はじき返される。

　いや。

　跳ね返された。

　触れるもの全すべての『定義』を切り裂く無敵の天ノ剣。まっすぐ後方へ跳ね返された刃が、切り裂いたのは天災アズラレイズの自身の肉体だった。

『────────────ッッッッッ！』

　怪物の絶叫。

　天ノ剣が、天災アズラレイズの肉体を深々と抉えぐって大きな傷をつくり出す。

　そしてその傷は再生しない。

　天ノ剣で天使の定義を斬られたことで、祝福の法術がもはや意味を為なさないからだ。

「言っただろう。法術そんなものは不純物だと」

　赤しやく銅どう色いろの大剣を左腕一本で構える騎き士し王おう。

　その男が睨にらみつける先は、天ノ剣が切り裂いた傷きず痕あとだった。

　再生不能の傷口は、本来なら決して剣で傷つかないはずの天災アズラレイズに生まれた唯一の急所──

「それが貴様の限界だ」

　天災アズラレイズの振るった剣を跳ね返す。

　剣聖シオンでは膂りよ力りよくが足りず。

　偽英勇レンでは、それに加えてあと一歩の歩幅が足りなかったことだろう。法術にも精霊にも頼らず、剣士の技術のみを追求した男のこれが答え。




　騎士王の剣が、天災アズラレイズを切り裂いた。




　倒れる三起源の一体。

　それが──遙かなる神かみ代よの時から絶望と呼ばれた怪物を、人間が凌りよう駕がした瞬間だった。

　人間の刀工が鍛きたえた剣を手にとって。

　鍛えた剣技のみで挑む。

　世界中の「普通」の騎士たちと変わらない条件で。その上で、三起源という絶望を越えてみせたのだ。

「…………」

　それが何を意味するか。

　黒衣の騎士たちはようやく理解した。否いや、思いだした。

　騎士の矜きよう恃じ──忘れられた技術オーパーツも虚構精霊エイドスの力も必要ない。精霊に選ばれた人間である必要などない。

　そんなものがなくても王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクは「絶望」を越えられたはずなのだ。

　本質を見失っていた。

　それを、覇は都とを立ち去った男から学ぶことになるとは何と痛快なことか。

「……ははっ…………ははははっっ！」

　外げ法ほう騎士カサディンは、喉のどから息を漏らしながら笑い声を抑えきれなかった。

　そうだ。この男はそういう男なのだ。

　世界の行く末に興味がない時点で、英えい勇ゆうの素養こそあっても資格はない。だが代わりに、世界中の騎士たちの頂点に立つ資格がある。

　この男は。

　英勇になるよりも「騎士王」であることを選んだのだ。

「……出直しだ」

　誰だれかがぽつりとそう言った。

　忘れられた技術オーパーツも虚構精霊エイドスも要いらない。

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクは、再び騎き士しとして最強を目指す旅団パーテイとなるだろう。

　しかし一方で。

　黒衣の騎士たちは誰一人として気づいていなかった。

　天災アズラレイズという強敵を倒しておきながら、騎き士し王おうゼルブライトの関心は、既にそれから別の対象へと移っていることに。

「ようやくか」

　傷だらけの左腕であらためて赤しやく銅どう色いろの大剣を構えなおす。

　三起源を相手どった時にさえ見せなかった昂こう揚ようの笑みを浮かべ、騎士王は視線の先からやってくる者の姿を凝視していた。

「待ちわびたぞ、偽英えい勇ゆう？」





　　　　２






〝終しゆう焉えんの島の世界録アンコールはくれてやる〟

〝だが貴様が世界録アンコールを手にした時こそ──〟




　覇は都とで戦った日のこと。

　遠ざかっていく意識の中で、あの言葉だけは不思議なほど鮮やかにレンの記憶に焼きついている。

　血まみれのゼルブライト。

　……いきなり見た時は返り血かと思った。

　……後ろに倒れてる王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクと衝突したのかって。

　そう思った理由は至極単純。

　理不尽を具現化したような強さの騎士王が、床に血がしたたり落ちるほどの重傷を負うことなど想像さえもできなかったから。

　だが、ここにきてその理由がようやくわかった。

『レ、レン様！』

「ああ」

　騎士王のわずか数メートル後方に答えはあった。

　黄金の鎧よろいで全身を覆おおった天使。それも見たこともないほど巨大な体格で、手に白銀色の大剣を握りしめている。レンの知る天使とは明らかに存在感が違う。

　それが騎士王の背後に倒れていたのだ。

「三起源……なのか？」

「さあな。正体に興味はない」

　騎き士し王おうが一歩、こちらに向かって足を踏みだした。

「アンタが倒したのか……」

「それ以外の答えがあるとでも？」

　さらに一歩。騎士王ゼルブライトが折れた大剣を手にして前へ──すなわち自分に向かって距離を詰めてくる。

　ぴちゃ、と。

　足下に溜たまった自分の血を自分で踏みながらだ。

　そんな常人の理解を逸脱した行いに、レンはすぐには言葉が見つからなかった。背後のキリシェやフィア、エリーゼさえも同じことだろう。

　それだけの重傷でなぜ動けるのか。

　いや、むしろなぜ生きていられるのか。

　にもかかわらず──

　その無限に昂たかぶる闘気はどこから生まれるというのだ。

「ゼルブライト、アンタは」

　視界から。

　ゼルブライトの姿が消えたのは、その時だった。

　何一つ言葉を発する余裕もない。後方の三さん大だい姫ひたちが反応する間さえ与えずに。




　剣と剣の衝突音が、旧召喚炉に高らかに響きわたった。




「……ぐっ!?」

　両手が痙けい攣れんするほどに力をこめた霊剣ヴィエルジュ。

　その刃やいばとせめぎ合うのは、騎士王ゼルブライトが左手一本で振るった赤しやく銅どう色いろの大剣だ。

「同じ間合いだ」

　ゼルブライトの声が跳ねる。

「覇は都とで交えた時と同じ距離。同じ速度で踏みこんだ。あの時の貴様はコレで倒れたが」

「……ああ覚えてるさ。アンタに一撃食らったのを！」

　覇都エルメキアの古代城で。

　ゼルブライトの放った初撃に、自レ分ンはまるで反応できずに倒された。

「あの時とは少々違うようだな」

「当然だ。変われなきゃ……前には進めなかった」

　身を退ひく。

　剣を構えなおし、レンはあらためて騎士王と向かい合った。












「覇は都との騎き士し王おうとお見受けしますわ」

　様子を見守るキリシェとエリーゼ。対照的に、冷ややかとも言える声をかけたのは大天使フィアだった。

「それだけの傷でよくもまあ闘志が尽きないとは思いますが、それ以上血を流せば、死にますよ」

「────」

「あなたは人間なのですから」

「これは滑こつ稽けいだ。人間でもない天モ使ノが人間を語るか」

　枯れ枝のごとく悠々と大剣を握る騎士王が、ぎろりと金髪の大天使を睨にらみつけた。

「図に乗るな」

　逆巻く風を従えて大剣が振りあげられる。

　一切の躊ちゆう躇ちよなく大天使の脳天めがけて振り下ろされた刃やいば。フィアが咄とつ嗟さに身構える先で、霊剣ヴィエルジュがその剣を横から薙なぎはらった。

「相手が違うだろ」

　ゼルブライトの剣を弾はじきかえした霊剣を突きつける。

「俺おれがやる。それで追いかけて来たんだろうが」

「ならば──」

「ただしココじゃない場所で」

　ぴくりと騎き士し王おうの眼がん光こうが鋭するどさを増した。

　巫山戯ふざけるな。今すぐこの場で戦えと、肌を刺すほどに強烈な闘気がそう告つげてくる。

　だが。

　その闘気に気け圧おされるつもりはレンにも毛頭ない。

「俺おれは冗談なんか言ってない。アンタが言ったことだ」

「……なに？」

「思いだせよ。覇は都とでアンタが俺に聞いたことだ。俺が何ど処こに行こうとしてるのか、って」




〝ならば答えろ〟

〝竜と悪魔と天使と、精霊をも引き連れて。お前は何処へ行こうというのだ〟




「それが神性都市であるとでも？」

「違う」

　突きつけられた眼光をまっすぐ受けとめて、レンは首を横にふった。

「俺は、エルラインから託された新しい世界を迎えに行く。神性都市は俺の目的地の一つだけど旅の終わりじゃない」

　かつての英えい勇ゆうと同じように世界を旅して。

　かつての英勇と同じように世界の光景を目にしたい。

　外の世界に飛びだした理由は、レンの中で何一つ変わってはいない。

「アンタが俺に尋ねたことだ。何処にいくのか。だから俺は答えたし、それをアンタに邪魔される筋合はないね」

「…………」

「アンタこそどうなんだよ」

「はっ」

　騎士王の一笑。それが何を意味するのか。レンはおろか王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの騎士たちの理解が及ぶ前に。

「世界の行く末に興味などない」

　キンッ、と。

　美しいほどに澄すみきった音を立てて、ゼルブライトの握る赤しやく銅どう色いろの大剣が木こっ端ぱ微み塵じんに砕けちった。

　天災アズラレイズの天ノ剣に斬られた影響か。

　あるいはレンの霊剣と刃やいばを合わせた衝撃によるものか。

「ゆえに」

　巨体が動く。

　わずかに柄と鍔つばだけを残した大剣を携たずさえて、騎き士し王おうはレンに背を向けた。

「貴様の言う新世界とやらで、貴様と相まみえるとしよう」







　世界の終しゆう焉えんに挑む者を英えい勇ゆうと呼ぶのなら──

　その男はもっとも英勇から遠い剣士なのかもしれない。生まれながらに英勇の才を有しながらも自ら資格を放棄したのだ。

　英勇よりも「騎士王」を選んだ男。

　それが──

　レンが、ゼルブライトとの再会でかわした最後の言葉だった。






Record.3　人と世界と精霊と
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　通りすぎた旧召喚炉ホール。

　レンは、通路の奥から一瞬だけ背後へと振りかえった。

　剣の傷きず痕あと。

　真っ二つに切断された召喚炉に、一直線に断ちきられた鉄橋の支柱たち。鏡のように美しい切断面は指で触れれば氷のように冷たい。

　……三起源の天災アズラレイズ。

　……どんな奴やつだったのか想像もつかないけど。

　鉄橋を走りぬける。

　もはやここからでは、ふり返っても彼らの姿を見渡せない。

　倒れたままの王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクと、悠然とその場に残っているであろう騎士王を一瞬だけ思い描いて。

　レンは、意識の中からその全すべてを追い出した。

　今は先のことだけを考えよう。

「ナスターシャ。あそこか？」

　鉄橋の終わりへ。

　見覚えがある。第三区く劃かくから連結ホールにたどり着いた時にも通った扉だ。

『はいレン様！　中枢部への連結ホールです。いよいよです……！』

　レンの数メートル先の宙から。

　淡い軌き跡せきを描いて飛ぶ小人が、緊張を交えた声でそう答えた。

『私たちが見にきた二箇所の大規模破壊ですが、旧召喚炉は先ほどの天災アズラレイズによるもので間違いないかと。問題はもう一つの方ですが……』

「そっちが始祖獣ネビュラだってことだろ。シオンが向かってるはずだから」

　始祖獣ネビュラの巣から剣聖が向かっている。

　三起源はこれで最後のはずなのだ。

「シオンも言ってただろ、中枢部で会おうって」

『はい。このまま連結ホールに直行しましょう』

　中枢部への連結ホール。

　頭上は、ぶ厚い灰色の雲を映しだす吹き抜けの天井。そして足下には深さ何百メートルという断崖が広がっている。

「おーっ、なんかすごい場所じゃん。こんな深い崖は冥めい界かいにも中々ないなあ。コレも都市の一部なんだ？」

　崖ぎりぎりにエリーゼが身を乗りだした。

　人間の視力では真っ暗闇にしか見えない谷底をじっと覗のぞきこんで。

「気配はないね」

「気配があったら嫌だよ。また何かに襲おそわれるのはご免だって」

「んー。でも面白そうじゃない？　レン、この崖伝いに下まで降りてみたくない？」

「そういう遊び心は我慢ですよ、エリーゼ」

　フィアが対岸への渡り廊下を指さした。

　谷底の崖と崖とを繫つなぐ道。

「もう少しで目的地のようですし。ここで時間を浪費する理由はありませんわ」

　そう言ったフィアが率先して進んでいく。

　足下は底の見えない谷。高い建物の屋根と屋根をロープで繫いで、その上を綱渡りしていく背筋の凍るような感覚だ。

「さっきも思ったけど、ここは扉じゃなくて隔壁で仕切られてるんだな」

　谷を渡りきった先には、紅玉ルビー色に輝かがやく隔壁。

　開閉しそうな箇所はない。その代わりか、神性都市の碑文と同じ古代文字が壁面をぎっしりと覆おおいつくしている。

『はいレン様。ここから先の中枢部は、強力な力場が展開されているはずです。その力の流出を防ぐための壁です』

「力場？」

『真精を召喚するためには膨大な力が必要だったことでしょう。古代召喚術エイシエントの発動のため、その力を維持する特別な閉鎖空間を用意したのかと』

　壁に手をかざすナスターシャ。

　ただし、決してその壁面には触れようとしないまま。

『私たちがエリーゼ様を探す時に、聖地近くの海底神殿に潜ったことを覚えていますか？　あの時は海底に神殿があったので、神殿内部に海水が入らないよう似た仕組みになっていました。扉がなくて代わりにこうした大きな鏡があって──』

「ああ、そうか。じゃあ触れば起動するんだ」

　鏡に触れた魔王とナスターシャが吸いこまれて。それをレンと氷の将しよう魔まルルとで追いかけたのを覚えている。

「じゃあ……」

　誰だれが最初に飛びこむか。

「じゃあ俺おれから」

「わたしが行こう」

「じゃ、アタシが一番ね」

「では私が先頭を」

『まずは私から行こうかと』

　ほぼ同時に。

　ここに立つ者すべての声が美しいほど綺き麗れいに重なった。

「……えっと？」

「つまんないの、みんな同じこと考えちゃったんだ」

　腕組みした姿勢でエリーゼが苦笑い。

「レンは、どうせ『俺が最初に行かなきゃ』って思ったんでしょ。フィアは、レンがそう言いだすって思ったから『私が先頭を』って言った。でもアタシやキリシェから見たら、二人は巨夢魔オルネートと戦った後だから無理させたくないんだよね。最後の虫モドキナスターシヤは、自分が案内役だからこれも使命の内って思った。そんなところ？」

　ずばり指摘されて、レンは隣のキリシェやフィアと顔を見合わせた。

　危険な場所だからこそ。

　誰より先に突入する役目を背負おう、と。

　さらに言うなら、仰ぎよう々ぎようしく「危険だから自分が最初に様子を見てくる」と言えば仲間に止められるのも目に見えていた。

　……それとなく「俺おれが」って言えばバレないかなって思ったけど。

　……みんな同じこと考えてたのかよ。

　エリーゼの苦笑の意味がよくわかる。

　この場の全員が。

　危険だからこそ自分が最初に突入しよう、と考えていたのだから。

「これでは埒らちが明かないな」

　息を大きく吐きだすキリシェ。

　こちらはエリーゼとは少し違う苦笑いで、諦あきらめたとでも言いたげな表情だろうか。

「……まあいい。お前が決めろレン」

「俺でいいの？」

「ここにいるのは全員一度ははぐれた身だ。それをお前が見つけてここまで連れてきた。お前に決める権利がある」

「そうしたら」

　最初に浮かんだのは当然「それなら俺が行く」という発言だ。

　しかし違う気がする。

　キリシェもフィアもエリーゼも、そしてナスターシャにとってもソレは本意でないことを知ってしまった。ここで「やっぱり俺が最初に行く」という選択をすれば、それは自分の我わが儘ままになってしまう。

　……そうじゃないもんな。

　……俺の考えてる旅団パーテイっていうのは、俺の我が儘を通すようなものじゃない。

　ならば。

　きっとコレが旅団パーテイ「再来の騎き士し」にとっての正解なのだろう。

「全員で」

　壁の前に手をかざす。

　竜りゆう姫ひめに、大天使に、先代魔王に、世界録アンコールの住人に伝わるようレンは答えた。

「全員で同時に入ろう。この中枢部さきで何があっても全員一緒なら何とかなるだろ」

　その結論に。

　旅団パーテイの仲間たちが、ほんの少しだけ嬉うれしそうに頷うなずいた。

「いいぞ」

「アタシも異論なし」

「賛成ですわ」

『か、かしこまりましたぁ！　お伴ともします！』

　神性都市シィエラミリスの深奥へ。

　真精、いや終しゆう焉えんの精霊が召喚された場所へ。

「行こう」

　古代文字の浮かぶ隔壁に手で触れる。身体からだが光に包まれて、海に潜るように隔壁の中へと沈みこんでいく。

　そして、レンはその「先」へと進んだ。




　神性都市シィエラミリス中枢部・「中央統合樹」──




　遙かなる神かみ代よの都。

　古代召喚術エイシエントの研究によって、人類史上最大の栄華を誇ったとされる伝説の地。

　すべての希望と願いが実現する理想郷。

　そう称された都の、ここが終点。すべての希望が生まれ、すべての希望が生まれた後に、終焉だけが残された場所。

「太陽の光……か？」

　まぶしい光に目を灼やかれる。

　目を閉じたまま息を吸いこんだ瞬間に、レンはこの場に満ちる波動に気づいた。

　……肌に何かが触れてる？

　……霧でも風でもなくて、もっと重いものが。

　中枢部に満ちる力の奔ほん流りゆう。

　やがて、眩まぶしさに遮られていた視界が徐々に鮮明さを帯びていく。レンの前方にはキリシェとフィアとエリーゼ、そしてナスターシャの姿。

　全員が一様に頭上を見上げている。

　ドーム型の大広間にて。

　孤を描く天井すれすれに光り輝かがやく球体が浮遊していた。

　レンが太陽と見まがうほどに煌こう々こうと輝くもの。

　直径三メートルはあろう巨大な球体。そこに真しん鍮ちゆう色の螺ら旋せん管が繫つながって複雑な幾何学模様を形成している。

「これが……？」

『は、はいレン様！　間違いなく召喚炉です！』

　まるで時計の内側にある撥ぜん条まいだ。

　初めて見るものながら、その精巧な金属模様が凄すさまじく洗練された「美しさ」であると感じずにはいられない。

　これが真精を召喚するための器だとすれば、第一区く劃かくにあった旧召喚炉とは何から何まで別物ではないか。

『真ん中にある球体が召喚炉本体のはずです。炉にくっついている真しん鍮ちゆう色の螺ら旋せん管は……調べてみないとわかりませんが、おそらく審門と同じ転移装置です』

「召喚炉と転移装置がくっついてるのか？」

『はい。大母真数エマリアの記録を思いだしてほしいのですが、真精と呼ばれる災厄は召還後すぐに終しゆう焉えんの島に転移したとありました。召喚はこの都市ですが、すぐに移す必要があった。そのための装置が付設されているんです』

　そして召喚炉は今も煌こう々こうと光を放っている。

　燃えるように。

　レンが太陽の直射と錯覚するほど、降りそそぐ光は鋭するどく強い。

「まだ動いているのか……」

　強烈な光を手で遮って、レンはあらためて召喚炉を見上げた。

「ナスターシャ、あの球体が浮いてる場所まで飛んでいけるか？　まだ召喚炉が作動してるなら調べ────」




『その必要はない』




　金属が軋きしみを上げる音。

　半透明の球体であった「器」が大きく拉ひしやげる。その直後、鈍く輝かがやく千ち々ぢの破片となって割れ砕けた。

「召喚炉が!?」

『見てのとおり空っぽだ。この器は、もはや存在する理由をもたない』

　きらきらと宙を踊る金属破片。

　頭上から降りそそぐ欠片かけらたちのなか、レンの見る視界が陽炎かげろうのごとく大きくブレた。

　捻ねじれる空間。

　鈍器で頭を殴られたような目眩めまいを経て、周囲の光景が鮮やかな蒼あおに塗り替えられていく。

　……この感覚？

　……土の始原精霊ノームに初めて会った時と同じ？

　精霊の住処すみかに引きずり込まれた時の既視感。

「くっ!?」

「……レン!?」

　それは誰だれが叫んだ言葉だっただろう。

　ぐるぐると回る視界の奥で誰かが手を伸ばしたのが見えた気がして────

　レンは、世界から姿を消した。





　　　　２






　水しぶき。

　白い泡となって押し寄せる波は穏おだやかで、潮しお騒さいの音色はどこか懐なつかしい。

　深い蒼あおに彩いろどられた海面は雄大に広がって。水平線の先で、頭上を覆おおう空となかば一体化しているようだった。

　どこまでが海で、どこまでが空なのか。

　その境界さえ朧おぼろ気げである蒼そう海かいと蒼天。

「ここは」

　レンは、海面上に立っていた。

　歩くたびにぴちゃっ、と小さな水しぶき。自分が歩く海面だけが瞬間的に固体となって足場となる。

「……精霊の住処すみか？」

『秘奥領域』

　一際高く波が盛り上がる。

　レンを吞のみこむほどにまで大きく高まった波が、自らの重さに耐えきれずに破は裂れつ。

　白い泡と水しぶきを撒まき散ちらした。

　その先に──

『精霊信仰が残っていた時代の人間は、ここをそう呼んでいた。精霊のソレと私の空間では勝手が異なるが、お前から見れば大差はあるまい』

　透ける六枚翼を羽ばたかせた少女が立っていた。

『私の領域に、人間を引きこんだのは初めてだ』

　沈黙機関フィオラ。

　ほのかな色味の白銀めいた黄金プラチナブロンドと鮮やかな緋ひ色いろの双そう眸ぼうは、さながら至高の芸術か。

　背中に生えた六枚の翼つばさは鳥の羽に似ているが、その色味は、まさにこの空と海の色に限りなく調和した透きとおる蒼そう碧へき色である。

「フィオラ！」

『────』

　六枚の翼を広げた少女は、無表情。

　覚悟はできている。

　あの幻想的な翼を開いている時点でフィオラは既に臨戦態勢だ。いつ、とてつもない力で襲おそいかかってくるかわからない。

『見慣れない顔が増えたな』

　そんなレンの心中を嘲あざ笑わらうように。

　沈黙機関の首領は、穏おだやかにも聞こえる口調でそう言った。

『竜と天使と悪魔。あとの一体は何だ』

「っ？」

　意図するところを一瞬理解しあぐねる。

　キリシェとフィアとエリーゼと、あと見慣れない顔……？

「……ナスターシャか」

『あれは何だ？』

　感情の読みとれない瞳ひとみのフィオラ。

『お前たちが中枢部に近づいた時から疑問だった。あの小さな存在、力の程度は微弱だが、その波長が精霊に近い。アレは何だ？』

「お前が言ったとおりさ」

　空とぼけた気はない。

　なにしろ肝心のナスターシャが自分の出自を忘れてしまっているからだ。

「世界録アンコールに宿ってたのを見つけた。お前の言うとおり精霊そっくりだけど精霊とも違う変へん梃てこな奴やつさ。俺おれが知ってるのもそれくらいだ」

『……理解しがたい』

　相対する少女が、緋ひ色いろの双そう眸ぼうを鋭するどくした。

『だがお前は、そのさらに上を行く理解不能だ』

　ばさっ、と光の羽が宙を舞う。

　その翼つばさの一枚を大きく羽ばたかせながら。

『三種族に加えて精霊かどうかもわからないモノを抱え上げる。精霊であれば私の領域とて自在に入って来れるだろうに』

　言われてみればナスターシャの姿はここにない。竜と天使と悪魔がそうであるように、秘奥領域に入ってくることができないからなのだろう。

　力がないか、あるいは力の使い方を知らないか。

「で？　だからどうしたっていうんだよ。ナスターシャにしかできないことがあった。俺はそれに本気で感謝してる」

　三百年前の英えい勇ゆうへ、彼の言葉を世界録アンコールに残すよう助言したのがナスターシャだ。

　それがなければ今の自分はここにいない。

「アイツもとっくに俺の旅団パーテイの一人だ。仲間が誰だれ一人欠けたとしても、ここに来ることはできなかった」

『なるほど。そうした境遇ならば、私もソレに「感謝」と言うべきか』

　一際巨大な波が押し寄せる。

　その波の表面に椅い子すのごとく腰かけるフィオラ。レンの背丈より遙かに高い位置から、翼つばさもつ少女はゆっくりと手を差しだした。

『貴様がここに来た。そのおかげでようやく三種族の法ほう印いんが揃そろう』

「…………」

『竜法印と女神法印。貴様の持つ二つの法印を渡してもらおう』

　少女の掌てのひらの上に浮かびあがる黒の円環。

　見覚えがある。

　魔王ヴェルサレムが紫水晶アメジストの中に隠していた悪魔法印だ。沈黙機関イシスと霊獣の襲しゆう撃げきで奪われて、それがフィオラの手に渡ったまま。

　……三法印は究極の「結界突破」の力を持ってる。

　……終しゆう焉えんの島の結界を越えるのに必要だった三法印は、まだ役目を終えてない。

　真精が隔離されている空間に──

　おそらくは秘奥領域の一つであろうソコへと至いたるのに、その力が必要だからだ。

「法印を渡す？　立場が逆だ。法印を奪ったのはお前だろうが」

　レンが見上げる先は悪魔法印。

　冥めい界かいで、レンはそれが奪われていく様を目まの当たりにした。

「もともと三種族の至し宝ほうだ。法印を返せってのは俺おれが言うべき台こ詞とのはずだ」

『そうだろうな。終焉の島で、お前という人間をおおよそ理解したつもりだ。お前がそう言うことも予想できていた』

　フィオラが黒の円環を握りつぶす。

　ゆっくりと掌が開かれた時には、既に悪魔法印はその内側へと刻印されていた。

『だがここで、お前の意思がいつまで保もつか』

「……どういう意味だ？」

『一つ伝えておこう。私の秘奥領域は気性が激しい』




　──秘奥領域『運命のうねりの生まれるところ』




　跳ねる水みず飛沫しぶき。

　レンの足下で生まれた一滴分の波紋が拡張し、海面を揺らし、見えない腕に搔かき乱みだされたように波が回りだした。

『世界に朝と夜があるように。あざなえる禍か福ふくのように。時として激しく暴れる』

「……足がっ……沈んでいく!?」

　地面のように歩けていた海面がみるみる下に吸いこまれていく。逃げだそうにも足首が波に絡めとられて動けない。

『運命さだめに沈め』

　それは大渦だった。

　水平線の果てから果てまで広がる海面全域が、すべてを吸いこむ潮流と化したのだ。

　水すい棲せい種である人魚や水竜さえ、この大渦の前では一切の抵抗を許されず海の底まで引きずり込まれるだろう。

「土の始原精霊ノーム！」

『……なぜここでその精霊を？』

　フィオラが目を細める仕草。

　荒れ狂う波の上に平然と立ってこちらを見下ろしながら、レンの叫んだ精霊の名をふしぎそうに反はん芻すうして。

『土の始原精霊ノームよ。大地なき場所で、お前が人間に力を与えることは──』

「いいや」

　フードをかぶった小人ノームが肩に飛び乗る感触。

　精霊に見守られるなか、レンは、激しく渦を巻く海面に足を踏みだした。

「お前は勘かん違いしてるよフィオラ。精霊は人間に力なんて授けない。理ことわりを伝えてくれるだけなんだ」

　世界を歩いてきた。

　天界を巡り、冥めい界かいへ渡り、終しゆう焉えんの島にたどり着く。そうして世界のかたちを理解した時、精霊の教示おしえは「教え」を越えて「秘伝」に至いたる。

　土の秘伝『大地讃召』。

　はるか高き空であろうと深き大海の底であろうと、この世界にいるかぎり地母の祝福に護まもられる。

「大地がなくたって、大地の感触は覚えてる……！」

　踏みだす靴先に感じるのは海水ではなく大地の堅さだ。

　地母の祝福が、レンの足に遠き大地の活力を確かに伝えてくれている。

『秘伝の継承だと？』

　大渦の上に立つレンをフィオラが凝視。

　巨大な波を椅い子すがわりに腰かけた格好から、沈黙機関の首領はいつの間にか自らの足で立ち上がっていた。

『精霊よ、そこまでこの人間に入れこむか』

　続けざまに攻撃を仕掛けてくる気配はない。

　……いや。

　……今の大渦もコイツにとっちゃ「攻撃」ですらないか。

　この空間がほんのわずかに変化しただけ。

　昼から夜になって気温が少し下がった程度。フィオラにとってあの大渦はそのくらいの微々たる変化でしかないのだろう。

「それでお前はどうなんだよフィオラ。三法ほう印いんを揃そろえてどうする気だ？」

　高みから見下ろす少女を、見上げ返した。

「この先に真精とかいう怪物がいるんだろ。ソイツを倒すのが目的か？　それとも捕まってる精霊の女王シイエラミリスを解放するのが目的か？」

『────』

　翼つばさもつ少女が首を傾ける。

　ある種の気味悪さを感じるほど長い時間をかけて、無言でこちらを見つめた後に。

『多少、驚いた』

　フィオラはそう言った。

『精霊の秘伝を継承したこともそうだが、貴様のその知識。私の前から消え去って以来、わずかな期間でそこまで知識をつけたか』

「俺おれの質問への答えは？」

『両方だ』

　意外なほどあっさりと返ってくる返事。

　答える義理もない。人間キサマの問いに答える理由がないと、レン自身そう覚悟していた上での問いだったにもかかわらずだ。

『精霊の女王シイエラミリスはこの世界の維持に不可欠だ。そして逆に、貴様が真精と呼ぶ存在は世界を破壊する終しゆう焉えんの精霊と呼ぶべきもの。どんな手段を用いてでも消滅させる』

「……俺の方こそ意外だよ」

『私が貴様の言葉に応じたことが、か？』

　皮肉をこめた笑みを少女が浮かべた。

『最低限、「世界」を語るに足る知識を得てきたのだろう。ゆえに私も、その知識に見合う程度を答えたまでだ』

　時が止まったように動かない大波の上で。

　フィオラの唇くちびるが言葉を紡つむぐ。

『終焉の島で見た貴様は、虚勢を張るだけの抜け殻だった。貴様の理念は何一つ世界の事情に基づいていなかった』

「…………」

『神性都市を知らず、この世界に迫る災厄を知らない。精霊が怯おびえているワケも知らなかった。終焉戦争と人間が呼ぶ戦いで沈黙機関わたしたちをただの襲しゆう撃げき者としか認識していない者に、私が応じる理由はなかった』

　いま思えば。

　フィオラの言葉には認めざるを得ない部分がある。

　……あの時の俺おれは終しゆう焉えん戦争の真実を解き明かすので精一杯だった。

　……ああそうさ。ミスティからも言われたからな。




〝あなたに……あなたに何がわかるというのです！　神性都市のことも三百年前のことも、自分の目で見ていないあなたが……〟




　神かみ代よの時代に生まれた災厄の存在を知りもせず。

　三百年前の終焉戦争をわずかに聞きかじった程度で、ミスティとフィオラに対話を求めようとしたのだ。滑こつ稽けいと呼ばれても仕方ない。

『だからこそ告つげよう。私の邪魔をするな』

　言葉が途切れる。

　しばしの無言を挟み、フィオラは淀よどみなくこう言った。

『貴様の二つの法ほう印いんを私に譲渡しろ。それをもって終焉の精霊の秘奥領域へと赴き、私が精霊の女王シイエラミリスを解放する』

「…………」

『貴様にとって不都合な話でもあるまい？』

「ああ。そうだな」

『だが』

　フィオラの声に、棘とげが混じった。

『貴様の波エ動マが猛たけ々だけしい。三法印を渡すつもりなどないのだろう？……なぜだ。何が貴様をこうも突き動かす』

「何も変わらない」

　霊剣ヴィエルジュを。

　精霊の女王シイエラミリスの剣を握りしめてレンは答えた。

「俺がお前に法印を渡したとする。お前が、終焉の精霊がいる場所に向かう。精霊の女王シイエラミリスを解放する。それで何が変わるのさ」

『災厄を倒して終焉を回避することでは不十分と？』

「それが変わってないって言ってんだよ。……世界は古いままだ！」




〝精霊わたしたちが望むのは竜そなたとの対立ではない。天使も悪魔も同じ〟




　精霊の森でレンは知った。

　三種族と精霊とに、対立以外の道があるということ。

「解放するのは精霊だけじゃない。解放するなら竜と天使と悪魔もだ。三種族がこの世界で認められるように」

『それは不可能だ』

　返答は、冷ややかだった。

『この世界に住むならば精霊との調和が不可欠。だがお前も知っているだろう、三種族やつらは別世界の外来種よそものだ。奴やつらが精霊の声を聞くことはありえない。精霊の女王シイエラミリスにさえそんな奇き蹟せきを可能にする力はない』

「そこが俺おれとお前の相あい容いれない点だよ」

　フィオラは無理と言う。

　自レ分ンはできると信じている。たとえ今すぐに叶かなわずとも、三種族と精霊とが交流する術すべを必ず見つけだす。

　それが英えい勇ゆうの描いた未来で、精霊たちと約束した世界なのだから。

「何度だって言ってやる。法ほう印いんは渡さない。そして俺が精霊の女王シイエラミリスを解放する」

『──そうか』

　一度まぶたを閉じる。

　再びソレが開かれて、翼つばさもつ少女の双そう眸ぼうが燃えるように瞬またたいた。

『精霊よ。それはお前たちの意思でもあるのか？』

　腕にしがみつく火の始原精霊サラマンダーと、足下に隠れる土の始原精霊ノーム。

　どちらも言葉を発することこそないが、レンから決して離れようとしないその姿勢が、彼らの意思の発露でもあるのだろう。

『ならば、あの島の続きといこう。法印をどちらが手にするか』

　ひゅぅと叫び声を上げて風が吹き上がる。

　足下の海面が今も猛烈な大渦を描いている一方で、フィオラを中心に吹き荒れる気流は、都市一つを吞のみこむ暴風雨のような勢いへ。

　風ではない。フィオラからあふれ出す圧倒的な力の奔ほん流りゆうだ。

　……やっぱり段違いだ。

　……こいつは沈黙機関の中でも別格すぎる。

　戦わねばと。そう覚悟してさえも、肌を突き刺すような重圧に膝ひざがふるえだす。

『風の祝詞のりと』

　少女の言こと霊だまと共に、その左腕に収まったのは小ぶりな弦楽器だった。柄は木目調。美しき銀色の弦が張られたその楽器は──

「竪たて琴ごとか！」

『奏で、軋きしませよ』

　フィオラの指先が弦を弾はじく。

　幾いく重えにもこだまする音の波──ソレは、そんな形態をとった極大なる破壊の刃やいばだった。六本の弦から放たれた六枚の見えざる風刃。

　その正体をレンが察したのは、頭上に広がる蒼そう天てんが裂けたからだ。

　天を裂く大気の断裂。




〝感じ取れるはず。大気が軋きしむ様。水面こころに映るままに避よけなさい〟




　水の始原精霊ウンデイーネの『水鏡おしえ』を思いだせ。

　精霊がこの場にいなくても、精霊から伝えられた教えは生きている。

　……聞き取れ。

　……大気の刃やいばを生みだす竪たて琴ごとの音を！

　水面を駆ける。地母の祝福に支えられた加速に背を押され、霊剣ヴィエルジュを全力で振り下ろした。

「はっ！」

　ギンッと弾はじける衝突音。

　霊剣の切っ先が、フィオラの竪琴から生まれた大気の刃と真っ向からぶつかり合った。

『空間の裂け目さえ感じとったか』

　大渦に足を浸ひたしたフィオラから零こぼれる呟つぶやき。

『水の始原精霊ウンデイーネまで。……ますます不可解だ。貴様はどうやって精霊たちをこうも手なずけるのか』

「手なずけるだって？　そんなつもりはサラサラないね！」

　歯を食いしばってレンは吼ほえた。

　押しせまる大気の断裂。霊剣の柄を両手で握りしめ、全霊の気勢でもって見えざる刃を押し返す。

「お前の尺度ですべてが測れるわけじゃない」

『……なるほど』

　その一言に。

　翼つばさを持つ少女が、その場に似つかわしくない微び笑しようを浮かべた。

『そのとおりだ。精霊に秘伝を授かった人間など他に例を知らない。貴様が、かつて見た神性都市のあらゆる古代詠唱士エイシエンターとも違うことは認めよう』

「なんだって？」

『だからこそ──』

　沈黙機関の首領である少女の手元に、光の円環が顕あらわれる。

　法ほう術じゆつ円えん環かんに似ているが、円環の内側に浮かぶ符丁の規則的な並びは、現代では「楽譜フルスコア」と呼ばれるものに酷こく似じしていた。

『全力で排除する』

　その言葉が。

　フィオラの「敵意」をそのまま具現化させる言こと霊だまとなって響きわたった。

　──詩し篇へん『世界創世の残り火』。

　世界の誕生と同時に生まれた炎。

　あらゆる炎の起源にしてもっとも尊大なる熱。極大の力を有するフィオラが発動したならば、この破壊に対抗する法術は存在しない。

　ゆえに抵抗不可能、と。

　フィオラが確信した瞬間こそが唯一の機だった。

「火の始原精霊サラマンダー！」

『想起イメージヲ！』

　翼つばさもつ火ひ蜥蜴とかげが、大きく頷うなずいた。

『想起イメージスルノ。火ヲ』

　レンが精霊の秘伝に到達したのは土の始原精霊ノームだけではない。

　火の秘伝『炎の記憶』。

　戦いの記憶が想起イメージとなり精霊の炎となる。もっとも強い炎。レンがイメージした炎は、今まさにフィオラの投じた炎の再現だ。

　──詩篇『世界創世の残り火』。

　二つの始原の炎。

　レンとフィオラの双方向から生じた炎が激しくせめぎ合う。

「精霊だってお前と同じ世界最初の住人だ。始原の炎を操れるのはお前だけじゃない！」

『貴様……!?』

　フィオラの怒声に混じる狼ろう狽ばい。

　炎が衝突して弾はじけた光がどこかへと消え去った後に、レンとフィオラは互いに触れあうほどの距離で睨にらみあっていた。

　全力で霊剣ヴィエルジュを振り下ろした人レ間ン。

　蒼そう碧へき色の翼を盾にして受けとめた沈黙機関の姫フイオラ。

『終しゆう焉えんの島でも似た状況になったのを覚えている』

　光に透けるほど薄い翼でレンの全力を受けとめる。

　どれほどの膂りよ力りよくで体重を込めようが、フィオラの翼は動かない。髪の毛一本ほどの距離も押し返せないのだ。

　だがレンは確かに見た。

　自分の振るった刃やいばが、わずかながらフィオラの翼に傷をつけた瞬間を。

　──届いた。

　傷一つ。

　それがどれほど大きな意味を持つことか。

『あの島で、私は貴様の剣を完全に受けとめていたはずだ』

「……ああ、そうさ。ソレが悔しくて再挑戦してるんだよこっちは！」

　霊剣と翼つばさを介して視線をかわす。

　わずか顔一つ分しかないであろう距離を隔へだてて、フィオラのまなざしが小さく歪ゆがんだ。

　怒りと憎悪以外の何か。

　初めてレンに見せる感情だった。

『────』

「どうだよ……。こんなちっぽけな傷じゃ話にもならないってか？」

『あの島の時からずいぶんと様変わりしたものだ』

　清せい廉れんな泉の湖面のように。

　澄すんだ少女の瞳ひとみがレンの姿を映しだす。

『何がお前を強くした？』

「俺おれか？　それを本気で言ってるなら、いろんな意味でお前はとんでもないよ。羨ましいし可哀かわい想そうにも思う」

『何を言っている？』

「お前は強くなった経験がないんだな。そう言ってるようなものさ」

『…………』

　何でもない村で生まれて、特別有名というわけでもない旅団パーテイ養成機関に入った。そこでも芽は出ずに一年の留年を経験した。

　そんな人間の気持ちなど、この絶対強者には理解しがたいものだろう。

『私は原初より使命を帯びている。成長？　進歩？　そんな無駄な過程は必要ない』

「ああそうだろうな。霊獣デイスカントも似たようなことを言ってたよ」

　神かみ代よの時代から「無敵」を誇る獣がいた。

　その獣は不遜であった。世界の原初を知る霊獣に、現代の人間がおよぶ道理などないと。

　……それは違う。

　……どんな時代にだって凄すごい奴やつは必ずいたはずなんだ。

　過去いかなる時代であろうとも、運命は常に、世界の行く末を託すに足る者を生みだしてきたはずなのだ。

　あの英えい勇ゆうエルラインがそうであったように。

　神性都市シィエラミリスの中でさえ、精霊信仰の研究者たちは最後まで研究を続けて、世界録アンコールを後世に託した。

　過去あらゆる時代の者たちが、未来の世界を目指してきたのだ。

「フィオラ。俺おれにできて、お前にできないことが二つある」

『なに？』

「新しい世界を描くこと。そしてそのために強くなること。……終しゆう焉えんの精霊を倒して、精霊の女王シイエラミリスを解放？　それで終わりじゃないんだよ。俺は、その先の未来に用がある！」

　振り下ろした霊剣を引き戻す。

　ごくわずかな跳ちよう躍やくで弾みをつけた全霊の一撃を振り下ろした。その刹せつ那なに。

『────』

　少女の唇が息を吸いこんだ。

　霊的波動エネルギー体であるフィオラに呼吸は必要ない。ならばその意味するところは人間の呼吸ではないはずなのだ。

　……この大気はフィオラ自身の力が渦巻いてる。

　……ソレを自分に再び取りこんだ？

　ぞくり、と形容しがたき寒気が背筋を駆けぬけていく。直感めいた悪寒が命ずるままにレンは後方へ跳び下がっていた。

『迷わず後退したのは貴様の経験からか？　賢明ではある』

　レンの足下で、かつてきいたことのない轟ごう音おんがこだました。

「……海が!?」

『私の領域だ。海の姿をしていようとすべて私の力から生まれたもの』

　荒れ狂う大渦であった膨大な海水が吹き上がり収束していく。

　沈黙機関フィオラの掌てのひらへ。

　海水であったものが凝ぎよう縮しゆくされてまたたく間に硬質化。美しい硝子がらすのような透明感をもつ結晶へと姿を変えていく。

　一本の神こう々ごうしき剣へ。

「それは……！」

『私と精霊の女王シイエラミリスの力は限りなく等しい。その真ま似ね事ごととて難しいわけではない』

　手にした剣をフィオラが無造作に握りしめる。

　剣の柄も鍔つばも、決して精巧ではない歪ゆがんだ造り。

　にもかかわらず少女の剣は、澄すんだ海面さながらに透明感のある輝かがやきに満ちていた。

　……霊剣ヴィエルジュそっくりの剣。

　……精霊具を今この場で造ってみせたのか！

　そして持ち手は人間ではなくフィオラ本人だ。強大な力を持つ彼女が振るったならば、一体どれだけの破壊力が生まれるというのか。

『──レン』

　霊剣ヴィエルジュに酷こく似じした剣の切っ先が向けられる。

『夢見事の大望であるとはいえ。貴様の揺るぎなき様は、不格好ながらも一つの信念と呼ぶことを許す』

「……どうせ褒め言葉じゃないんだろ？」

『賛詞だ』

　いまにも斬りかかってくる敵意をみなぎらせながら、少女はそう口にした。

『せめて貴様の領分で果てるがいい。剣コレで敗れれば貴様も拠より所どころを失うだろう？』

「文句ないさ。負ける気はないけどな」

　切っ先を互いに向けて対たい峙じする。

　もとより戦いの引き出しで勝るのは相手フイオラだろう。それを、尋常の決闘でと言うのならレンとて引き下がる理由はない。

『散れ』

「俺おれは、ここで終われないんだよ！」

　先に走ったのはどちらであったか。

　広大な海面にいくつもの波紋を走らせて、人間と人間にあらざる少女が突きすすむ。

　全身全霊。すなわち肉体と技と、そこに宿る信念をかけて。

　決着のための一撃を──




『……だめっ！』




　既視感。

　かつて虚構精霊エイドスの光撃に見舞われた自分を庇かばって、エリエスが飛びだした光景。

　……エリエス？

　……いや違う。

　そんな回想は泡と消えて。

　両手を広げて立っていたのは、白髪をなびかせた細身の少女だった。

　フィオラと同じく半透明の透ける身体からだをしているものの、彼女ミステイの全身はさらに朧おぼろ気げで、今にも消えてしまいそうな儚はかなさがある。

「お前──」

『っ、ミスティ!?』

　二つの刃やいばが交こう叉さする瞬間に、両手を広げて沈黙機関ミスティが飛びこんできたのだ。

　剣と剣の間に挟まって。

　自ら貫かれるのを望むかのように。

　罠わな？

　沈黙機関である彼女が現れたということは、この行動も罠だろうか。その疑念をぬぐい去ったのは他ならぬフィオラだ。

　──信じられない、と。

　その表情が物語っていた。

　二つの霊剣の刃やいばがミスティの身体からだを串刺しにする。そのはずの刃が、逸それた。

　レンの刃は彼女ミステイの脇腹を。

　フィオラの刃は彼女ミステイの首筋をわずかに掠かすめて通りすぎる。

「…………」

『…………』

　剣を突きだした格好で、レンとフィオラは、両手を広げる彼女ミステイを挟んで動きを止めていた。

『ミスティ』

　剣を突きだしたまま、フィオラ。

　驚きよう愕がくに目を見ひらいていた少女の眼がん光こうがみるみるうちに冷たく醒さめて、苛いら立だちを帯びた色へと変わっていく。

『なんの真ま似ねだ、なぜ邪魔をした』

『…………』

『私が咄とつ嗟さに剣を逸らしていなければ、この剣がお前を刺し貫いていた』

『覚悟の上でした』

『なに？』

『レン────』

　白髪の少女がふり向いた。

　終しゆう焉えんの島で戦って以来、顔を合わせるのはこれが初めてだ。

『なぜ剣を止めましたか？』

　脇腹に触れたままの霊剣ヴィエルジュ。

　人間であれば肌の表面から血が滲にじんでいるであろう傷を、ミスティが指でなぞっていく。これも、レンが寸前に剣を逸らしていなければ彼女の身体を刺し貫いていただろう。

『わたしは敵です。あなたが剣を止める理由はない』

「……その敵に説明を求めるのか？」

『いいえ』

　自じ嘲ちようにも映る苦笑を浮かべて。

『あなたは終焉の島で言いましたね。対話を求めると。だから試しました』

「試す？」

『あの時の言葉が偽りで、心の底でやっぱりわたしを敵視しているならば、先ほどの時点であなたは迷わず剣を突きだしていたでしょう。でもあなたが真に戦闘以外を望んでいるのなら剣を止めるはず。そう思ったのです』

　霊剣ヴィエルジュの刃やいばに触れる彼女の右手。

『そしてこれが答えですフィオラ』

『…………』

『彼は、剣を止めました』

　彼女ミステイが残る左腕で触れたのは、首筋を掠かすめていったフィオラの刃だ。

　レンの剣もフィオラの剣も擦かすっただけ。

『ね？　フィオラ────』

　その言葉が。

　レンの聞き取れた最後の言葉だった。

『──もう────や────』

　白髪の少女がその場で膝ひざをついた。

　フィオラと比べても明らかに透けていた肉体が、さらに薄く、レンが目を凝らさなければ見えないほどに希薄になっていく。

　そして身体からだが光の粒へ。

『…………め……………………』

　声さえも遠く、弱く。

　そう。ここに現れた時点で、彼女ミステイは存在を保てないほどに衰弱していたのだ。

『ミスティ!?　誰だれにやられた、まさか人間……』

『いや』

　ミスティの肩に触れるフィオラの、その背後に現れたのは筋骨逞たくましい男だった。

　沈黙機関イシス。

　冥めい界かいで、悪魔法ほう印いんを奪った張本人までもがここに。

　……沈黙機関が三人。

　……だけどミスティは死にかけてる？　どうなってるんだ。

　霊剣を手にしたまま一歩後ずさる。

　その挙動を意に介したそぶりはなく、沈黙機関イシスは彼女ミステイを見下ろすだけだった。

『ミスティは人間たちを庇かばった。三起源から』

『なに？』

　意味がわからない、と。

　無言のまなざしでそう訴えるフィオラに対し、イシスがわずかに視線を傾けた。レンの背中に隠れた二体の精霊たちを見つめて。

『フィオラ、そこの人間の背に何がいる？』

　フィオラは無言。

　わかりきっている。火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノーム以外に答えなどない。

『時代は変わってきているのかもしれない。精霊が人間にこうも心を開いている姿など、神性都市の壊滅を最後に永えい劫ごうに見られないと思っていた』

『イシス、お前……』

『私ではない。ミスティがそう言っていた。ミスティは先の瞬間、その人間の剣で滅ぶことを覚悟で飛びだした』




〝彼レンの剣を受ければ今のわたしは滅ぶ。その時はイシス、あなたの好きなように〟

〝ですが、もしも……彼が、寸前で剣を止めるようなことがあるのなら。わたしは、彼に訊ききたいことがある〟




『何を……訊くことなど』

　フィオラが剣の柄を握りしめる。

　背後のイシスを振りきろうと身体からだを傾けて。

『フィオラ』

　翼つばさもつ少女がビクリとふるえ、足を一歩、レンへと踏みだしたところで硬直した。

　その足下に倒れた彼女ミステイが。

『終しゆう焉えんの島。わたしが……彼の要求を拒否したこと、覚えて……ますか。レンは、わたしと話がしたいと言いました。それを……一方的に拒否したのはわたしです』

『無論だ。話などあるはずもない』

　淡々と応じる翼もつ少女。

　それはまさしくつい先に、フィオラ自身が口にした言葉である。

『あの時、この人間は沈黙機関わたしたちのことなどまるで理解していなかった。意思を交わす価値など有りはしない』

『はい。終焉の島を訪れた時の彼レンは何も知らなかった。終焉戦争も神性都市も、そして沈黙機関わたしたちのことも。あなたからすれば、無知極まりない人間が「道理」をかざす様は腹立たしかったことでしょう。それはわたしも同じです……』

　ミスティたちは聞く耳を持たなかった。

　たかだか終焉戦争のことを聞きかじっただけの人間だ。

　神性都市のことも終焉の精霊のことも知らない者に、話をしても意味がないと。

『でも……フィオラ……あなたも薄々は察しているはず。時代は変わりつつあるんです。神性都市に辿たどりついた時点で、今の彼レンは神性都市のことも沈黙機関わたしたちのことも、すべてを知った上で来ているはず』

『────』

『そうですねレン？』

　最後の言葉。

　すべての力を振りしぼって彼女ミステイが言葉を紡つむぎだす。

『レン……あなたが……わたしたちと対話を望むというのであれば……わたしは聞きたい。あなたの思い描く景色をわたしは問いましょう』

　光の粒となって消えていく下半身。

　その華きや奢しやな二の腕も。

　胸元も、顔までも、全身が光に溶けて消えていくなかで。




〝天使と竜と悪魔と、精霊と。そして沈黙機関わたしたちを引き連れて〟

〝あなたは終しゆう焉えんを越えられますか〟




　そして。

　──ごめんなさい。

　──あなたの返事を聞く前に、もう限界のようです。

　そう残して。

　白髪の少女は、レンの足下で光の粒となって消失した。

『フィオラ！』

『わかっている』

　フィオラの手から剣が消える。

　代わって生まれたのは小さな小さな七色のシャボン玉。その球体に吸いこまれるように、ミスティであった光の粒子が集まっていく。

『……半分は回収できたか』

　七色のシャボン玉を慎重に両手で抱えて、イシスへ。

『イシス、お前の秘奥領域で復元しろ。まだ間に合う』

『わかった。だが』

　沈黙機関の男がちらりと見た先は、レン。

　その視線を遮るかたちでフィオラが翼つばさを広げてみせた。──構うな。無言の所作を受けて頷うなずくイシスが、再びどこかへと消えていく。

　再び静せい寂じやくへ。

　レンとフィオラは互いに無言。この時間の流れさえ定かではない秘奥領域で、どれだけの時間が経過したことだろう。

　不意に。

『余計な真ま似ねを……』

　ぽつりと、少女が苦々しい面持ちで呟つぶやいた。

『ここに現れず復元過程に入っていれば、ああも深刻な状態にはならなかっただろうに』

「……ミスティのことか？」

『他に誰だれがいる』

　顔をそらしたフィオラが蒼そう天てんを見上げる。

　再び沈黙する少女。

『………………お前が』

　やがて。

　緋ひ色いろに彩いろどられた瞳ひとみが、こちらを見つめた。

『お前が剣を止めていなければミスティは消滅していた。そうなれば私は持てる力のすべてでお前を八つ裂きにしていた。精霊の女王シイエラミリスの解放という目的を忘れて……後先考えずに全すべての力を消費したとしてもミスティの仇を優先していた…………そんな気がする』

　長年の悲願以上に優先するものがある。

　それは。

　己おのれの使命に駆り立てられた少女が、初めて見せた本心だった。

『ミスティは神かみ代よの時代からの仲間だ……今すぐに処置を施せば消滅は免まぬがれる……』

「そうか」

『お前が剣を止めたから、だがな』

　ふっとフィオラが顔を背けた。

『ゆえに答えを──』

　言いづらそうに。

　かつてない程に歯切れの悪い口ぶりで、フィオラの唇くちびるからこぼれる言の葉。

『ミスティのかわりに答えを聞く。私には必要のないものだが……仲間の意思は尊重する必要がある』

「言っただろ。何度も何度も」

　剣を引く。

　精霊たちに見守られる前で、レンは一度だけ頷うなずいた。

「俺おれは、終しゆう焉えんの先に用がある」

『……そうだった。貴様の主張はずっとそうだな。聞き入れなかったのは私の意思だった』

　緋色のまなざしが再びこちらへ。

　大きく揺れる双そう眸ぼうには、かつて少女が一度として見せなかった葛藤の感情が込められていた。

『だが誤解するな』

　困惑と不安と、ほんの少しの自じ嘲ちようの微び笑しようでできた混こん色しよくで。

『私は、人間おまえに引き連れられる気など毛頭ない。あれはミスティの錯乱によるものだ』

　その告白が意味するもの。

　いつの間にか翼つばさを折りたたんだ少女の姿が、すべてを物語っていた。

『私は私で行動する。それだけは先に伝えておく』

「ああ、俺おれもそれでいい」

『ならば』

　その掌てのひらに浮かぶ暗色の円環。

　長らく魔王宮に封印されていた至し宝ほうが、フィオラの手から宙を渡ってレンの左手へと託された。

『悪魔法ほう印いん、くれてやる』

　秘奥領域である空間が音を立てて崩れ落ちていく。

　鮮やかな蒼そう穹きゆうと蒼そう海かいとが淡く薄く消えていき、翼もつ少女の姿も背後の景色にとけこむように消えていって。

　そして。

　レンは、神性都市の中枢部へと帰還した。













Record.4　世界の終わりのアンコール
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　神性都市シィエラミリス中枢部。

　見渡すほどのホールは、今、静せい寂じやくの帳とばりによって覆おおいつくされていた。

　空気が凍りついたように重い。

　風も音も生まれない。足下には無数の金属片。真精をこの世界に招いた召喚炉であったものの残骸が散らばる場で──

『レン様！　レン様お願いだから返事をなさってください！』

　ナスターシャの悲鳴が、その沈黙を引き裂いた。

『気配を感じない。ど、どこにも転移装置の仕掛けなんてないはずなのに、いったいどこに消えて────』

「うるさい」

『ひゃんっ!?』

　宙を飛びまわる小人の髪を引っぱるキリシェ。翼つばさでもある髪を摑つかまれたナスターシャがころんとキリシェの肩に落下した。

「黙って待て。騒いでもどうしようもない」

『で、ですが……』

「レンの居場所なら見当がついている。……精霊の住処すみかに似た別空間に引きずり込まれた。沈黙機関やつらならソレくらいしてのける」

　キリシェの声に混じるのは苛いら立だちだ。

　この場に先回りして罠わなを張っていた。三種族が立ち入れない空間にレンをおびき寄せたのだろう。

「さっきから気になってたんだけど、精霊がいないよね」

　エリーゼが、ふと思いついたように顔を上げた。

「レンがいなくなったら火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノームが大騒ぎしてそうな気もするけど。ここに現れないってことは……」

「追いかけたのだと思いますわ」

　そう答えるフィアが腕組み。

「レンが精霊の住処を見つけられるように。精霊も、沈黙機関の空間を見つけることができるのかと。三種族わたしたちにはできない芸当ですが……あなたはできないのですか？」

『は、はいっ!?』

　三さん大だい姫ひから見つめられてナスターシャが後ずさる。

「精霊の声を聞くことができるなら、精霊の住処すみかのような空間を感知することもできそうな気がします。できますよね」

『そ、そんな都合よくできませんから！　フィア様、お顔があの……近いです……？』

「私は本気です。さあレンの場所を突きとめなさい」

『無む茶ちやですってばぁぁっ!?』

　詰め寄るフィアから逃げだして宙へ飛び上がる。

　まさにそのナスターシャの目の前で、何もないはずの虚こ空くうが軋きしんだ。

『へ？　レン様？』

「────うわっ」




　宙から落下したレンが、真下にいたナスターシャを押しつぶした。




　金属のちらばる床に着地。

「レン!?」

　重なる三大姫の声。

　その中で真っ先に二の句を継ついだのは先代魔王エリーゼだった。レンが掌てのひらに握りしめる暗色の円環を真っ先に指さして。

「レン、それ！　現魔王おとうとの悪魔法ほう印いん!?」

「あ……ああ。さすがエリーゼ、すぐ気づくもんだな」

　レンの左手の甲へと沈着して消えていく。

　かつて初代魔王ルルフォニカから法印の複製レプリカを預かり受けていたが、そこに「本物」が宿ったのだろう。

　……女神様から一つ目の法印をもらった時から考えれば、長かったよな。

　……最後の最後にようやく集まったのか。

　と。

　レンの足下からナスターシャが勢いよく飛び上がってきた。

『レン様ひどい!?　どうして私が潰されなくちゃいけないんですか。ずっとレン様の心配をしてたというのに！』

「あれ潰してた？　いつだろ」

『今です！……もう。こんな小さな身体からだなのですから気遣ってくださいね』

「どう見ても傷一つなさそうだけどな」

　淡く透ける身体。

　見れば見るほど精霊とよく似ている。さらに言えば、つい直前まで戦っていた沈黙機関の身体からだともそっくりだ。

『私の心配をしてくださいませっ！』

「いや、でもこっちも命がけだったんだから勘弁してくれって。沈黙機関の領域に引きずり込まれて戦ってて──」

「倒したのか？」

　こちらの言葉も待たずにキリシェが割って入ってきた。

　安あん堵どより驚きと困惑に近い表情でだ。

「悪魔法ほう印いんを奪い返したということは、相手はあの翼つばさの女だろう。疑うたがう気はないがアレを一人で倒したのか？」

「あ……いや、そういうわけじゃないんだ」

　戦ったことは事実だ。

　沈黙機関フィオラがわざわざ決戦用の剣を取りだす、いわば最終局面までには到達していた。続いていればどちらかが倒れていただろう。

　それをミスティが、我が身の消滅と引き替えに止めたのだ。

　……あのフィオラが。

　……感情らしい感情を見せたのは、あれが初めてか。

　彼女ミステイは知っていたのかもしれない。

　そうする以外にフィオラを止める術すべがないということを。

「俺おれもうまく説明できないけど。とにかく見てのとおり悪魔法印は取り返した。でも俺がアイツに勝ったかって言われると……」

　地より沸きたつ鳴動。

　中枢部の地盤を逆さまにひっくり返す勢いで、レンの足下が轟ごう音おんと共に跳ねたのはその時だった。

　散らばっていた金属片が床から跳びはねるほどの衝撃が。それも連続でだ。

　さらに時間を経るごとに強くなっていく。




『報告します』

『一。真精召喚炉の応答が消滅』

『二。召喚炉の停止にともない、供給される法力の過剰集中が確認されました』

『三。現在、集中した法力の転移制御管への流入が発生している状況です……制御不能。審門連結まで、あと十八秒』




　幾いく重えにもこだまする機械音声。

　鼓こ膜まくがビリビリとふるえるほどの音量で流れた声が、やがて足下からの鳴動に吞のみこまれて消えていった。

「……召喚炉の応答が消えた？　フィオラが破壊したから、その影響か！」

『は、はい！　先ほど壊れた真精召喚炉のせいです。神性都市の膨大な法力を消費していた召喚炉が消滅しました。だからそこに流れこんでいた法力が行き場を失って、召喚炉にくっついているあの転移装置に集中しつつあるんです！』

　今も浮いている真しん鍮ちゆう色の螺ら旋せん管。

　あれが召喚炉に付属する転移装置だとはナスターシャも予想していたことだ。

『あの転移装置、もうすぐ強制的に起動します！』

「どこへ繫つながる!?」

　怒鳴るように叫び返す合間にも。

　内心で、レンは確信に近い予感に身が強こわばっていくのを自覚していた。

　……どこへ繫がるかって。

　……そんなの一つしかないに決まってる。

　召喚された災厄が向かった先。すなわち終しゆう焉えんの島の最深部──




〝島の奥。凄すさまじい暴風が渦巻いている場所がある〟

〝……其ソ処コに、俺の知らない何かがいた〟




　背筋を粟あわ立だたせる寒気が物語っている。

　かつて彼エルラインが見た世界の終わりの元凶。そこへ続く道であるのだと。

『レン様！』

　真鍮色の螺旋管が輝かがやきだした。

　転移機能が起動して、螺旋管の中心に暗色の扉が形成されていく。

「ですが……扉が歪ゆがんでいますわ！」

　最後の審門を見上げる大天使フィア。

　形成された審門が、押しつぶされているかのように外側から潰れ始めたのだ。

「レンやばいって、扉が縮んでいってる！」

「このままではわたしたちが飛びこむ前に消えるぞ!?」

　エリーゼとキリシェまでが焦あせりを感じて声を荒らげる。しかしなぜだ。法力の過剰供給で起動したのならば転移の門は拡大するはず。

　それが、何かに妨害されているように収縮していっているではないか。

　……妨害したい奴やつがいる？

　……そんな奴がいるとすれば。そんなことができる奴は。

　まさか。

「終しゆう焉えんの精霊か！」

　隔離空間に接近しつつある者たちの気配を察知したに違いない。

「行こう。消える前に飛びこむしかないだろ！」

　だが間に合うか？

　神の見えざる手に握りつぶされていく審門。針のような細さにまで潰されていくソレは、今にも破は裂れつして消滅してもおかしくない。

「……急げ！」

『それでは間に合うまい』

　六枚翼の羽ばたく音。

　世にも神秘的な蒼そう碧へき色の輝かがやきがレンの頭上を照らしだす。ふり返ったそこには、空中で霊剣ヴィエルジュの複製を握るフィオラの姿があった。

『終焉の精霊、それで行く手を遮ったつもりか？』

　剣けん閃せんが瞬またたく。

　シュンッと空気が膨張する音を従えて、暗色の扉が一気に拡ひろがった。

「フィオラ!?」

『躊ちゆう躇ちよするなら置いていく』

　沈黙機関の少女が光の扉の向こうへ。

　その光景を、三さん大だい姫ひたちはなかば放心の顔つきで見つめていた。

「レン、今のは……!?」

「説明してる時間がない」

　身構えようとするキリシェを制止し、レンは首を横に振ってみせた。

「信じてくれ。アイツは自分の意思で悪魔法ほう印いんを俺おれに返したんだ。今だけは敵じゃない」

「…………」

「急ぎましょう」

　キリシェの肩に手をそえて微笑ほほえむ大天使。

「ここでレンを信じない理由がありません」

「わ、わかってる！　ただその……ちょっとくらい警けい戒かいするのが自然だろう！」

　キリシェが大きく溜ため息いき。

　そして達観した面持ちでこちらにふり返った。

「これで最後……だろう？　英勇エルラインがやり残したことのすべてが」

「ああ。だから行こう」

　そして。

　旅団パーテイ「再来の騎き士し」は、最後の審門へと飛びこんだ。












　風が咽むせび泣ないている。

　怯おびえるように、戸惑い悲鳴を上げるかのように。汽笛のごとく甲高く吹きすさぶ風の声しか聞こえない。

　そして。

　レンが審門から飛びだした先には、何もなかった。

　否いや。

　目の前すべてが「風」。在るものすべてを破壊して吹き飛ばす奇怪な暴風が渦を巻いて、レンという獲物めがけて迫ってくる。

「……終しゆう焉えんの島で見た風…………そうか、ここがあの風の発生源か！」

　当時のエルラインでさえも越えられなかった力の集約点。この渦の奥にすべての元凶である真精が潜ひそんでいるという。

『レン様！』

　翼つばさを広げたナスターシャが渦巻く力の波動に吞のみこまれ、今にも後方へ押し流されようとしていた。

『た、たすけ……押し流され…………』

「隠れなさい」

　小人を咄とつ嗟さに片手で握りしめ、自分の懐に抱き寄せたのは金髪の大天使だ。彼女もまた翼つばさを広げ、必死にその場に踏みとどまっていた。

「やはりこの力、凄すさまじい。レンが三法ほう印いんを所持していてもコレですか」

「フィア先輩」

「……いえ。ですが何とか行けそうです」

　既に三法印の力は発動している。

　終しゆう焉えんの島では抵抗の術すべなく押し流されたが、今はレンも三さん大だい姫ひも踏みとどまることができている。

　渦の中心へ──

　視界を遮る渦の先に、先に飛びこんだフィオラがいた。蒼そう碧へき色の六枚翼を広げる彼女が、試すような顔つきで後方へと振りかえる。

『どうした？』

　不敵な緋ひ色いろのまなざしで。

『さっさと来い』

「……言われるまでもないんだよ」

　かつて。

　英えい勇ゆうの旅はここで終わった。

　それから三百年。

　彼が後世に残した世界録アンコールと霊剣ヴィエルジュと、伝言の全すべてを託されて。

「……だから見ていてくれ、エルライン」

　逆巻く波動に向かって駆ける。

　前をいくフィオラに追いつき、並び、そして追い越した瞬間に。




　世界が、塗り変わった。




　ひゅぅと唸うなる風の音。

　一瞬前までの力の波動ではなく、空に吹く本物の突風である。

「なっ!?」

　身体からだの自由がきかない。

　なぜならレンは、高度何千メートルという高さの空を落下していたからだ。

　同じく自由落下していくキリシェとエリーゼ。翼をもつフィアとナスターシャも、今は重力に身を任せて落下していっている。

『終焉の島の上空だ』

　虚こ空くうからフィオラが顕けん現げん。

『島そのものは消滅した。私たちが落下していく先には、もう何もない』

「何も？　噓うそだろ、だってこの下には──」

　落下し続ける先には地面があった。どす黒く染まった赤土の大地が。

『よく見ろ』

　鋭するどい口調で、フィオラ。

『ここはもう災ヤ厄ツの秘奥領域。あの大渦を突きやぶった時点でな』

　遙かな高度から見下ろす地上。

　一滴の水分さえ残らず蒸発しきった、ひび割れた焦土が広がっていた。

　立木など存在しない。まばらに生えた雑草さえも、冷たく乾いた風によってボロボロに乾き枯死してしまっている。

　空は、じんわりと血が滲にじんだように真っ赤。

「こんな何もかも手遅れみたいな荒こう廃はいが。精霊の住処すみかだっていうのか……？」

　死に絶えた空と大地。

　そしてレンが落下するその先には、たった一箇所だけ、不気味なほど青々とした葉を茂らせた森があった。

「森……じゃない」

　真下を見下ろすキリシェ。

「信じがたいが……あれは樹か？　とてつもなく大きい」

「そんなっ!?」

「わたしも初めて見る。なんだあの樹は」

　森を成す樹。

　その姿が落下するにつれて鮮明さを帯びてくる。

　鬱うつ蒼そうと茂る葉は、一枚一枚が奇妙なほどに青かった。さらには尋常でないほどに大きくぶ厚いのだ。人間どころか竜になったキリシェが乗ってもビクともしないだろう。

　樹の幹にいたっては直径何百メートルあることか。

　そこに何百何千本と絡む蔓つるは極ごく彩さい色しきで一見美しいが、ひどく捻ねじれ、至いたるところに鋭えい利りな棘とげが生えている。

「……どういう冗談だよ。なんだこの樹は」

　死に絶えた景色で、なぜこの樹だけが瑞みず々みずしく生き残っている？




〝フィオリアの樹とは、ずいぶん変わった名称ですね〟

〝おそらく神かみ代よの言語によるものでしょう。神性都市が用いた言語でPhioフイオは「塔」を意味します。推測するに、塔のように大きな樹という意味でしょうか〟




　レンの脳のう裏りに、フィアとナスターシャの会話が泡のように浮かびあがった。

　まさか。

　森のように繁茂し、塔のようにそびえたつあの大樹こそが。

「アレが終しゆう焉えんの精霊……なのか！」

　精霊と呼ぶにはあまりにも生々しい。

　光に透けるような半透明の身体からだではなく、現実に存在を感じさせる質感ではないか。

『すでに受肉している。三種族と同様にな』

　眼下を睨にらみつけながら、フィオラ。

『この秘奥領域の景観が現実になるのも近い』

　破滅の世界。

　一切の実りなく乾ききった空と土を、翼つばさもつ少女が指さした。

『終焉の精霊はやがて秘奥領域から飛びだすだろう。世界に満ちる力の全すべてを吸い上げて、あの樹のみが繁茂する』

「……そうなった先は？」

『終焉の精霊も力つきる』

　答えは、あまりにも呆あつ気けないものだった。

『世界の力を吸い上げるだけ吸い上げた後に、遠からず枯死して消滅するだろう』

「そんな!?　じゃあアイツは何のためにいるんだよ!?」












『意味などない』

「────」

『みな等しく終しゆう焉えんを迎える。奴やつは「終わりという存在」ではなく「終わりという事象」だ。それを召喚したのは人間きさまらではないか』

　言い返す言葉もない。

　沈黙機関の首領が吐きだした言の葉に、いったい何千年分の怨えん嗟さが込められていたことだろう。神性都市の時代からずっと積もり続けてきた人間への恨み。

　……当然だ。

　……終焉の島で、人間が「話をしたい」なんて言っても受け入れられないわけだよ。

　無言でこちらを見つめるフィオラを見返す。

　彼女が人間に抱く感情も、今なら受け入れることができるから。

「俺おれは、お前にも精霊にも謝ることはできない。その当事者じゃない。ソイツらの気持ちなんかわからないし、わかりたくもない」

『そうか』

「だけど、この災厄をどうにかして倒したいって気持ちは噓うそじゃない」

『……そうか』

　翼つばさもつ少女はそれ以上何も言わなかった。

「レン！」

　空中で大天使フィアの手を摑つかむ。

　加速し続けていた落下速度が緩やかに。花びらが宙を舞うようにゆっくりとレンは眼下の青い地面に着地した。

　真精「フィオリアの樹」の葉へ。

　キリシェとエリーゼが続けて着地する。

「……とんでもないな。全員が乗ってもビクともしないのかよ」

　葉っぱ一枚一枚が、レンたち四人が並んで立ってもまだ余裕があるほどに大きい。

　そして強固な鉄板のごとく頑丈だ。フィアに摑まった自レ分ンはともかく、キリシェとエリーゼは相当な落下速度で飛びおりたはずなのに。

　正面には、壁としてそそりたつ巨大な幹。

　頭上はあまりにも高く、そして大量の葉が生い茂っている。

「この幹の内側をくり抜いたら、人間の都市一つがすっぽり収まりそうですわ」

　木の幹に触れるのは金髪の大天使。

「しかし信じられない。これが召喚された災厄だなんて……」

『え、ええ。そのはずなのですが』

　ナスターシャの声が濁る。

『ごめんなさい、私にも説明のしようがありません。これが精霊だなんて……こんな大きくて質量があって。何よりも「声」を感じないんです』

　足下の葉をナスターシャが慎重な手つきで触れる。

　感触を何度も何度も確かめて。

『レン様、精霊の声は？』

「……いや。俺おれもさっぱりだ」

　レンも気にかけていた点だ。

　この大樹が精霊の一種というのなら精霊の声が聞こえるはず。むしろ、これだけ大きいのだから嫌でも聞こえるくらいの大声量であっておかしくないのに。

『やっぱりダメです。この存在は、たとえ精霊であっても私の理解を超えています』

　焦こげ色の大樹へ。

　ナスターシャが、おそるおそる表面の皮に耳を押しあてる。

「レン。どうするんだコイツを？」

　コツン、と樹の幹を拳こぶしで叩たたくのはキリシェだ。

「こんな動かない樹なら燃やすなり壊すなり、手段はありそうだが」

「……精霊の女王シイエラミリスがいるはずなんだ」

　ここで囚とらわれの身になっている。

　フィオラや時の始原精霊カナンの言葉を信じるならば間違いないだろう。

「精霊の女王シイエラミリスの姿は俺が知ってる。あの時は時の始原精霊カナンが変身してただけだけど」

　どこかに囚われているのだ。

　上空から見下ろした時に唯一目についたのがこの大樹である。精霊の女王シイエラミリスの姿があれば嫌でも目に入っているはずだが。

『ウエ』

『シィエラミリス、ウエ……！』

　背中と足首に、感触。

　火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノームとが、レンにしがみつく形で顕けん現げんした。

　──精霊の怯おびえ。

　土の始原精霊ノームはレンの足首にしがみついているのだが足元の葉には降りようとせず、火の始原精霊サラマンダーも幹に触れることを頑かたくなに拒んでいる。

　この大樹こそが終しゆう焉えんの精霊であるからだろう。

「精霊の女王シイエラミリスはこの上か……登るしかないよな。これだけ大きな幹だし、そこら中に蔓つるも絡まってるから足場には不自由しないか」

「ねえレン」

　不意に、今まで黙っていたエリーゼが地表に接した根元を指さした。

　針のように突き刺す視線で。

「あそこ」

「……え？」

「あんなのさっきまでなかったよね。根っこ、膨ふくらんでる」

　フィオリアの樹──レンの立つ葉から見れば二十メートル以上は下だろう。

　そんな離れた位置まで警けい戒かいしていたエリーゼの観察眼は流石さすがというほかないが、レンの目から見てもソレは明らかに異常と言えた。

　隆起する瘤こぶ。

　人間で言うなら血豆だろうか。もともとレンの背丈よりも太かった根が、ドクンドクンと脈動を始めていたのだ。

「……良い予感はしないな」

「近づく理由もないから放置でいいよね。とにかく精霊の女王シイエラミリスってのが捕まってるから、登っていけばいいんでしょ？」

　飛び上がるエリーゼ。

　幹の窪くぼみに足をかけて、そこに伝う蔓つるを早速よじのぼっていく。

「うん、この蔓がいいね。ぐるぐる幹に巻きついてるから螺ら旋せん階段みたい。蔓の上を走っていけば頂上まで着くんじゃない？　ほらレンもおいでってば」

　エリーゼに続いて蔓をよじのぼる。

　蔓の太さだけでも神性都市の通路幅ほどあるだろう。レンとエリーゼが横に並んで走ってもまだ余裕がある。さらにキリシェとフィアが飛び乗ってもビクともしないのだから、まさに塔の外壁に取りつけられた螺旋階段だ。

「規模が違いすぎて感覚がおかしくなりそうだな……」

　幹に絡みついた蔓を足場にして走りだす。

　蔓の表面は光沢のある金属質で、ところどころが氷のように滑なめらか。足を踏み外せば、真っ逆さまに大樹から滑りおちることだろう。

「レン」

　後方から叫ぶキリシェ。

「一つ確認したい。あのフィオラとかいう沈黙機関は？」

「たぶん俺おれたちより上部にいるんじゃないかな」

「……奴やつを野放しにして平気だと？」

「精霊の女王シイエラミリスを解放するって部分は俺たちと同じ目的だから。味方ってわけじゃないけど襲おそってくることはないと思う」

　命を賭したミスティの執しゆう念ねんがフィオラを動かした。

　そしてそんな彼女ミステイを変えたのはきっと黄金の夜明けヴイーナスライトなのだ。歴史に残ることではないかもしれないが、それはレンや英勇エルラインにも成しえなかったことだ。

　……団長もエリエスもどうか無事で。

　……もう少しなんだ。

「ねえレン？」

　先頭を走るエリーゼがふり返った。

「さっきのフィオラとかいう沈黙機関だけどさ、アタシらより上に登ってるなら先に精霊の女王シイエラミリスを助けて、災厄の根源ってのも先に倒したりしないかな」

「フィオラ自身はそのつもりだと思う」

　もう樹の頂上までたどり着いていてもおかしくはないだろう。

「だけどエリーゼさ」

「うん」

「灰かぶりの町で時の始原精霊カナンと戦ったろ。精霊の女王シイエラミリスに変身した時、どうだった？」

「…………」

　エリーゼが跳ぶ。

　二本の蔓つるが絡みあった箇所を軽々と飛びこえて、先代魔王はいつになく真剣な口ぶりでこう言った。

「『あ、これヤバイ』って思った」

「強さが？」

「そそ。アタシ一人なら逃げることしか考えなかったね」

　レンとエリーゼ二人がかりでも精霊の女王シイエラミリスには傷一つ与えられなかった。

　時の始原精霊カナンに勝ったのは、時の始原精霊カナンがわずかな一時とはいえ正気に戻ったことで変身が解けたからだ。

「そんな精霊の女王シイエラミリスが勝てなかったんだ。俺おれたちが今から戦おうとしてる相手は」

「…………」

　こちらの意図を察したエリーゼが押し黙る。

　精霊の女王シイエラミリスでさえ及ばなかったのが終しゆう焉えんの精霊だとするのなら、沈黙機関フィオラでも対抗できるとは断言しがたい。

「……とにかく上に向かおう」

　熱を帯びたレンの身体からだに汗が浮きでる。

　それだけ螺ら旋せん階段状の蔓を走ってきたはずなのだ。目線の先には、幹から分岐した枝がいくつも空へ向かって伸びている。

　じき、自分たちの高さも雲まで到達するだろう。

『葉が生い茂る高さまで登ってきました。あとちょっと……というと言い過ぎかもしれませんが、少なくとも半分は登ってきたと思います』

「自然の樹だと枝や葉っぱに害虫がついてるものですが、これはどうでしょうか」

『ひぇっ!?　ど、どういう意味ですかフィア様っ』

「何が出てきても不思議ではありません。登ることだけに気を取られることなく警けい戒かいして進むべきでしょうね」

　走りながらも、フィアの視線は常に周囲を覗うかがっていた。

「なにしろ葉の一枚一枚が私たちより大きいのです。幹の陰や葉の裏側にも何かが潜ひそんで襲おそってきてもおかしくありません。……キリシェ？」

「────」

　フィアが問いかけたのは、無言で地表を見下ろしていた竜りゆう姫ひめだった。

「どうしました。何か思いあたるものでも」

「なくなっている」

　足場である蔓つるから身を乗りだして、竜の少女が地表を指さした。

　この高度ゆえレンの視力ではぼんやりとしか映らないが、竜の眼にはハッキリと地表の様子が映っているのだろう。

「エリーゼが見つけた根っこの膨ふくらみ。それがなくなっている」

「あ、ホントだ破は裂れつした痕あとがあるね。アタシたちがここまで走ってきた間にかな」

　キリシェの指さす先をじっと凝視する先代魔王。

　その喉のど元が、小さく唸うなった。

「ん？　この揺れは……」

　足下を伝ってくる微震に気づいたエリーゼが屈かがみこみ、蔓の表面に指先で触れた。

「足音かも」

『レン様っ！』

　腕にしがみついてくるナスターシャ。

『あ、あそこです！　何ですかあの気味悪いの……！』

「竜……いや虫なのか？」

　極ごく彩さい色しきの怪物だった。

　地竜の頭を平たく潰したような外観に、小刻みに動く拗ねじくれた八本の脚は蜘く蛛ものよう。

　竜とも虫ともつかない外観。

　そしてあの異様な極彩色は何だ。赤に青に茶に紫に……玉虫色と呼ぶべきところだが、怪物のソレはむしろ、あらゆる色が調和を嫌った末の奇怪な斑まだら模様だ。ここまで不気味な姿も、そして色味も見たことがない。

「キマイラ……あらゆる徊かい獣じゆうの混成をそう呼びますが、あれほど奇怪に組み合わさったものを見るのは私も初めてです」

　フィアの言葉にまじる嫌悪感。

「終しゆう焉えんの精霊から生まれたのでしょうね」

「あの根っこの瘤こぶだな。わたしたちが見た時にも膨ふくらんでいたが、アイツが内部で育っていたというのなら、ようやく化けの皮が剝はがれたというわけだ」

　奇怪な怪物をキリシェが睨にらみつける。

　自然の大樹のような外観ではあるが、その本性が今ここで露あらわになったと言えるだろう。やはりこの樹は、世界に終焉をもたらす災厄の具現だったのだ。

『で、でもレン様……数がとんでもないです！』

　一体ではなかった。

　あらゆるペンキを塗りたくったような極ごく彩さい色しきのキマイラが、キリシェの指さした位置の下方から次々と幹を伝って登ってくる。

　キマイラの群体。

　十や二十どころではない。その影によって幹が埋うめつくされていくではないか。

『こっちに来ます！』

「待てナスターシャ。狙ねらいは俺おれたちじゃない」

　八本足のキマイラが、幹に爪を引っかけて恐ろしい速度で登ってくる。

　だがその向かう先は自分たちではなかった。

　頂上へ。

　中間で立ち止まる気はないと言わんばかりに、見向きもせずにあっという間にレンたちの頭上へと消えていってしまう。

「頂上で待ち受けてるってことか」

「ええ。しかも、今ので終わりではないようですよ。レン、ほらあそこ」

「……なんだっ!?」

　フィアが指さしたのは、自分たちから見てすぐ真下の幹。

　──隆起する瘤。

　あのキマイラの卵ともいうべき腫しゆ瘤りゆうが、あのキマイラたちが通過した痕あとの幹にビッシリと生まれていたのだ。

「自己増殖する力があるのでしょうね。一体が二体に、二体が四体に。終焉の精霊から分岐した末端の細胞だとは思いますが」

「こんなのがもうすぐ世界に顕けん現げんするってのかよ……」

「人間の都市なら一晩で壊滅でしょうね。城壁や門で蓋をしても平気で食い破るくらいの力はありそうですし」

　真顔のフィアが肩をすくめてみせた。

　人間の都市が各地で襲おそわれて、いずれ天界や冥めい界かいにまで侵攻していく。その光景が苦もなく想像できてしまう。

「レン、それでどうするの？　あの幹にできた瘤こぶ、また破は裂れつすると思うけど」

　エリーゼが、ぱっと身を躍らせて先頭へ。

　軽やかな足取りで蔓つるを蹴る。

「増えれば増えるだけ厄介だろうし。とにかく登るのが先決じゃない？」

「ああ。だけど気をつけろよ。あのキマイラ、一匹くらい幹とかの裏に隠れてるかもしれないんだから」

「もちろん」

　葉の生い茂る枝をかいくぐりながら、蔓を伝って樹上を進む。しかし登りだして早々に、先頭を走っていたエリーゼが足を止めた。

「レンあそこ。今、光った」

「え？」

「ほら。あ、また。さっきよりも強い光」

　枝が複雑に絡まりあった先、無数の葉が生い茂っている奥を指さして。

「いま一瞬だけ空気がブレたね。空間の歪ゆがみがここまで届いたもん。法力は感じないけど、かなり強い力が作用したはず」

『私も同様の波長を感じました。精霊の力とよく似ています』

　エリーゼとナスターシャが見上げる先は、ここからそれほど離れていない。急いで走れば数分程度で登っていける。

「さっきの群体かもね。あそこで何をしてるかわかんないけど」

「……覚悟して登るしかないよな」

　エリーゼと並走して蔓の上を走りだす。

　壁のように入り組んだ枝を潜くぐりぬけて、葉のスキマに身体からだを入れてすり抜けて、さらに大樹の上部へ。

　そこで、ぱっと視界が拓ひらけた。

　──踊り場。

　レンを待っていたのは、螺ら旋せん階段上の踊り場を想起させる樹上の広場だった。

　枝と枝とが重なり合って足場を形成し、さらに落ち葉がつもって絨じゆう毯たんのかわりのようになっている。

「フィオラ？」

『ようやくか』

　六枚翼の少女が、悠然と踊り場でふり向いた。

「……俺おれたちを待ってたのか？」

『目め障ざわりな障害を排除していた。そこに貴様がやってきただけの話だ』

　視線でフィオラが促すその先に。

　見覚えある極ごく彩さい色しきの欠片かけらが、うずたかく積もるように散乱していた。昆虫の甲殻に似た光沢のある破片。

「さっきのキマイラか！」

『この樹を徘はい徊かいする兵だ。頂上を目指す者に反応して際限なく生まれ続ける』

「……知ってたのかよ」

『囚とらわれる直前の精霊の女王シイエラミリスからな』

　戦闘はこの直前に終わったのだろう。

　さっきの光がそうだとすれば、戦闘後数十秒と経たっていないかもしれない。レンの前で今ようやくキマイラの残ざん滓しが消え始めたからだ。

『終しゆう焉えんの精霊から分化した成れの果てだが、こいつらが世界に飛びだせば増殖を止める手段はない。精霊の女王シイエラミリスはそれを知ったからこそ、この空間で終焉の精霊に挑んだ』

　そして囚われの身になったのだろう。

　だが精霊の女王シイエラミリスが動かなければ、神かみ代よの時代で世界は終わっていたかもしれない。

「フィオラ？」

　この沈黙機関の少女は、自分たちよりずっと早く頂上へと登っていた。

　それはつまり。

「俺おれたちの代わりに、こいつらを相手するために……？」

『勘かん違いも甚はなはだしい』

　ぴしゃりと言葉を断ちきるフィオラ。

『目め障ざわりだから排除したと言った。それ以外の意図はない』

　それ以上多くは語ろうとせずに、六枚翼の少女が前方を顎あごで指ししめした。

　その先にレンもふり向いて。

　葉と葉の間から差しこむ光が、まぶたに触れた。

　幻想的な真白い光。

　……空はあんなに真っ赤だったのに。

　……この木漏れ日は、とてつもなく澄すんでいる？

『間もなくだ』

　木漏れ日を見上げるフィオラの呟つぶやき。

『この先に樹の天てつ辺ぺんがある。具体的なものは私も見当つかないが、この図ずう体たいのでかい樹の核にあたるものが存在するはず』

「心臓部か」

『破壊すれば終焉の精霊は死滅する。おそらく精霊の女王シイエラミリスを解放する唯一の手段だ』

　敷きつめられた葉の上で、フィオラが木漏れ日の方へと歩きだす。

　光の泉。

　踊り場のなかで木漏れ日が重なった先に、再び上部へ登るための蔓つるがある。そこへ向かおうとした沈黙機関の首領がふと顔を上げて。

　その目を、見ひらいた。

『…………馬鹿な……なぜお前が……？』

　ぴちゃん、と跳ねる水みず飛沫しぶき。

　フィオラの立つ光の泉から、波紋を広げながら何かが浮かびあがってきた。

　その姿を前にして。

「シィエラミリス!?」

　レンとエリーゼ、そしてフィオラの声が重なった。

　それは深い海色の髪をした精霊だった。

　フィオラに似た翼つばさをもち、上半身は精霊カナンと同じ少女の姿。

　下半身は水の始原精霊ウンデイーネのような液体状で、その足下からは泉がわき出るように無数の飛沫が噴ふき上がっている。

　……灰かぶりの町で見た精霊シィエラミリスとそっくりだ。

　……時の始原精霊カナンが変身したものとまるで同じ。

　たった一つ違いがあるとすれば。

　その女王が、全身を縛いましめられているということだろう。




　茨いばらの十字架に張りつけられた、精霊の女王シイエラミリス。




『シィエラミリス！』

　精霊の女王シイエラミリスに向かってフィオラが手を伸ばす。

　その手に向かって、鋭えい利り極まりない棘いばらつきの蔓が絡みついた。

『ダメ……逃…………ゲ………………！』

　口元まで茨に覆おおわれた精霊の目から、光が消える。

　既視感。

　灰かぶりの町の時の始原精霊カナンに、レンはこれとまるで同じ現象を目撃したことがある。だからこそレンは咄とつ嗟さにフィオラに向かって叫んでいた。

『シィエラ──』

「近づくな！　精霊の女王シイエラミリスは操られてる！」

　十字架を背負った精霊の女王シイエラミリスの胸元に、光り輝かがやく環わが生まれた。

　慈悲なき波動。共に世界の創世を見守ってきた仲間から放たれた閃せん光こうを浴びて、翼もつ少女の上体が大きく崩れる。

『ぐっ……』

　沈黙機関の首領フィオラが初めて露あらわにする狼ろう狽ばい。

　と同時に、その相そう貌ぼうは喩たとえようのない憤怒の激情に塗り替えられていた。

『────終しゆう焉えんの精霊！』

　翼つばさもつ少女の激げき昂こう。

『貴様……貴様の罪業は万死に値するぞっ！』

　六枚の翼でもってフィオラが精霊の女王シイエラミリスの光を受けとめる。

　力の相そう殺さい。

　強大な精霊の波長がせめぎ合い、その衝撃の余波に煽あおられて真精フィオリアの樹の枝が激しくふるえる。

『そして待っていろ。すぐにその醜い呪じゆ縛ばくから解放してやる……！』

　声をふるわせるフィオラと、呪縛によって意識を失った精霊の女王シイエラミリス。

　両者の身体からだには細かい無数の傷が刻まれていた。

　フィオラと精霊の女王シイエラミリス、あまりにも強烈な力がぶつかりあったが為ために、力の中心地点にいた両者も無傷では済まなかったのだろう。

　囚とらわれた者と解放せんとする者。

　そのどちらもが傷つく姿はあまりにも惨むごたらしい光景だ。

「レン、あれが精霊の女王シイエラミリスか？」

　眉をひそめてキリシェが目つきを鋭するどくした。

「どういうことだ。わたしはてっきり精霊の女王シイエラミリスはこの頂上にいるものとばかり。なぜこんな中途に現れる!?」

『あ、あの……さっき彼女フイオラが言ってたことと関係あるのかと！』

　沈黙機関を指さすナスターシャ。

『樹の頂上に、終焉の精霊の中枢部があるんです。あの木漏れ日の差しこんでる先！……その予測が当たっているんだと思います！　ですから捕らえた精霊の女王シイエラミリスを最後の門番に使し役えきしてるのかと」

　これほど強力な手駒は他にいまい。

　……時の始原精霊カナンの時と似た洗脳だとすれば。

　……精霊の女王シイエラミリスを縛りつけてる茨いばらの十字架を壊せば洗脳は解けるはず。

　一瞬そう考えて。

　だがレンは、すぐにそれを頭の隅へ押しやった。

「エリーゼはどう思う」

「キツイね。たぶん無理、時の始原精霊カナンと同じようにはいかないでしょ」

　エリーゼも同じ結論にいたっていたのだろう。

　その押し殺した口調に淀よどみがない。

「相手があの精霊の女王シイエラミリスでしょ。まず正攻法で抑えつけられる気がしない。できたとしても精一杯だろうね。余力なんか残らない。それじゃあ天てつ辺ぺんにいる終しゆう焉えんの精霊の思うツボってことだろうし」

「────フィオラ！」

　張りつめた空気を突きやぶる。

　背を向ける少女の名を呼ぶや、レンは一直線に木漏れ日の方角へと駆けだした。

「お前ならここで足止めできる。そうだろ！」

『なにっ？』

「精霊の女王シイエラミリスの洗脳をここで解く必要なんてない。俺おれたちが天辺に登る。その先で終焉の精霊を倒せばいい話だ。それまで食い止めろ！」

『お前が……!?』

　精霊の女王シイエラミリスの十字架から伸びる茨いばらの蔓つる。

　その先端を翼つばさで打ち返したフィオラが、背を向けたまま声を張りあげた。

『災厄を倒すと!?』

「そうしなきゃ何も始まらない。始まらないまま世界が終わるだけだ」

『…………』

「迷ってたってお前も精霊の女王シイエラミリスも傷つけ合うだけだ。それが嫌なら動け！」

　精霊の女王シイエラミリスが立ちはだかる木漏れ日の先へ。

　上へと繫つながる蔓へとレンが飛び乗ったその動きに、今までフィオラを凝視していた精霊がぐるりとふり向いた。

　十字架にかけられた精霊。

　その両手に、光の糸を紡つむいだ楽譜フルスコアが現れる。

　レンの知るかぎり、この円環模様をつくり出すのは精霊の女王シイエラミリスと沈黙機関フィオラのみ。そしてこれこそが両者の奥義でもある。

『レン様！』

　ナスターシャの悲鳴に混じる轟ごう音おん。

　レンの眼前にせりあがるのは、原初の海より興りし潮う流みの波動だった。

　──詩し篇へん『世界再誕の潮う流み』。

　──詩篇『世界創世の残り火』。

　激しき閃せん光こうが生じる。

　レンに襲おそいかかる原初の潮う流みとぶつかったのは原初の炎だ。

　二つの大いなる波動が絡まり、せめぎ合い、真精の樹の枝さえも折り曲げる極大の衝撃となって破は裂れつした。

『一度だけだ』

　たちこめる霧のなか。

　その手に楽譜フルスコアを生みだしたフィオラが、木漏れ日の先を指さした。

『貴様の口車に乗ってやる。行け』

「────」

　返す言葉など欲していない。

　ただひたすらに登れと緋ひ色いろの眼まな差ざしが告つげてくる。ゆえにレンは、ただ全力で蔓つるの螺ら旋せん階段を駆け上がった。

　それに続く三さん大だい姫ひとナスターシャ。

「っ、眩しい!?」

　登るにつれて木漏れ日が強さを増していく。

　その光の断片を目にうけて、金髪の大天使が小さく悲鳴を上げた。

「……噓うそでしょう。天使わたしが『眩まぶしい』だなんて……こんなこと。天界の光を浴びたって心地よいとしか感じないのに」

「嫌な光だ」

　キリシェが目を細める仕草。

　眩しさに足下さえおぼつかないのか、蔓を駆ける速度をわずかに鈍らせて。

「光の強さ自体は大したことがないのに……何だこれは。身体からだの表面が焼けるように熱い。その反面、身体の芯が凍っていくような悪寒がする」

「どう見ても太陽の光じゃないよね。白すぎる」

　木漏れ日に触れることを極力避けるためだろう。

　頭上の葉でできた日陰を、浮島のように選んでエリーゼが跳び渡っていく。

『────』

「ナスターシャ？」

　世界録アンコールの住人が、自分の肩を抱きかかえるようにして俯うつむいていた。無言で。その華きや奢しやな身体を小刻みにふるわせて。

『寒いです……すごく寒い…………怖いくらいに……』

「寒い？」

『とても冷たい波動が漂ただよっているんです。灰かぶりの町でも少しだけ感じましたが、ここは今までで一番強いです』

　灰かぶりの町カナンに積もる灰は、終しゆう焉えんの精霊が召喚された際に放出した力が物質化したものだったという。

　……ならここに満ちているのは。

　……その灰が物質化する前の、終焉の精霊の力そのものか。

　しかしナスターシャの寒がり方はかなり深刻だ。これより上に彼女が登ることは難しいだろうか。レンがそう判断しかけた矢先に。

『コッチ』

『オイデ』

『ひぃあっ？』

　髪の毛を引っ張られてナスターシャがのけぞった。

　そこに抱きつくのが土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダー。二体の精霊に挟まれた小人がワケもわからず悲鳴を上げる。

『な、なんですかぁぁぁっ………………あ？……あれ……温かいかも』

　打って変わって小人が落ちつきを取り戻した。

　火の始原精霊サラマンダーの炎か。それとも精霊同士が寄りそうことで人間のように体温を維持することができるのか。

『……あの……レン様、取り乱して申し訳ありません。少し楽になりました』

「行けるか？」

『は、はい。もちろんお伴ともします！』

　世界録アンコールの住人が大きく翼つばさを広げてみせた。

　螺ら旋せん階段の終わりへ。

　大樹の頂点。

　木漏れ日となる光の生まれる広場が、そこに。

　真精「フィオリアの樹」の天てつ辺ぺん。そこは樹であり瑞みず々みずしき森であり、そして見渡すかぎりの広大な庭だった。




　蒼あおの庭園──




　地面にあたるのは真っ青な落ち葉。

　紫を帯びた蒼い草花が落ち葉の隙間から生えていて、その茂みに生えているのは薔ば薇らも、実る果実もすべてが蒼。

「いくら何でも気味悪すぎだろ、この色は……」

　人工的なほどに蒼い。

　植物といえば緑を真っ先に思い浮かべ、次に紅葉のような黄色から赤のグラデーションを想起するものだが。

　この見渡すかぎりの庭園は、そんなレンの常識を一切無視した蒼一色に染まっていた。

「ここが大樹の天辺っていうのも信じがたいな。これ以上登る場所も見あたらないけど、こんなに拓ひらけた空き地で、しかも上から陽が注いでるんだから」

　異常と言うほかない。

　自分たちが上空から大コ樹レを見た時に、こんな場所はなかったはずなのだ。

「常識が通用しない場所ってのは覚悟してたつもりだけどさ……」

　見たこともない桁外れの大樹。

　その頂上には、空からは見えないとてつもなく広大な庭があり、さらにその庭は気味が悪いほど鮮やかな蒼あお一色に染まっている。

「……一応このあたりが真ん中か」

　霞かすむほど先の地平線に茂みが見渡せるが、おそらくレンの立っている場所が庭園の中心なのだろう。

　理由は明確。

　真っ白な光が一筋、落ち葉のつもった地面に当たっているから。

「エリーゼの言うとおりだよ。この光だけ異様に白すぎる」

　蒼一色の庭園で、この光の差した地面だけが真っ白に染まっている。白のペンキで塗りつぶしたような白だ。自然の光とは思えない。

『レン様、その光は危ないような……』

「ここ以外にないんだよ。何かあるとすればコレだろ」

　意を決して光に手を伸ばす。

　光に触れた瞬間に指先が蒸発するかもしれない。なかばその覚悟で光に触れる。手首までを光に晒さらして一秒がたち、二秒が経過していく。

　熱くない。

　皮膚に変化があるわけでもない。

　……だけど何だ。

　……この妙な胸騒ぎ。

　光に触れた途端に、まるで誰だれかに心臓を鷲わしづかみにされたような圧迫感……気のせいか。しかし錯覚だとすればこの息苦しさが説明できない。

「全然、熱いわけじゃないし変な感じもしない。ただ──」

　変な胸騒ぎがする。

　言いかけたレンの目の前で、降りそそぐ真白き光が音を立てて弾はじけとんだ。




　膨ふくれあがる光。




　天からではなくレンの足下。

　無数に降り積もった真っ青な落ち葉を空高くへ吹き飛ばし、白い光が間かん欠けつ泉せんのごとく噴出したのだ。

『な、なんですかこの光……違う。光のようで光じゃないです!?』

「っ……これは!?」

　ナスターシャが悲鳴を上げるなか、レンは後ろへと跳んでいた。

　大いなる煌きらめきの放射。

　背筋を凍らせる冷たい威光。大天使フィアが「眩まぶしい」と言った言葉の意味をレンはようやく理解した。

　……そうだ、俺おれはこの光に似たものを見たことがあったじゃないか。

　……冥めい界かいの魔王宮でだ。

　霊獣ディスカントの放った光によく似ている。

　魔王ヴェルサレムが『否定の光』と呼んだあの輝かがやきは、触れた人間を自在に屈服させ、魔王の半身を焼きつくした。

　あの光だ。

　あの時の光を何万倍、何億倍と凝ぎよう縮しゆくしたもの。だとすればこの輝きの正体は。

「精霊の波動か！」

　光のかたちをした精霊の力そのもの。

　だが問題は、それが何の精霊の力なのかということだ。

　……雪のように白い光。

　……灰かぶりの町カナンの灰もそうだ。真っ白くて雪のようだった。

　終しゆう焉えんの精霊の灰。

　それと同じ光がこの場で噴ふき上がった。その意味は────

　ギチッ、と空間が軋きしんだ音を立てた瞬間、地面であったものが大きくブレた。屈かがみこみ、転落しそうになるのをがむしゃらに耐える。

『力……い、嫌っ！　とてつもない力が浮かびあがってきます！』

　積もっていた落ち葉がことごとく吹き飛んで。

　ぽっかりと空いた空白の穴。はるか下、眺めるだけで意識が吸いこまれそうなほどの底の底に、ぼうっと白い何かが映った。

　ぞくっ。

　痛みにも近い寒気がレンの全身を駆けめぐっていく。

　悪寒ではない。恐怖とも違う。

　そんなありきたりの概念と一線を画す、より高次で形容しかねる類たぐいの寒気。

「……来るぞ！」

　とてつもない、途方もない何か。




　ソレは大樹の幹の内部から、庭園の底を突きやぶって現れた。




　乳白色に近く、それでいて透明感のある白光。

　降りそそぐ光と同色。

　灰かぶりの町に降りそそぎ、時の始原精霊カナンを狂わせた灰と同じ色。

　それもそのはず。自分たちの目の前にいる存在は、そんな光と灰を無限に放出し続ける元凶そのものなのだから。

「コイツが……」

　フィオラの言葉を借りるのならば、世界の終わりという事象そのもの。

　真精「フィオリアの樹」。

　終しゆう焉えんの精霊。

　あるいはただ単に災厄と、そう呼ばれるモノがそこにいた。

『■■■……■■……』

　一対の翼つばさを生やした真白い怪物。

　大きさは、キリシェの天てん銀ぎん竜りゆうの姿より一回り小さいほどだろうか。

　竜を想おもわせる三角形の頭部に、胴体は魔王ヴェルサレムのように全身に棘いばらが生えており、さらに背中には天使のような羽毛に覆おおわれた翼がある。

　……竜と悪魔と天使と。

　……まるでその三体の混成……いや、その逆か！

　三種族が混成したのではない。

　目の前の怪物から三種族が分化したのだ。この世界に召喚された招かれざるモノたちの、その源流にいたる外世界の精霊。

「俺おれさ、少しだけ神性都市のことがわかった気がするよ」

　至いと高たかき光。

　まるで太陽そのもの。目を細めてもなお眩まぶしい。淡い光をうっすらと放つ精霊たちと比べて、なんと神こう々ごうしい輝かがやきだろう。

　神性都市は、この大いなる輝きに魅入られたのだ。

「コイツに執しゆう着ちやくする気持ちがさ。こんなのを召喚できたら精霊も三種族も必要ない。この一体で世界のすべてが手に入る」

「レン。お前も精霊よりこのバケモノを選ぶと？」

「まさか」

　真剣極まりない口調のキリシェに、レンはあえて大げさに肩をすくめてみせた。

　動かざる精霊から決して目を離さぬまま。

「神性都市の気持ちもわかる。だけどやっぱり違うんだよ。こんな大きすぎる力に寄りそったら終わりだ。人間の成長はそこで止まる……だから抗うのさ！」

　絶望とは──

　何一つ希望がないことを指すのではない。

　何一つ希望を持たなくていい。その甘美な「停滞」こそが真の絶望なのだ。

「俺おれはコイツがしたことを忘れない。時の始原精霊カナンがあんなにも苦しみながら操られてた。精霊の女王シイエラミリスもそうさ。だからさっさと終わらせる」

　霊剣ヴィエルジュを両手で握りしめる。

「同感だな。この白ずくめからはわたしの嫌いな臭においしかしない」

「ええまったく。強すぎる光など闇よりも邪悪ですわ」

「まずまず面倒くさそうだけどね。……ったく。引退した魔王アタシにこんな厄介ごと押しつけて。現魔王おとうとは気楽なもんだよ」

　見渡すかぎり蒼あおに染まった庭園で。

　光の差す怪物がゆっくりと浮かびあがった。

　膨ふくれあがる重圧感。

　それが破壊の波動となって大波のごとく押し寄せた。不可視の波。それをレンが認識できたのは、庭園に積もる落ち葉が目の前で次々と崩れていったからだ。

　一枚一枚がレンの背丈より巨大な葉。

　それが埃ほこりか塵ちり芥あくたのごとく軽々と浮かびあがり、破壊の波動を受けて木こっ端ぱ微み塵じんに砕かれていく。

『アブナイ！』

　せり上がる巨大な影。土の始原精霊ノームが生成した鉱巨人ゴーレムが四体、その場でレンたちを覆おおう巨大な壁として立ち上がった。

　ピシリッ

　強固な鉱物を圧おし固めて生成された巨人に、亀き裂れつ。

　生まれたヒビが大きく拡張したと思った時には、無数の瓦が礫れきと化した鉱巨人ゴーレムの破片がレンの頭上にのしかかった。

「──ぐっ」

　慌てて後退するレンたちの眼前で、鉱巨人ゴーレムが膨大な土砂に還かえっていく。

　恐るべきは鉱巨人ゴーレムが砕けたことではない。

　……土の始原精霊ノームが命令すれば鉱巨人ゴーレムは何度だって復元できるはずなんだ。

　……なのに復元しなかった。

　間に合わなかったのだ。土の始原精霊ノームによる復元よりも、鉱巨人ゴーレムが原形を留とどめぬほどにまで破壊される速度が勝っていたに違いない。

「ナスターシャ！」

　この場でもっとも非力な小人を呼びよせる。

「精霊と一緒に俺の背中に隠れてろ。絶対に顔を出すな」

『は、はい！』

「わかっていたつもりだったけどな……なにが精霊だ。ただの暴虐の化身だろうが」

　恐るべきは。

　終しゆう焉えんの精霊が何もしていないということだ。

　強大な法力を宿した竜や悪魔は、法術を発する時に人間のように長大な儀礼を要しない。ただ一言、言こと霊だまを発するだけで桁外れの法術を起動できる。

　だがこの怪物は、言霊さえ発していなかった。

　──睨にらまれた。

　その殺気が現実の事象となり、轟ごう々ごうとほとばしる衝撃として押し寄せてきたのだ。

『■■……■……』

　白き精霊が天を仰あおいだ。

　わずかに顔を上げ、折りたたんでいた翼つばさを広げて停止する。

　だが何をする気だ？

　竜であれば息吹ブレスのために息を蓄たくわえるか身構える。

　天使か悪魔なら法術を発動するための円環が生まれるだろう。

　沈黙機関フィオラや精霊の女王シイエラミリスも、力の発動に際して楽譜フルスコアを具現化させた。

　しかし終焉の精霊には何の変化もない。

　眩まぶしき光を放出するだけで、その周囲に何か特別なものが現れることもない。

「あいにくと──」

　黒い風が吹きあれた。

　漆しつ黒こくの障しよう気きが気流となって渦をまく中で、褐かつ色しよくの肌をした麗うるわしき悪魔が顕けん現げんする。

「妾わらわはそう気長ではない。そして敵ヤツの動きを待つ義理もない」

　先代魔王エリゼリス・ディ・マリアブレイズ。膨大な法力の消費と引き替えにエリーゼがかつての姿を取り戻す。

「最速で潰す」

「同感ですね。相手パートナーに合わせるのは舞踏ダンスだけで十分です」

　拳こぶしを握りしめるのは大天使フィアである。さらに冥めい鎗そうを取りだす先代魔王エリゼリス。

　そして竜りゆう姫ひめキリシェもまた既に地を蹴っていた。

「レン」

「……ああ！」

　霊剣ヴィエルジュを構えてキリシェと並走。

　巨夢魔オルネート戦では、一方的に襲しゆう撃げきされて大だい法ほう術じゆつで全滅しかけた苦い記憶がある。

　たとえ相手の力が未知であったとしても、様子見を選んで事態が好転することは絶対にありえないと断言できる。

　……反撃を浴びる危険なんて承知の上だ。

　……それでも俺おれが持ってる武器は剣コレだけだから。

　竜ほどもある巨体の精霊に接近戦を挑み、レンは走った。

「火の始原精霊サラマンダー！」

　背中にしがみつく精霊の名を叫ぶ。

　火の秘奥によって刀身に灯ともった煌きらめきは、この世界の始原に存在した原初の火である。

　精霊の炎たる「世界創世の残り火」。

　無限に転生をくり返す巨夢魔オルネートをも打ち倒した。レンが想起イメージするなかで紛まぎれもなく最大の力である。

　……だが。

　レンと三さん大だい姫ひと精霊たち。庭園に集まりし諸もろ人びとが──

　歌を聴いたのは、その確信の直後であった。




　──終わりの単旋律聖歌プレインチヤント。




　時に「詠唱」と。

　時に「祈り」とも呼ばれるソレは、かつてレンが聞いたあらゆる讃さん歌かよりも澄すみわたり、美しい声と響きをもって庭園に深く深く浸しん透とうしていった。

　炎のように大気を焦こがすことなく。

　氷のように地表を凍いてつかせることもない。

　歌は「聴く」もの。

　攻撃という概念からもっとも遠い。ゆえに「耐える」ことも「躱かわす」こともできない。

　だからこそ聖歌チヤントは。

　もっとも心地良いままに、その場に集う諸人に等しく「破滅」をもたらした。




　悲鳴が、上がる。




　断末魔だったのかもわからない。

　誰だれが叫んだのだろう。自レ分ンや三大姫の誰かだろうか、あるいは精霊たちか。それさえもわからぬまま。

「────」

　レンは、蒼あおき庭園に倒れ伏ふしていた。

　…………なん……だ。

　……いま……俺は…………何を……浴びたんだ？

　気づけば霊剣さえ手放して倒れていた。

　身体からだに外傷がないことは感覚でわかる。だが心臓が張り裂けそうなほど収縮をくり返し、激痛が骨の髄からにじみ出るように襲おそってくる。

「……っ……か……」

　喉のどの奥から生暖かいものが溢あふれだす。

　敷きつめられた落ち葉を赤く染める。皮肉にも、その鮮やかな色の衝撃がレンの意識を覚かく醒せいさせた。

　──自分は攻撃を受けたのだ、と。

　自分の吐血を見てようやく気づいた。

　だが今のはいったい何だ。自分はどうして倒れたのだ。

「……おまえら？」

　膝ひざをつくレンの足下で土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーと、そしてナスターシャが同じように顔を上げて身体を起こしかけていた。

『レン様……今の……ご無事でした、か…………』

　掠かすれた声のナスターシャ。

　その身体の光が点滅をくり返して希薄になりつつある。沈黙機関ミスティと同じ現象だ。受けた負傷によって身体を保てなくなりつつある。

『……精霊の聖歌チヤント。あれほど攻撃的な言こと霊だまは、過去に観測された記録がありません』

「動いて平気なのかよ」

『喋しやべってないと……意識、消えちゃいそうですから』

　気丈な笑みを浮かべる小人。

『あの歌は、聴く者の波長を崩ほう壊かいさせます……霊的波動体である私はこれでも軽傷ですが、人間レンさまは浴びた瞬間に霊魂が消滅しておかしくなかった……』

「……事実死にかけたさ。今も心臓がおかしい感じだ」

　自らの胸に手をあてる。

　気味悪いほど早い鼓動をくり返す心臓を何とか鎮めようと、レンは下唇くちびるを嚙かみしめた。事実、あの瞬間に絶命していてもおかしくなかった。

『レン様の……この吐血は、血じゃありません……レン様の波長と霊魂とが壊されて具現化し、流れだしたもののはず……です』

「なら俺おれが生きてる理由は」

『……ぎりぎり、精霊の加護が間に合ったのだと思います』

　肩と足首に触れる感触。

　ナスターシャと同じく弱々しい光を点滅させながら、レンにしがみつく二体の精霊がそこにいた。

　精霊の歌ならば、精霊が防ぐことができるのもまた道理。

　……それでもこれだけの負傷は。

　……精霊同士の力の差か。

　だがそうだとすれば、精霊の加護のなかった三さん大だい姫ひは？

「みんな!?」

　振りかえる。そこでレンは、凄せい惨さんな光景を目まの当たりにした。

　血の海に沈む三人の少女たち。

　自レ分ンと同じ。

　キリシェとエリーゼはどす黒い体液を吐血した姿勢で倒れ伏ふし、大天使フィアも、天使の体液らしき透明な吐と瀉しや物ぶつを散らした姿で横たわっていた。

　血のようにも見える霊魂の残ざん滓し。

　ソレを吐きだした姿で倒れ、三人の少女たちはピクリとも動かない。

「……噓うそだろおい。キリシェ？　フィア先輩？……エリーゼ？　まさか────」

「勝手に殺すな」

　伸ばした手を、顔を伏せたままのキリシェが摑つかみ取とった。

　レンの手を支えにして立ち上がり、口についたままの血の痕あとをぬぐいさる。

「……レン……今、わたしは……何を受けた」

「え？」

　言葉の意味を悟るには、少なからぬ時間が必要だった。

　終しゆう焉えんの精霊が放った「歌」に間違いない。

　ナスターシャがそう証言した上に、レン自身、発動にあたって透きとおるような旋律を耳にしている。

「冗談だろキリシェ、だってあんな大声量の歌だったじゃないか。アイツは自分の力をそのまま声にして放出してきたんだよ」

「歌？」

「…………」

　絶句する。

　そうだ。キリシェたちが聞こえるはずがない。なぜなら三種族は精霊の声を聴くことができないからだ。

「……聞こえなかったのか」

　認識できない。

　レンや精霊たちと違って、竜りゆう姫ひめと大天使と先代魔王はまったくの無防備で単旋律聖歌プレインチヤントを浴びるしかなかったのだ。

「なるほど……どうやら最後の最後に、最悪の相性の敵ですか……！」

　凄せい惨さんな笑みで上体を起こす大天使フィア。

「私たち三種族は精霊の声を感じとることができません。それでも精霊の力を認識できていたのは明確な心象イメージを持っているからです……火の始原精霊サラマンダーであれば炎、土の始原精霊ノームなら土です。みな、この世界に根づいた心象イメージを持っていました」

「……精霊の女王シイエラミリスさえもな」

　魔ま皇こう姫ひエリゼリスがそれに続ける。

「精霊の女王シイエラミリスさえも原初の潮う流みという心象を持っていた。精霊は、自分の力を必ず明確な事象に具現化させていたはずだ。……だが、何だあの災厄は！」

　心象イメージがないのだ。

　別世界の精霊であるがゆえに、この世界を象徴する心象イメージを有していない。

　ゆえに攻撃は「精霊言語」そのもの。

　三種族が知覚できない神秘の声そのものが攻撃となって襲おそってくる。

「歌？　精霊の言葉をそのままぶつけてきただと？　はっ、どう認識しろというのだ！」

　冥めい鎗そうマリアブレイズを再び顕けん現げんさせる。

　地に片膝ひざをついた格好で、魔皇姫がそれを全力で終しゆう焉えんの精霊めがけ投とう擲てきした。

『Mga elmei pheno gfendおそれよ　もろびとよ』

　一小節聖歌チヤント。

　終焉の精霊から生まれた歌声が見えざる力となり、投げ放たれた漆しつ黒こくの鎗やりを空中でねじ曲げてまたたく間に消滅させていく。

　その一部始終を。

　魔皇姫エリゼリスは、まるで夢中にいるかのような面持ちで見守っていた。

「…………見えざる力か」

　唇くちびるを嚙かみしめるエリーゼ。

「……レン。念のため聞いておく。奴やつは、本当に今の瞬間も言葉を発したというのか」

「────」

　無言で首を縦にふる。

　レンには聞こえていても、エリーゼには自分の冥鎗がどうして空中で消滅したのか理解できなかったに違いない。

　だが、どうしようもないのはレンも同じ立場だ。

　……俺おれは、精霊の声を聞くことができたからここまで来たようなものだ。

　……なのに。

　その精霊が。

　精霊言語そのものが最後の敵なのだ。

「決まりだな。奴の攻撃をかわせないのなら、このまま待ちに徹していても緩やかに全滅するだけだ」

　魔ま皇こう姫ひエリゼリスが浮かべる自じ嘲ちようの笑み。

「レンよ。奴やつは三種族の身体的特徴を備えているようにも見える。巨夢魔オルネートと同じく無限に転生する力があると思うか？」

「…………ない」

　数秒の時間を隔へだてて、レンはそう判断した。

「アイツは精霊の声を発した。ってことは外見は三種族が混じりあっていても、アイツは結局どこまでいっても精霊と同じ括くくりだと思う」

　悪魔の転生は、悪魔のみが成しえる力。

　精霊にはないものだ。

『私もそのご判断に賛成です……！　あの怪物から感じられる力は精霊の波長ですから、竜の息吹ブレスも使えませんし、天使の蘇そ生せいも使えないはずなのです！』

「そういうことだ」

　前髪をかきあげる仕草で、エリゼリスが不敵に唇くちびるをつりあげた。

「奴の攻撃は三種族にとって最悪の相性なのは間違いない。だが耐久力だけを見れば少々頑丈な精霊という程度に留とどまるはず……むろん希望的観測だがな」

　竜の息吹。天使の拳こぶし。悪魔の魔王法術。

　そしてレンの霊剣もだ。

　こちらの攻撃が無効化されるようなことはない。

「相打ちでいい。妾わらわたち四人。誰だれか一人でも奴の『聖歌チヤント』を突破して懐に潜りこめば、奴を葬り去ることは可能というわけだ」

「わかりやすくていいな」

　キリシェが、竜の頭飾りを外して地に放り投げた。

　天てん銀ぎん竜りゆうに戻るための準備ということなのだろう。

「フィア、お前は？」

「異存ありませんわ」

　こちらも一度、自分の前髪を優雅にはらう仕草の大天使。

「では行きましょうレン、覚悟のほどは？」

「……ああ！」

「好いい返事です」

　翼つばさを羽ばたかせる金髪の少女。

　浮力とともに地を蹴ったフィアが背中を見せる、その刹せつ那なに。

「レン」

　ほんの一瞬。

　消え入りそうなほど幽かすかな微び笑しようをうかべて、こう言った。




　──三大姫わたしたちがどうなっても、あなただけは止まらないでくださいね。




　それは──

　それはどういう意味だ、と聞き返すことはできなかった。

　既に自レ分ンは走りだしている。

　キリシェもフィアもエリーゼも、さらにその一歩前を走って背を向けている。

「エリーゼ！」

「承知。奴やつの歌を妨害する」

　キリシェの怒号に応こたえる魔ま皇こう姫ひ。

「夜の宝珠たち！」

　雷光に酷こく似じした光をまとう黒の七宝石。

　エリゼリスの頭上に生まれた法力結晶は、レンも見覚えのあるものだ。魔王の法術の中で最速の発動速度をほこるもの。

　精霊の女王シイエラミリスでさえも、この法術には反応できなかった。

「千ち々ぢに砕けよ！」

　巨大な水晶形をした宝石が空中で弾はじけて無数の欠片かけらへ。何千という数の礫つぶてとなって降りそそぐ。

　終しゆう焉えんの精霊は微動だにしなかった。

　身動き一つせぬまま、その真白き全身でエリゼリスの法術結晶を平然と受けとめる。

「…………」

　魔皇姫は無言。

　法術結晶の雨のなか無傷で佇たたずんでいる敵へと、人差し指を突きつけた。

「冥めい府ふの凶星、天から墜おちよ」

　上空を覆おおう気流が凝固し、超重量の魔星となって墜落する。空が墜ちてきたと喩たとえるに相応ふさわしい大だい法ほう術じゆつである。

　対し、終焉の精霊は落ちてくる魔星を見上げて。

『────』

　ソレを、片腕で受けとめた。

　轟ごうッと燃えながら落ちてくる星は、衝突すれば人間の城一つを容易に貫くことだろう。霊獣ディスカントさえ押しつぶした超重量の術式さえ意味を為なさない。

　それを無言で告つげる災厄を前にして。

「力の誇示か？　それとも言こと霊だま一つの手間さえ惜おしんだか」

　冷たい口調で、先代魔王が目を細めた。

「それは怠慢というものだ。……地上の星よ、空へと還かえれ」

　足下から星が浮上する。

　魔ま皇こう姫ひエリゼリスが最初に発動した黒の七宝石、その千ち々ぢに砕けて降りそそいだ破片が地に落ちたものが結合。巨大な星となって終しゆう焉えんの精霊を下から落ちつぶす。

　天から落ちる星と、地から沸きたつ星。

　その二つに挟まれた終焉の精霊が、わずかに首を傾けた。

『Mga elmei pheno gfendおそれよ　もろびとよ』

　一小節聖歌チヤント。

　天と地より迫る魔星が同時に搔かき消きえる。そしてその瞬間だけは、三さん大だい姫ひにも「歌」の発動が理解できたはず。

　──次の聖歌チヤントを発動するまでに。

　猶予はない。ただ全力で、レンは三大姫に続いて地を蹴った。

　空中からは大天使フィアが。

　さらに左右から挟みこむかたちで竜りゆう姫ひめキリシェと魔皇姫エリゼリスが向かう。

「潰れなさい」

　空中から加速したフィアが右拳こぶしを振り下ろす。












　その一撃を、終しゆう焉えんの精霊が悠然と片腕で受けとめた。何かが潰れる鈍い音。拳こぶしと拳とを重ねたフィアが唇くちびるを嚙かみしめる。

「なるほど……竜の息吹ブレスは使えずとも、竜の剛力は備えていると」

『────』

　精霊がフィアへと右手を伸ばす。天使の頭を握りつぶさんとするその手を、逆にフィアが摑つかんでねじ上げる。

「捕まえた。エリーゼ！」

　そこへ迫る魔ま皇こう姫ひエリゼリス。

　大天使フィアの膂りよ力りよくによって片手を封じられた終焉の精霊が、首を向ける。だが既に、魔皇姫は漆しつ黒こくの鎗やりを投げはなっていた。

　──確実に連携が決まる。

　聖歌チヤントで冥めい鎗そうを防いでも、フィアとエリゼリスの両者から攻撃を受ける。

　聖歌チヤントでフィアとエリゼリスを迎撃すれば、冥鎗に身体からだを刺し貫かれるだろう。

『hiz keen鋭きもの』

　顕けん現げんする漆黒の鎗。

　魔皇姫エリエゼリスの鎗とまったく同じ鎗が地中から突き上がり、投げ放たれた冥鎗を貫いた。

「……なっ!?」

　冥鎗マリアブレイズを見ただけで複製した？

　三種族の源流にいたる精霊ならば理論上可能かもしれない。だが真の脅威は、一方的にエリゼリスの鎗だけが壊れたということだ。

　──大天使フィアの本気の拳を悠然と受けとめて。

　──魔皇姫を上回る法術を、一度見ただけで発動してみせる。

　この怪物は。

　いったいどれだけ理不尽を極めれば気がすむのだ。

「……く」

「バケモノが！」

　至近距離で身構える天使と悪魔。

　しかしそれは、レンの目から見てもあまりに二人らしからぬ戦法だった。相打ち覚悟の接近とはいえ、今の連携が通じない時点で一度は退ひくべき。

　なのになぜ。

「フィア先輩、エリーゼ！」

『い、いけません二人とも!?　離れて！』

　ナスターシャもまた気づいたのだ。

　終しゆう焉えんの精霊が天を仰あおいだ、その姿に。

『Mga elmei pheno clarうたえ　もろびとよ』

　歌が奏でられる。

　大輪の花を咲かせるように血しぶきを上げて地に落ちる大天使。

　その奥でも、砕けちった冥めい鎗そうマリアブレイズを背景に魔ま皇こう姫ひの身体からだがくずおれた。

　聖歌チヤント。

　天使の結界でも悪魔の障しよう気きでも防ぐことは適かなわない。霊魂を破壊する言こと霊だまを二度受けた二人がどうなったことか……

「土の始原精霊ノーム、火の始原精霊サラマンダー！　俺おれはいい、だからあの二人を────」

　どうか助けてくれ。

　その続きは、言い出せなかった。

『む、無理ですレン様！　精霊の加護は、精霊の声を聞くレン様にしか作用しません……助けたくても加護が及ばないんです。フィア様にもエリーゼ様にも！』

「っ、だけど……」

「怯ひるむな！」

　キリシェの怒号。

　かろうじて聖歌チヤントの範囲を外れていたのだろう。偶然に？　否いや。それが最初から彼女たちの計算だった。

「何のために二人が倒れたと思っている！」

　魔皇姫エリゼリスの言葉。

　大天使フィアの謎なぞの微び笑しよう。




〝相打ちでいい。妾わらわたち四人。誰だれか一人でも奴やつの『歌』を突破して懐に潜りこめば〟

〝三大姫わたしたちがどうなっても、あなただけは止まらないでくださいね〟




　その意味を理解した。

　初めから、三さん大だい姫ひたちは終焉の精霊を倒すつもりなどなかったのだ。

　精霊の聖歌チヤントが発動すれば耐える手段はない。

　だがレンだけは──

　精霊の加護を得られるレンだけは、もしかしたら万に一つでも聖歌チヤントに耐えぬいて反撃できるかもしれない。「誰か一人でも」の条件を満たす可能性が一番高い。

　それゆえに。

　彼女たちは倒れる気で終焉の精霊に挑んでいたのだ。

　たった一人、レンという人間を終焉の精霊まで送り届けるために。

「……わたしたちは三種族の代表だ」

　竜の少女の微び笑しよう。

　それは、大天使フィアがレンに向けたものとまったく同じものだった。

「神性都市の時代にやってきた外来種よそものと言われようが……同胞たちを守る義務がある。自分の命一つで守れるのなら安いものだろう？」

「待てキリシェ！」

「……三百年前。終しゆう焉えん戦争の時から覚悟していたことだ」

　終焉の精霊へ。

　倒れた天使と悪魔をちらりと見つめ、竜の少女が目をふせた。

「すまないな。最後の最後に、結局、お前をエルラインと同じ気持ちにさせてしまう」

　三百年前の終焉戦争後。

　英えい勇ゆうエルライン一人が島から帰還して、三さん大だい姫ひたちは人間の世界から姿を消した。

　ただ一人残った彼だけが世界を巡る旅を続けたという。

　──その繰り返しアンコール。

　三大姫を犠牲にして、人間の英勇だけが生き残る？

　そんな過去の再現しか勝機はないのか？

「本当は、お前ともう少し旅をしたかった……こんな戦いの旅じゃなく。目的地なんか決めずに、世界のどこまでも思うまま歩いていくだけの旅を……」












　寂さびしげなまなざしで。

　消え入る言葉で。

「すまない。だが、頼んだ」

「────────────っ！」

　キリシェの名と、フィアの名と、エリーゼの名と。

　それを一度に呼ぼうにも時間が残されていなかった。

　名を呼ぶことさえも惜おしんでキリシェの背を全力で追いかける。三さん大だい姫ひの願いどおり、キリシェが命を投げ捨てて作る隙を突く……ではない。

　キリシェを止めるために。

　最後に残った彼女を助けるために、すべてをかなぐり捨てて走った。その背中に必死で手を伸ばして。

　そして。




　終わりの単旋律聖歌プレインチヤントが、そんなキリシェとレンを吹き飛ばした。




　聖歌チヤントは無敵の事象。

　連続発動はむろんのこと、効果を世界全域に拡張することさえ造作ない。

　終しゆう焉えんの精霊は、その気ならば大天使と先代魔王を寄せ付けることなく聖歌チヤントの連発で倒すことも容易であった。

　そうしなかったのはただ一時の気分である。

　巨大な竜が、たかが野良猫に挑まれて全力を見せるだろうか？　ただ適当に構って、適当にあしらえばそれでいい。

　そして今。

　野良猫たちに構うのも飽あきた。だから排除した。それだけのこと。

　その場に動く者はいない。

　聖歌チヤントの波動を受けて霊魂を砕かれて、その砕かれた残ざん滓しを吐血として噴ふきだした後に倒れ伏ふした。

　────

　────そう。勝敗は明らかだった。

　負傷のせいではない。仮にあと一回、万全の状況で旅団パーテイ「再来の騎き士し」が挑んだとしても結果は変わらないだろう。

　世界の災厄はあまりに強大すぎた。

「………………」

　夢と現うつつの狭間はざまで。

「…………なに……を……」

　レンは、仰あお向むけに倒れたままそう呟つぶやいていた。

　目は開いていて光を感じる。

　自分は目を開けたまま死んだのだろうか？　自分でも生死の区別がつかないままで。

「どうすれば……いい、んだよ…………」

　拳こぶしを握りしめた。

　目の端からこぼれる血は、聖歌チヤントを浴びて砕けた霊魂の残ざん滓しだろうか。

　……このままじゃ何も変わらない。

　……エルラインの時と。




〝神性都市の時代は遥はるか昔の話だ。天使も悪魔も竜も、自分たちが別世界から召喚されたことさえ覚えてない遥か神かみ代よの時代のはずだ〟

〝もう許されたっていいと俺おれは思う〟

〝そうしないと世界はいつまで経たっても新しい時代を迎えられない〟




　終しゆう焉えん戦争の時から、三種族はこの世界の外来種よそものだった。

　それを変えたいと彼から託されたのは、自分だ。

　なのに今、何一つ変えられない現実を突きつけられた。

　精霊の女王シイエラミリスを解放することもできず、終焉の精霊がこのまま世界に顕けん現げんするのを止めることもできないままに。

　だが。

　それが自分の実力不足のせいかと問われればソレは違うのだろうと思う。誰だれが挑んでも結果は変わるまい。それ程までに目の前の災厄は圧倒的過ぎた。

　竜りゆう姫ひめキリシェも大天使フィアも、先代魔王エリーゼさえも歯牙に掛けない真の終焉。

　……誰が勝てるっていうんだ。

　……この災厄に。

　史上最強と謳うたわれたエルライン剣帝旅団パーテイならば勝てるだろうか。

　剣聖シオン率いる「精霊の調べ」ならば？

　聖エリエス率いる「カナン巡じゆん礼れい聖せい教きよう船せん」ならば？

　世界最大の旅団パーテイである王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクではどうだろう？

　波の将しよう魔ま・魅ミ亞アと女神レスフレーゼを加えた黄金の夜明けヴイーナスライトは？

　あるいは沈黙機関──

　あの六枚翼のフィオラをはじめ、イシスとミスティ。そこに霊獣デイスカントが加われば？

「…………違う」

　想起する顔ぶれが目まぐるしく浮かんでは消えていく。

　勝てない。

　自分の知るかぎりの強者を思いつくかぎり挙げても、その全員を集結させたとしても、あの災厄には勝てる気がしない。

　……精霊の声なんだ。

　……あの聖歌チヤントに対抗する手段がないかぎり、勝機がない。

　逆にどうすれば勝てる。

　誰だれなら、何なら対抗できると──────────




〝そう。私たちは罪を償わなくてはいけません〟

〝私たち神性都市の住人は、招かれざるモノを呼びよせてしまった罪を償わなくてはならない。ゆえに世界録アンコールは創られたのです〟




　神性都市の第二区く劃かく。

　世界録アンコールの住人ナスターシャの声を伝って再生された、古いにしえの研究者の思念。

　その言葉が甦よみがえる。

　終しゆう焉えんの精霊に対抗するもの。そう。あの時に聞いたものは…………




〝私たちは、古代召喚術エイシエントの究極の発動体として世界録アンコールを設計したのです。その目的は、真精に対抗するための新たな精霊を召喚することにありました〟

〝とても弱い精霊。だけど遠い未来、この世界にきっと必要とされる精霊を〟




　真精に対抗するための新たな精霊。

　……それは、どんな精霊だ。

　……とても弱い精霊？　それで、どうやって終焉の精霊に勝てるっていうんだ。

　そもそも聖歌チヤントへの対策が思いつかない。

　聖歌チヤントを打ち消すような力でもあるのか？

　それはない。聖歌チヤントが精霊の波動そのものであることから、完全に打ち消すような力は存在しないはずなのだ。

　レンの精霊たちのように加護を与えるのが精一杯の対抗手段だろう。

　……だけどダメなんだ。

　……俺おれだけに加護があっても勝てる気がしない。

　仮に精霊の強力な加護があったとしても、自分一人で災厄を倒す未来はありえない。

　大天使フィアの拳こぶしを受けとめる剛力と反応速度。

　魔ま皇こう姫ひエリゼリスの法術を見ただけで再現してしまう法力。

　ゆえに勝機があるとすれば。

　レンと三さん大だい姫ひすなわち旅団パーテイ「再来の騎士」全員に精霊の加護が与えられること。

　三種族が精霊の加護を得られる方法さえあれば。

　聖歌チヤントを凌しのぐことさえできれば。

「…………終しゆう焉えんを、越えられる……のか……？」

　精霊もそれを拒絶しているわけではない。

　精霊の森で、精霊は三種族との争いを望んでいるわけではないと言っていた。




〝精霊わたしたちが望むのは竜そなたとの対立ではない。天使も悪魔も同じ〟

〝けれど今は叶かなわない。今は、まだ〟

〝わたしたちの声はとても小さい。三種族には届かない〟




「今は、まだ……だって？」

　あの日、あまりに沢山のことを聞いたために気に留めていなかった。

　精霊たちがわざわざそんな言い回しをしたのはなぜだ？

　精霊の声が聞こえるようになれば三種族ともわかりあえる。それが精霊たちの認識だ。それがいつか叶うとでも言うのか？

　叶うとしたら──

　それはいつ。どのような手段で？

「…………まさか……？」

　仰あお向むけの身体からだに感じる重み。それは肌身離さず持っている世界録アンコールの重みだった。

　古代召喚術エイシエントの究極の発動体。

　終焉の精霊に対抗する新たな精霊を召喚するために造られた。




〝ですが世界録アンコールに込めた三種族の法具では力が足りなかった〟

〝世界録アンコールが不完全だったため、結果として精霊も不完全なかたちで召喚されて──〟




　古代召喚術には、その発動をうながす強力な法具が要いる。

　だが神性都市の時代には、世界録アンコールという古代召喚術の究極の発動体に耐えうる法具が存在しなかったという。

　不完全な世界録アンコールゆえの不完全な精霊。

　ならば──

　もしも完全なる世界録アンコールを完成させることができれば、その精霊も本当の姿を取り戻すのではないか？

　そして、その精霊はもしかしたら……

　最初から。

　自分が世界録アンコールを手にした時から、ずっと傍そばにいたのかもしれない。




〝私わたくし……生まれた時のことあまり覚えてないんですもの〟

〝私、この本に宿っているのは本当なんです。神性都市の時代に生まれて、それからずっと待っていました〟




『……さま……レ……レン様！』

「────」

『お願い返事を。お願いですから！』

「……ナスターシャ？」

　顔のすぐ横。

　倒れた自分の肩に乗って、喉のどを嗄からせて叫ぶ小人の少女がいた。

「俺おれ、生きてる……のか」

『死んだら精霊このこたちをどうするんですか！……今の歌だって、精霊このこたちが必死に和らげてくれたんですよ？』

　その後ろには火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノーム。どちらも心配そうにじっとこちらの顔を覗のぞきこんでいる。

　精霊の加護。そうか、自分はまた精霊たちに助けられたのか。

「……そっか」

　堪たえきれず、レンは息を吐きだした。

『レン様？』

「まだ俺を信じてくれるんだな」

　まだ助けてくれる。終しゆう焉えんの精霊を前にして逃げだそうとせず、自分に寄りそっていてくれる仲間がいる。

　ならば試してみる価値は、ある。

「……わかったんだ。ナスターシャ」

『え？』

「ようやく見つけたのさ」

　手を握る。力を蓄たくわえて上半身を起こす。

　魂に傷を受けようと、心が削られていないのならば身体からだは動く！

「お前が知りたがってたこと、わかった気がする。お前が何者で、どこから何のために来たのか」

『は、はい!?……で、ですがそれは今このような時に──』

「この時だから必要なんだよ」

　立ち上がる。

　落ちていた霊剣ヴィエルジュを拾い上げて、それを足下に突きたてた。

「俺おれから頼む。力を貸してくれ」

『わ、私がですか!?』

　驚きよう愕がくに小さく跳び上がる小人。

　だがすぐに、申し訳なさそうに目を背けて世界録アンコールの住人はうつむいてしまった。

『ですが……私ができることなんて、もう何も残ってません。私にできることはレン様を神性都市に案内すること。それが終わった今では』

「いいや何も終わっちゃいない」

　肩に乗っていた世界録アンコールの住人を、宙へ。

　自分の翼つばさで浮かびあがる少女を見上げて、レンは一度大きく頷うなずいた。

「今ようやく俺の旅団パーテイが完成したんだ。竜と天使と悪魔と、それに精霊の」

『え？』

「ナスターシャ、お前がエルラインと会った時、あの人は何て言ってた？　俺に話してくれたことがあったよな」




〝悪ぃな。俺はお前の待ち望んだ英雄じゃない。託すなら俺の次にしてくれ〟

〝信じたいんだ。竜と天使と悪魔と、そして精霊を引き連れて未来の地平に連れて行く。そんな奴やつがいつかきっと────〟




　エルライン剣帝旅団パーテイは、人間エルラインと三種族で構成されていた。

　最強と謳うたわれた旅団パーテイだが、今ならわかる。あの旅団パーテイはまだ不完全だったのだと。

　なぜならそこには精霊がいないから。

　人間と三種族と精霊と。

「お前が旅団パーテイに加わった。だから終しゆう焉えんだって越えられる」

『で、ですが！　わたしは精霊ではありません……』

　精霊のように透ける身体からだで。

　精霊にしか聞こえないはずの精霊の声を聞く小人が、悲壮な声を張りあげた。

『レン様だって言ってたじゃありませんか。私は……精霊のようだけど精霊じゃないって。だってもし私が精霊なら、私の声を三種族が聞けるわけがないんです』

「そうだな」

『なら、なぜ──』

「その答えは、きっとお前がなくした記憶の中にあるんじゃないか？」

　ナスターシャの疑問はもっともだ。

　だが自レ分ンは、その疑問に対する絶対の確信が既にある。

　……そう。あとは証明するだけなんだ。

　……俺おれの答えが間違ってないって証明できれば、希望はある。

　終しゆう焉えんの精霊。

　今まさに、立ち上がった自レ分ンの気配を感じとってふり向いた怪物──

　あの災厄さえも越えることができるはずなのだ。

「これが正真正銘、最後だ！」

　謳うたいあげる。

　終焉の精霊にではない。ナスターシャでもなければ精霊たちにでもない。

「キリシェ、フィア先輩、エリーゼ！」

　倒れた仲間たちへ。

　一人一人、その名を呼びかけた。

「俺の旅団パーテイは終焉を越えられる！　俺を信じて……あと一度だけ立ち上がってくれ！」

　張りつめた声がこだまする。

　声の余韻が徐々に小さく掠かすれていって、無となって。少年が待ち続ける中でも返ってくる言葉はない。

　駄目なのか。やはりもう彼女たちに力は残されていないのか────

　終焉の精霊が再び戦闘態勢へと入った、その時に。

「……まったく……」

　竜の少女の指がわずかに動いた。

「…………わたしがいないと……ダメ……だと？　独り立ちのできないヤツだ」

「あらキリシェ……それは違います」

　続いて大天使の翼つばさが、わずかに羽ばたいた。

「レンは……私が必要だと言ったのです。あなたは寝ていて構いませんよ」

「……女の子に容よう赦しやないねぇレン。エルラインならきっとこう言うよ。『お前ら寝てろ、俺が戦う』ってさ。だけど」

　最後に。

　先代魔王が、その顔をゆっくりと持ち上げた。

「そういう素直なとこ嫌いじゃないよ？」

「ええ。一度と言わず二度でも三度でも」

「付き合ってやるとしよう」

　立ち上がる三人の少女たち。

　背を曲げ、小刻みに笑う膝ひざを叱しつ咤たしながらも彼女たちが立ち上がったのは、もはや奇き蹟せきと言えるほどに同時であった。

『……レン様！』

　そして終しゆう焉えんの精霊が翼つばさを広げる。

　今まさに再び聖歌チヤントを紡つむぐために、その巨体が天を仰あおぐ。

「だがレン、どうする……!?」

　そう告つげるキリシェも、そしてフィアもエリーゼも身構えない。

　身構えたところで意味がないからだ。精霊の声を聞くことができない三種族は、聖歌チヤントに対して何一つ抵抗することができない。

　もう一度浴びれば、今度こそ魂の悉ことごとくを破壊されて朽ちるだろう。

『レン様、聖歌チヤントが来ます！　も、もうどうしようも──』

「世界録アンコールがある」

　虹にじ色いろの書物。

　はるかなる過去、精霊信仰の者たちが、滅亡する神性都市において決死の覚悟で研究し続けた至し宝ほうを握りしめる。

「覚えておけナスターシャ、神性都市シィエラミリスは災厄をもたらした。だけど同時に希望も残していたんだ。それが世界録アンコールだ」

『で、ですがそれは不完全では!?』

　真精に対抗する精霊は召喚された。

　だが世界録アンコールを発動させるための法力が足りなかったがために、その希望の精霊もまた不完全なかたちで召喚されたという。

「不完全なら完成させればいい。思いだせナスターシャ、お前の記憶そのものだ！」

『……私の記憶？』

　そして聖歌チヤントが紡がれる。精霊の声そのものである終焉の波動が、あたかも至上の音色のように場を満たしていく。

　その刹せつ那なにおいて。

　レンは、世界録アンコールを頭上へと掲げていた。

「今ここに世界録アンコールを完成させる！」

　虹色の書が光を放つ。

　精霊信仰の再興アンコールと、英えい勇ゆうの再来アンコールと。

　そんな二つの願いを込められていながらも決して完成に至いたらなかった至宝が、幾いく星せい霜そうを経て完全となる瞬間だった。

「キリシェ、エリーゼ見てください。世界録アンコールが──!?」

「レン、お前なにをした!?」

「世界録アンコールに足りなかったのは古代召喚術エイシエントを発動するための法力だったんだろ。なら、それを補ってやればいい。もっと強力な法具でね！」

　レンが左手に握っている世界録アンコール。

　そしてもう一方の手で、レンは三つの発動体を握りしめていた。

「それは……！」

「言ったとおりだろ？　俺おれの旅団パーテイなら終しゆう焉えんを越えられるって」

　そう。

　全すべての始まりから答えはあった。

　旅団パーテイを結成した時から、終焉を越える術すべは用意されていた。




〝私から贈り物プレゼント。レン、あなたの古代召喚術を発動させる法具ですよ〟

〝フィアの羽もう受けとった？　そしたらアタシもあげちゃおっかな〟

〝お守りだ。わたしそのものだと思って肌身離さずにな〟




　大天使フィアの羽。

　先代魔王エリーゼの宝玉。

　竜りゆう姫ひめキリシェの逆げき鱗りん。

　三種族を代表する竜と天使と悪魔から託された、究極の発動体。

　これにより世界録アンコールが完成し、古代召喚術が発動する。

「俺が召喚するのは思念！　エルラインの思念のように。世界で一番新しい精霊────精霊ナスターシャの記憶をここに召喚する！」




〝世界にはたくさんの精霊がいる。神かみ代よの頃より生きるもの。新たに生まれたもの。みな、愛する仲間たち。私たちはすべての仲間を受け入れる。ね？〟




　精霊の森で、精霊たちはそう言っていた。

　始原精霊だけが精霊ではない。

　新たに生まれる精霊もまた、この世界の仲間であると。

「お前ならできるはずだ、ナスターシャ」

　大いなる虹にじ色いろの光が照らしだす──

　世界録アンコールの住人へ。

　世界録アンコールに召喚されたまま記憶を失っていた少女へ、レンは告つげた。

「お前は不完全なんかじゃない。最初からそういう精霊として召喚されたんだ。この世界でお前の声だけは三種族にも届くんだからな！」

『────────』

　まぶたを閉じていた小人が目を開ける。

　気弱で引っ込みがちな表情はウソのように消え去って。

　迷いなく澄すみきった瞳ひとみに、ずっと大人びた精せい悍かんさを湛たたえていた。

『……そう……そうでした…………』

　声の始原精霊ナスターシャ。

　この精霊の声だけは、初めからキリシェもフィアもエリーゼも聞き取ることができた。

　それが意味するものは。

『私の力は……精霊なかまの声を、三種族みなさまに届けること……』

「そうさ。お前なら、精霊たちの声を三種族へと仲介して伝えることができる。そうだろ世界中の精霊たち！」

　神性都市の研究者たち。

　過去の偉大なる英えい勇ゆう。

　さらには世界に遍あまねく存在する精霊たちの願いが、遙かな時をこえて果たされたのだ。

　──精霊と三種族とが、繫つながる未来へ。












　そして。

　数多あまたに連なる精霊の声が、災厄の聖歌チヤントを中和して浄化した。




〝私たちはこの世界の住人。だからこの世界の何ど処こにでもいる〟

〝約束します。もしも其方そなたが精霊わたしたちの描く世界を実現してくれるのなら、精霊わたしたちも其方そなたの力となりましょう〟




『誓いは遂ついに果たされた』

　戦馬の嘶いななき。

　力強い蹄ひづめの足音を従えて、半人半馬の精霊が蒼あおの庭園へと顕けん現げんした。

　時の始原精霊カナン──

『新たなる精霊なかまの誕生を祝福しよう。世界すべての古き精霊なかまとともに』

　その背後に立ちならぶのは無数の精霊たち。

　蒼の庭園の端から端までを埋うめつくして、なおも並びきれずに後ろに隠れている。

　……こんなにも。

　……人間の知らない精霊がまだこんなにいたのか。

　世界中から集まってきたのだ。

　新たに生まれた精霊を歓迎するために。

　精霊の森でレンが出会ったものもいれば、レンが初めて見る精霊もいる。そんな中で、時の始原精霊カナンの両隣へと二体の精霊が進みでた。

『……シルフ、友達エリエスの傍そばにいたいのに』

『エリエスの下より参じました。友達エリエスは無事ですのでご安心を』

　風の始原精霊シルフと水の始原精霊ウンデイーネ。

　エリエスの傍にいるこの二体もまた、ここに駆けつけてきていた。

　そして。

　視界を埋めつくす精霊たちを前に、呆ぼう然ぜんと立ちつくすのは竜と天使と悪魔だった。

「……聞こえる。風の始原精霊シルフの声も水の始原精霊ウンデイーネの声も。後ろの大勢の声すべて」

「あらキリシェも？　ということは」

「アタシだけの幻聴ってわけじゃなさそうだね」

　そう。

　声の始原精霊ナスターシヤの誕生により、この世界に息づく精霊の声はすべて声の始原精霊ナスターシヤを仲介として三種族たちも知覚できるようになった。

　それは同時に。

『Mga elmei pheno clarうたえ　もろびとよ』

「……コレか！」

　キリシェ、フィア、エリーゼが身構えた。

　精霊の声が聞こえる。ゆえに終しゆう焉えんの精霊が紡つむぎ上げる聖歌チヤントもまた感知できる。

　──終わりの単旋律聖歌プレインチヤント。

　この世でもっとも美しい破壊の旋律がこだまを残して消えたその後に、レンと三さん大だい姫ひは、自らの足で地を踏みしめて立っていた。

「……痛みが弱い？」

「ええ。胸を抉えぐられるあの痛みが来ると緊張してましたのに」

「……コレって……」

　褐かつ色しよくの悪魔が、自分の両手をまじまじと見下ろす仕草。

　三大姫の中で先代魔王エリーゼが真っ先に気づいたのだろう。この庭園の空間すべてを覆おおいつつむ精霊たちの波長。

　精霊の声が届くことで三大姫にまで加護がおよぶ。

　それが終焉の精霊の聖歌チヤントを中和して和らげたのだ。

「これで──」

　左手に世界録アンコールを。

　右手に霊剣ヴィエルジュを構えて、レンは終焉の精霊と向かい合った。

「これでようやくだ。ようやくお前に挑むところまで辿たどりついた」

　外世界からの災厄。

　降りそそぐ無尽光と大いなる波動を従えし、最強最悪の存在へ。

「だから──」

　竜と天使と悪魔と。

　そして精霊たちを引き連れて。

「だから、来いよ終焉！」

　偽英えい勇ゆう。

　そう呼ばれた少年は、最も大きな終焉へと挑んだ。




「お前がどれだけ世界を閉ざそうと、俺おれは、その未来を越えていく！」
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　フィオリアの樹の頂上。

　世界すべての精霊たちが見守る蒼あおの庭園で──

　終しゆう焉えんの化身に挑んだ決戦は。

　時間にしてあまりにも短い一瞬の相そう克こくだった。

　世界に始まりをもたらした大創世が、瞬まばたきにも満たない刹せつ那なの閃せん光こうであったように。

　その死闘もまた一瞬だった。




『レン様！』

　真っ先に静せい寂じやくを突きやぶったのは、声の始原精霊ナスターシヤだ。

『精霊の加護とはいえ万全ではありません。精霊の女王シイエラミリスが囚とらわれている今、この場の精霊すべてを以もつてしても聖歌チヤントを防ぎきることは……』

「覚悟の上さ」

　胸の奥が疼うずく。肺か心臓に空いた穴から、こうして一歩走るごとに血がしたたり落ちていく。そんな痛みが止まらない。

　……霊魂を砕く聖歌チヤント。

　……それを浴びたせいか。

　視界が霞かすむのは目に異物が入ったわけではなく、意識そのものが聖歌チヤントによって削られて希薄になっているからだろう。

　いつ地に倒れるかもわからない。それは並走する三人の少女たちも同じことだろう。

　ゆえに一度きり。

　反撃を許さぬ怒ど濤とうの連携で仕留める。

　旅団パーテイ「再来の騎き士し」の誰だれもが描いた勝利への道程を、世界終焉の音色が消し去った。




　──終わりの単旋律聖歌プレインチヤント・続詠唱セクエンツイア。




　蒼の庭園全域に拡張する暴虐の聖歌チヤント。

　その続詠唱セクエンツイア。

　音のかたちをした終焉の波動が、世界すべての精霊の加護さえ貫いてレンと三さん大だい姫ひを撃ちぬいた。

「……っ……!?………………っ……は……っ……？」

　精霊の加護に全身が包まれているのが実感できる。にもかかわらず聖歌チヤントはその加護をたやすく突破して襲おそってきた。

「ここまでの……化け物かよ……！」

　再び喉のどの奥に感じる血の臭におい。

　世界すべての精霊の加護をもってしてもまるで足りない。さっきまでの聖歌チヤントなど本来の威力に比べれば児戯に等しい代しろ物ものであったのだ。

　そして終しゆう焉えんの精霊は──

　間違いなくコレを絶え間なく撃ち続けられるはず。

「キリシェ！」

　魔ま皇こう姫ひエリゼリスの怒号。

「竜化まで何秒いる？」

「十三秒……いや、十一秒でいい」

「いいだろう。その機、ゆめゆめ損なうなよ」

　魔皇姫の手から冥めい鎗そうマリアブレイズが消える。

　わずかな法術の浪費さえ削り、先代魔王である大悪魔が血しぶきと共に宣言した。

「禁術──」

「っ!?　エリーゼ待ちなさい！　その術式は今のあなたでは！」

「妾わらわの魔王化の時間も、もう尽きる。ならば限界まで派手にやるのが流儀でな。……まあ見ていろ」

　振りかえる大天使に、数百年来の仲間である悪魔の返事は、その場にそぐわぬ人なつこい微苦笑だった。

「冥めいの禁章・五いつ闇やみの世界──」

　魔皇姫エリゼリスから生まれる漆しつ黒こくの障しよう気きが、終焉の精霊を包囲する陣を描きだす。

　すべての法力とすべての障気。

　そして己おのれの「魔王」の座をも捧ささげて、五にして一の法術が完成する。

「応こたえよ我が将しよう魔またち！」

　真しん紅くが、蒼あおの庭園を塗りつぶした。

　荘そう厳ごんにして絶大なる力。真紅に染まったその天上から降りそそぐのは、流星群のごとき無数の閃せん光こうだった。

　雨雫しずくほどの極小の光。

　その一粒一粒が、大山をも溶かす熱量を帯びて終焉の精霊へと降りそそぐ。

「……その法術は!?」

　古傷の痛みとともに、レンの脳のう裏りに一体の大悪魔が浮かびあがった。

　炎の将魔アシェンディア。

　──炎の禁章『真しん紅くの世界』。

　さらに術式は続く。

　──氷の禁章『白亜の世界』。

　真っ赤に燃え上がった陣が、色めくように移り変わる。

　蒼あおの庭園を純白の霜が覆おおいつくした。

　空間凍結。足下の落ち葉も大気も、そして陣に囚とらわれた災厄の怪物をも覆いつくす氷の檻おりが召喚された。

「魔王の座の放棄……それを代償に、五ご大だい災さいの影ちからを一度のみ集約して解きはなつ！」

　氷の将しよう魔まルルの秘奥により凍結した精霊。

　その足下に、巨大な呪じゆ怨おんの円環が浮かびあがった。

　──怨の禁章『怨えん嗟さの世界』。

　呪じゆの将魔バオの秘奥により、精霊の体表がボロボロと腐り果てて落ちていく。混こん沌とん渦巻く呪じゆ詛そが、精霊の波動さえも侵食して崩ほう壊かいさせているのだろう。

「バオの呪詛は強力だ。いかに精霊キサマとて、そう簡単に復元できんぞ……！」

　額に手をあてながらの魔ま皇こう姫ひ。

　その身体からだがよろめき、膝ひざが折れて片膝をつく。さらにその身体がみるみる小柄に。

　エリーゼとしての姿に戻っていくではないか。

「エリーゼ!?」

「……これ現魔王の奥義だからねぇ。ちょっときつい」

　契約違反。

　五大災と現在契約を交わしている現魔王ヴエルサレムのみが使用可能な奥義であり、先代魔王であるエリーゼは本来使用できない禁術である。

「……あと……二つ！」

　歯を食いしばるエリーゼが拳こぶしを突きだす。

　──破の禁章『降魔の世界』。

　終しゆう焉えんの精霊を取り囲むのは、歪いびつなかたちをした魔人形の軍勢だった。

　造の将魔ゴールンメルト。

　強大な法力をいかした大規模法術を得意とする五大災の中で、唯一、直接対決よりも罠わなや策といった絡め手を好む策士型の将魔。その作りだした偶像と人形の大軍が、目の前の怪物めがけて突撃。

　その魔ま鎗そうと魔剣とで怪物の身体を串刺しにする。

「……これ……で……」

　既に四つが発動した。

　あとは波の将魔・魅ミ亞アの奥義を残すばかり。そのはずだった。

「最────────」

　そして。

　褐かつ色しよくの幼女のまぶたが閉じる。華きや奢しやな身体からだが限界をこえて蒼あおの庭園へと倒れていった。

　最後の一つが至いたらない。

　それは術式が未完のまま終わるという意味に他ならない。

『レン様！　エリーゼ様の陣が解けます！』

　炎が、氷が、呪じゆ詛そが、魔人形の大群が消えていく。

　五ご大だい災さいの最後の禁章が発動しないことで、これまでの四つの禁章もまた均衡を失って消えていこうとする。

　……陣が解ければ。

　……エリーゼが命がけで閉じこめた終しゆう焉えんの精霊が、また動きだすのか！

　陣が消える。

　誰だれもがそう覚悟した時に、レンの背後から、誰かが走り寄る気配があった。

「魔王様の命ではるばる来てみれば──」

　倒れた幼女を片手で支える。

　それは、不敵な笑みを湛たたえた一体の悪魔だった。

　肩にかかる濃緑色の髪と、赤みを帯びた双そう眸ぼう。顔だちは奇妙なほど中性的で、映る角度によっては可か憐れんな少女にも凛り々りしい少年にも見えるだろう。

「始祖獣ネビュラのみならず、よもやこんな化け物がいるとはな。だがまあいい」

「魅ミ亞ア……!?」

　五大災『波の将しよう魔ま』魅亞。

　影ではない本物の将魔がそこにいた。

「本物を見せてやる」

　魅亞が拳こぶしを振りあげた。

　──力の禁章『波動の世界』。

　陣の欠落が埋うまる。

　四つの影による禁章と、そして波の将魔自らが発動した禁章によって術が完成。一度は崩れかけた陣が完成に至り、閉じこめた災厄に法術の嵐あらしが襲おそいかかった。




　咆ほう吼こう。




　その陣が、さらなる聖歌チヤントによって吹き飛んだ。

　膨ふくれあがる無尽の光が障しよう気きを吹き飛ばし、そこから真白き精霊の巨体が覗のぞく。

「十分ですわエリーゼ」

　天からの声。

　大いなる翼つばさを顕けん現げんさせた大天使フィアが、その右拳こぶしを地上めがけて振り下ろした。

　──天の祝砲。

　大天使の翼から光の粒子が噴ふきだして、それが光の柱となって蒼あおの庭園へと降りそそぐ。何百何千という光の拳を受けて、精霊の身体からだが大きく崩れた。

「もう……一発！」

　対の左拳を振りあげる大天使。

　その唇くちびるから一筋の血の滴しずくが伝っていくのを、レンは見た。

　エリーゼと同じくフィアとて限界なのだ。巨夢魔オルネートとの死闘で疲ひ弊へいした身で聖歌チヤントを浴びてしまったのだから。

「……これで……」

　力を失った拳。

　人間の子供であってもこれほど弱々しい拳はあるまい。悲壮感さえ見せる大天使の拳が、それでも地上へ向けられて──

「これはまた珍しいの。お主がここまで疲弊するか」

　その左手に、小さな子供の両手が添えられた。

　赤と青の対比コントラストに彩いろどられた世にも神秘的な光彩異色オツドアイが、人なつこくフィアの顔を覗のぞきこむ。

「まったく。今までどこをほっつき歩いておった」

「……女神様!?」

「しかし大儀であった。お主の戦いは全天使の誇りでもある。胸を張れ」

　フィアの拳を、女神の両手が優しく包みこむ。

　萎しおれた花が水と陽よう光こうとで再び大きく花咲くように、大天使の拳に力が戻る。

　──天の祝砲。

　左右の拳から打ち下ろされた無慈悲の殴打が、災厄の身体を地に縫いつけた。

　そこへ。

　一人の剣士が、精霊剣を携たずさえて地を蹴った。

「やあ、遅くなって申し訳ない」

「──シオン！」

「途中で迷子の女神様と悪ミ魔アを拾っててね。間一髪で間に合って良かった」

　剣聖シオン。

　騎き士し王おうと並んで現代最強の一翼をになう男が、精霊の巨体へと挑む。終しゆう焉えんの精霊さえも追いつかぬ速度でもって。

「光脈の守護精霊ウイル・オ・ウイスプ、力を借りるよ」

　交こう叉さ、そして通過。

　剣聖が走り去った背後において、終しゆう焉えんの精霊が上半身と下半身とをほぼ両断されたまま、絶叫する姿があった。

　悲鳴と、そして天を衝つく激げき昂こう。

　悪魔の総力と天使の総力を受けてなお、世界の終わりの象徴たる怪物は倒れない。

　至高の聖歌チヤント。

　最大最強の福ふく音いんによって庭園のすべてを消滅せんと両手と翼つばさを広げて────

　だが気づかなかった。

　背後に、自分を上回る巨大な竜が迫っていたことを。

　十一秒。

　天使と悪魔と人の総力が繫つなぎきった時間を経て、すべての竜を束たばねる最強の天てん銀ぎん竜りゆうが、蒼あおの庭園へと降臨した。

『世界の災厄。貴様に告つげる言葉はない』

　神秘的な光に包まれた白銀色の巨竜であった。

　天使の羽のような純白の羽毛に包まれた翼を有し、真珠よりも儚はかなく清せい廉れんな、蒼を帯びた白銀の煌きらめきを湛たたえている。

　竜りゆう姫ひめキリシェ。強大無比なる巨竜が、眼前の災厄めがけて顎あぎとを向けた。

『ただ消きえ失うせろ』

　白く輝かがやく吹雪のような、風。

　天銀竜の息吹ブレスに吹かれた蒼の庭園が消し飛んでいく。

　あたかもそれが最初から幻影であったかのように何もかも消し飛ぶなか、終焉の精霊を構成していた真白い波動が千切れ飛び、次元の向こうへと押し流されていく。

　靄もやがかかるように身体からだが消滅していく。

　その精霊が、全身を打ち振るわせて起き上がった。

『……貴様っ!?』

　キリシェの息吹を浴びながら、災厄の怪物が顎あごを開けたのだ。

　真白の精霊と白銀の竜。

　二つの巨体が互いに向かい合って顎を開くその様は、まるで鏡に映しだしたかのように酷こく似じしていた。

　──いや。

　──あるいはこの聖歌チヤントこそが。

　終焉の精霊にとっての息吹だったのかもしれない。

　──相そう克こく。

　世界に終焉をもたらす波動が、竜の息吹と撃ちあった。極大の波動と波動とがぶつかりあい、互いに食らいあうように消えていく。

　互角。

　永遠とも思えるほどの相そう克こくの激突のなか、息吹ブレスと聖歌チヤントがぴたりと止やんだ。どちらも同時に波動を尽くした。それさえも五分。

　だが。

　単純な霊的存在の「格」の差か。あるいは聖歌チヤントを浴びたことで命の限界が迫っていたゆえか。くずおれたのは天てん銀ぎん竜りゆうキリシェの方だった。

　倒れようとする竜。

　その眼前で、災厄は最後まで己おのれの足で立っていた。波動の限りを尽くし、全身が消滅しかけているにもかかわらず。

　悪魔エリーゼと天使フイアと竜キリシエの総力さえも終しゆう焉えんを凌りよう駕がすることは敵かなわぬと────

　たった一言──

「なに終わった気でいるんだよ」

　人間の剣士がそう発する瞬間までは。

　跳ちよう躍やく。

　崩れかけた竜キリシエに飛びうつり、その背中を伝って駆けあがる。

　終焉の精霊は気づかなかった。

　天銀竜キリシェは倒れたのではない。勝負の決着を預けたのだ。「彼」を届けるために。自身の身体からだを道にするために傾かしげたに過ぎない。

　──竜の背を駆け上がる。

　──ただただ、まっすぐに。

　最後にその頭部を蹴って。




　レンは、終焉の精霊のはるか頭上にまで飛んでいた。




　真白き終焉の精霊は動かない。

　否いや、動けなかった。

　悪魔エリーゼと天使フイアと竜キリシエと剣聖の全身全霊の攻撃にも耐えきった。だが同時にその攻撃は、強大なる存在に確かな傷きず痕あとを刻みこんでいたのだ。

『────』

「お前の負けだよ。終焉の精霊」

　深い海色に輝かがやく精霊剣を振りあげる。

　自分を見上げて動かない巨体へ、レンは最後にそう口にした。

　言葉など届くわけがない。

　滅びをもたらすだけの存在が、人間の言葉など理解するわけがないとしても。

「一番強いお前がなぜ負けたかって？」

　世界最初の精霊具ヴィエルジュ。

　精霊シィエラミリスが人間に授けしその剣は神かみ代よの時代に生まれ、世界にたった一人の英えい勇ゆうの手を経て。

　最後に、一人の少年がそれを継承した。

「さあな。きっと一言なんかで語れる理ワ由ケじゃないんだろうな。だけど──」

　剣を振り下ろす。

　終しゆう焉えんの精霊へ。

「この世界はまだ終焉おまえを必要としてない。未来を夢見ていたいんだよ」

　霊剣ヴィエルジュの放つ剣けん閃せん。




　──最後の聖歌チヤントは、断末魔の叫びの声となって消えていった。




　終焉の精霊を断つ剣。

　レンが地に落下したその時には、既に。

　真白き巨体の災厄は、なかば光の中へと溶けて消えていた。

　そして。

　本体を失った大樹もまた崩ほう壊かいが始まった。

　蒼あおの庭園を支えていた幹と枝とが枯死して割れ砕け、蒼々と茂っていた葉が灰色に染まって次々と落ちていく。

「って、これマズイって!?」

　魅ミ亞アにおぶわれるエリーゼが、足下を見下ろして悲鳴を上げた。

「このでっかい樹が枯れて……倒れていくんじゃない？」

「それだけで済むならまだマシです。問題は、この秘奥領域そのものが消えていくことでしょうね」

　こちらは女神に支えられる大天使フィア。

「ナスターシャ、精霊たちの姿が見えませんが？」

『は、はい！　あの……精霊たちはもうとっくに逃げだしてまして。残ってるのは私と、あと皆さまだけです』

「……なるほど。要するにそれだけ危険であると」

　いつの間にか姿を消した精霊たちに気づいて女神が苦笑。

「しかし、この満まん身しん創そう痍いで脱出するのは酷じゃのう。おいシオン！　何か良い策の一つや二つ隠しておらぬか」

「いいえ全然」

　お手上げとばかりに肩をすくめる剣聖。

「でも、僕じゃなくても何とかしてくれる精霊がいそうですよ」

「……精霊じゃと？」

　シオンが、女神の後ろを指さしてみせる。

　それに気づいてふり向いて。

『────』

　翼つばさをもつ精霊がゆっくりと近づいてくる。

　囚とらわれていた精霊の女王シイエラミリス、そして彼女の後ろには沈黙機関フィオラの姿が。

　解放されたのだ。

　終しゆう焉えんの精霊が倒れたことで、囚われていたこの精霊もまた意識を取り戻した。

『……精霊わたしたちは言葉をもって伝えるのが得意ではありません』

　精霊の女王シイエラミリスの声。

　声の始原精霊ナスターシヤの力によって、それはこの場の三種族にも届いたことだろう。

『あるいはそれが、神性都市の時代に人間との関係が崩れた理由だったのかもしれません。そして今も、間もなくここは崩れるでしょう。語る時間はあまりに少ない』

　だから、と──

　そう口にした精霊の足下で水滴が跳ねた。湧き上がる大量の水が宙で凝ぎよう縮しゆくし、透きとおった水鏡のような門を形成していく。

『ここを越えるお手伝いだけはさせてください』

　水鏡の門。

　透きとおった水膜の向こうに、神性都市の通路があった。

『こ、これ……第一区く劃かくですレン様！　ここを通れば神性都市に帰れます。そこから先は私が道案内できますから！』

「ほう。ならば善は急げじゃ。行くぞフィア。それにシオンもついてまいれ！」

　金髪の大天使を連れた女神が真っ先に門の向こう側へ。

　続いてシオンが。

「ほら行くよ魅ミ亞ア。走った走った！」

「……オレは馬車じゃないんだが」

　エリーゼを背負った魅亞もまた消えていく。

　最後に。

　ぽつり残されて。

「レン？」

　ふり返ったキリシェが息を吞のんだ。

　その様子に気づいた声の始原精霊ナスターシヤも、さらには無言を貫いていたフィオラさえ、わずかに驚いた様子で目を見ひらいていた。

「レン、それは…………」

「これ？　ああ、多分これでいいんだと思う」

　レンの左手にあったもの。

　虹にじ色いろに輝かがやく書物が、ぼろぼろと崩れてしまっていたのだ。

　自壊。

　役目を終えた世界録アンコールが、今、最後の所持者の手からも失われようとしていた。

　……究極の召喚器。

　……そんなものがあったら神性都市の二の舞だもんな。

「きっと、最初からこうなるように設計してあったんだと思う」

　レンの手の中で、本の重みがどんどん軽くなっていく。

　翼つばさから羽が抜け落ちるように。一枚一枚、本を構成する葉ページが崩れては落ちていく。

　それが意味するものは時代の終わり。

　……これでもう。

　……世界中の旅団パーテイが世界録アンコールを探すことは、なくなるんだ。

　時代が──

　英雄たちの狂きよう騒そうの時代が、終わりを告つげたのだ。

　旅団パーテイというものが残ったとしても。

　ここから先の未来は、少しずつ違うかたちになっていくのだろう。

「ありがとう」

　世界録アンコールに。

　そして、かつて世界録アンコールに宿っていた英えい勇ゆうの思念に向けて。

「少し寂さびしいけどさ。ここから先は……俺おれたちだけで頑張ってみるよ」

　唇くちびるを嚙かみしめながら。

　レンは掠かすれた声で言葉を続けて、そしてふり返った。

「帰ろう。みんなが待ってるから」
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　……こうして。

　世界録アンコールをめぐる彼の物語は終わりを告つげた。

　一方で。

　世界録アンコールが失われたという話は、今はまだ真まことしやかな噂うわさという程度の広まりだろう。

　あの戦いに関わった者たちが行く先々で話していると聞いてはいるが、多くの人々にとっては今も、荒こう廃はいした都市と大陸をどう再生させるかの方が重要なのだから。

　海が乾き。

　大陸が割れた世界異変。

　そう、このことについても触れておこう。

　精霊シィエラミリスが世界に帰還したことにより、壊れた世界の調和も少しずつは修復されていくという。

　私たちが覚えている現代の世界へ。

　もっとも、そこまで完全なかたちになるのは数百年先の未来の話だろう。私たちは私たちで、為なすべき復興に力を注がなくてはなるまい。

　そのためにも────




「エリエス様、こんなところにいらっしゃいましたか」




　暗い小部屋で。

　小さな机にかじりついてペンを走らせていたのを部下に見つかって、エリエスは慌てて手元の紙を背中に隠した。

「あ、あら……タイラス。どうしたのかしら」

「どうしたも何も、まだ我々はこの遺跡の探索中です」

　幹部にあたる武闘士フルタイプが大きく嘆たん息そく。

「休憩中とはいえ、こんな遺跡の家屋の一つに隠れられては困ります」

「隠れてないわ。ちゃんと蠟ろう燭そくだって灯ともしてたでしょ？」

「その元気があるなら表にお越し下さい」

「……はいはい」

　部下に呼ばれるまま廃屋の外へ。

　と。

　蒼そう穹きゆうからふりそそぐ陽よう光こうに、エリエスは反射的にまぶたを閉じた。

「ああ眩まぶしい……」

　暗い廃屋に隠れていたから。

　しかし世界にこの青空と太陽の光が甦よみがえったのは、実に一月以上ぶりである。エリエスもまだ太陽の光に慣れきってはいないのだ。

　……終しゆう焉えんの精霊が消えたから。

　……世界を覆おおってた灰が消えて、太陽が戻ったのね。

　そして。

　この灰かぶりの町に降る灰も、終焉の精霊と共に消失したという。

「エリエス様！　み、見てくださいこの碑文の数々！」

　小柄な法術士アリアの少女がぱたぱたと路面を走ってきた。

　その両手には何枚もの石板。いずれも古代文字によって貴重な過去の記録が記されているという。

「すごいですよ。旅ウ団チの学者たちが泣いて喜んでます！　ここは宝の山だって！」

「気をつけて運んでねプルミエール」

「はい！　ではさっそ…………あ…………」

　がしゃん、と石板の割れる音。

「プルミエール」

「あ、あぁぁぁぁっっっ、ち、違うんです違うんですタイラス先生！　あたしはただ……」

「お前は遺跡の掃除役に回れ」

「……はい」

　石板を抱えるタイラスに連れられて、法術士アリアの少女が去っていく。

　そんな部下たちの姿を見送った後に、エリエスはふっと遺跡を見回した。

　隠者の町カナンにて。

「精霊信仰の民が神性都市から逃れた隠れ里。終しゆう焉えんの精霊が降らしていた灰を恐れて逃げのびた住人たちが、今の聖地カナンを興した……レンの話しか聞いてないけど、もし本当なら大発見ね」

『何一つウソではない』

『その記録を語り継つぐのが、我々の役目でもある』

　語カタリ鳥ドリと自称する機械仕掛けの木菟ミミズクたち。

　フクロウとよく似ている可愛かわいらしい外見ながら、その口調は妙に毅き然ぜんとした学者のような雰囲気だ。

『遡ること──』

「その話は戻ってから聞くわ。まずは引っ越しの準備をしてちょうだい」

『引っ越し？』

「ええ。あなたたちも新しいカナンに移るの」

　語カタリ鳥ドリの主人であった造主ニンゲンは、現在の聖地に住まう者たちの祖先である。エリエスという少女は、語カタリ鳥ドリにとっても主人の後継者というわけだ。

「もちろんこの遺跡も保全するけど、ここで長々と話を聞くのは大変だもの」

『…………』

『それはできない』

　首をふる機械仕掛けの獣たち。

『我々には仲間がいる』

『かつて造主ニンゲンは、六十六体の語鳥ワレワレを連れてこの地に移動した。今は三十五体。三十一体が故障で活動不可能に陥った。仲間を置いていくわけには──』

「その心配はいらないわ」

　壊れて動けなくなった語カタリ鳥ドリたち。

　それが、この遺跡の奥に保管されていることは既にエリエスも目にしている。埃ほこり一つ被かぶることなく安置されている動かぬ仲間たち。

「新しいカナンには手先の器用な職人がたくさんいるわ。時計職人に金属細工の加工職人、みんな機械の扱いには慣れてるわよ」

『…………』

「新しい聖地にはすべてがあるわ。仲間を直す道具も職人も、住む場所も。あなたたちの造主ニンゲンの子孫たちもね」

　エリエスをじっと見つめる語カタリ鳥ドリたち。

　造主ニンゲンを失って久しい機械が頷うなずくのには、さほど時間はかからなかった。

『新しい造主ニンゲンよ』

『我々を新たな聖地へ』

「ええ、準備ができたらすぐに向かいましょう。きっとこれから大忙しよ。世界の復興で、あなたたちが覚えてる過去の叡えい知ちもきっと必要になるわ」

　立ち上がる。

　汗ばむほどの陽光を仰あおぎ見て、エリエスは大きく息を吐きだした。

「だけど、本当にいい天気。冒険には最高の日和ひよりね」





　　　　　






　世界五大陸の一つリーネ大陸。

　その辺境で──




　世界には、いまだ人類が足を踏み入れていない場所がいくつもある。

　秘境と呼ばれる地。

　世界地図で空白になっているその地は、毒の泉や猛毒の生物の棲すむ沼地。あるいは獰どう猛もうな徊かい獣じゆうが棲みついた森であったり。

　あるいはその奥にある、古代法術で守られた禁断の神殿などが挙げられる。

「……世界録アンコールがなくなっちまったってのはちっとばかし残念だけどよ」

　カラン、と瓦が礫れきを押しのけて。

　不死者の聖堂と呼ばれた太古の遺跡に挑む旅団パーテイの姿があった。

「夢ってのは情熱があるかぎりなくならねぇよ。旅団パーテイも同じだ。俺おれらの情熱が冷めないかぎり黄金の夜明けヴイーナスライトは不滅だぜ。なあシルク、それにリン。そうだろう？」

「うんうん、団長いいよぅっ！」

「団長いいこと言うじゃねえか！」

　ランプを片手に暗い通路を歩くのは、大柄な剣士の男だった。

　その後ろに従うのは人間ではなく──人の腰ほどの高さの大だい妖よう精せいシルクと、猫のような毛並みをした獣人の少女リンである。

　そして。

「なあミスティ？」

　その暢気のんきな三人の後ろを、これまた悠々と歩くのは白髪の少女だった。

　危険な秘境を今まさに探索中でありながら、白ずくめの少女はそれを怖がる様子がまるでない。

「いま俺おれ、なかなか格かつ好こいいこと言わなかったか？」

「言った気がします」

「だろ？」

「でも」

　くすっ、と可お笑かしそうに笑って白髪の少女は言葉を続けた。

「自分で言っちゃったから減点です」

「いいんだよ。自分で言うから意味がある時もあるってもんだ。……で、シルク。そろそろ先頭を交代する時間じゃねえか？」

　団長が、手にしたランプを後ろの大だい妖よう精せいに押しつけた。

「俺が地図を持っててやる。お前が前に行け」

「え？　ち、違うよ違うよ！　次はリンちゃんが先頭の番だもん！」

「はぁーっ？　ちょっと待てよシルク。オレはさっき先頭だったぜ。っていうか時間制だろ。団長の時間が短すぎるんだよ！」

「ば……ばか言え！　俺ぁ確かに五百歩ぶん歩いたぜ。交代だろうが！」

「ところで」

　遺跡の中でこんな大声を出すと徊かい獣じゆうに見つかります。

　口にしようとした台詞せりふをぐっと我慢して、ミスティはふと思いだした疑問を口にした。

「皆さんよかったのですか。今日ここを探検していて」

「ん？　そりゃどういうこった。遠路はるばるここに来たっていうのに」

「……いえ。だって団長？」

　背負っていた荷物を降ろす。

　その一番上から団長のメモ帳を取りだして、そこのスケジュール欄を開いて突きつけた。

「ほらやっぱり」

「ん？」

「コレは絶対に見逃せない大一番だって興奮してたのに。覇は都とまで見に行くぞって」

「………………」

　しばし黙考する中年剣士。

　と思いきや、その場でランプも何もかも放りだして団長は自分のメモ帳を食い入るように凝視した。

「あっあぁぁぁぁぁぁぁやっっっっべぇぇ、しまったぁぁぁぁぁ！」

「うるさっ!?」

「団長うるさいよー!?」

「こうしちゃいられねぇっ。おいシルクもリンも、大急ぎで覇は都とに行くぞ！　あの二人がとうとう決着つけるんだからな！」

　団長が背を向ける。

　そして返事も待たずに走りだしたではないか。

「剣聖シオンと騎き士し王おうゼルブライトの二人だ、覇都の王族が立会人になって一騎打ちするのが今日なんだよ！」

「えぇぇっ!?」

「おい団長、なんでそんな大事な日を忘れるんだよ！　覇都ってオルヴィア大陸だろ。こっから急いだって間に合うわけねぇよ！」

「それを間に合わせるんだよ──────────っ」

　土つち埃ぼこりをあげて走っていく旅団パーテイの仲間たち。

　あっという間にミスティだけがその場に残されてしまった。

「挑戦しがいのある夢うんぬんの話……もう忘れちゃったのかな」

　夢も何もない。

　今この瞬間が一番大事。だからこそ面白いと思ったものに後先考えず挑戦するのだろう。そして、盛大に失敗して笑いあう。

　実に騒がしいその背中を見守って。

「でもそういうところ、わたし、好きです」

　人ならざる少女はしっとりと微笑ほほえんだ。

　ついていこう──

　団長の言うとおり、彼らの情熱の続くかぎり。





　　　　　






　オルヴィア大陸──

　世界最大の都市として知られる、覇都エルメキア。

　世界最大の旅団パーテイ「王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスク」を擁することでも知られるこの都でも、人々の活気は次第に元に戻りつつある。

　その理由は、大陸を行きかう船の運航が再び始まったことだろう。

　──世界異変の元凶の消滅。

　荒れ狂う海が鎮まり、凶暴化していた徊かい獣じゆうたちも少しずつ落ちつきを取り戻している。

　そんな今日。

　覇は都とエルメキアは、都市の建設以来最大の興奮に包まれていた。

　世界中の剣士や旅団パーテイが集まって、この歴史に残る戦いを見届けようと集結した程だ。

「すごい観客。さすがですね騎き士し王おう」

「────」

　都市の中央部に用意された決闘場。

　そこからほど近い礼拝堂に、黒衣の騎士が無言で佇たたずんでいた。

　宗教画らしきステンドグラスから差しこむ光に祝福されて、その男の携たずさえた大剣が宝石のごとく煌きらめいている。

「王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクにあの騎士王ゼルブライトが戻ってきた。それだけでなく、あの剣聖シオンとの決着をつけるというのだから」

「王蛾オウガ」

「はい？」

「らしくもなく饒じよう舌ぜつだな」

　序列二位に戻った剣士。

　感情の読めない笑みを浮かべる剣士に、顔を合わせぬまま騎士王はそう返した。

「私とシオンの共倒れを狙ねらっているか？　そうすれば自分が序列の一位に返り咲くと」

「まさか」

　王蛾と呼ばれた青年が首を横に。

「可お笑かしいだけです。妙に遅いなと思って」

「…………」

「剣聖シオンの一行、本当ならもうとっくに到着してないとおかしいですよね」

　海の機嫌は上々。

　世界のどの大陸からやってくるにしても、船が遅れるということはないだろう。なのに決着の時間になっても現れないのは如い何かなることか。

「これはもしかして？」

「…………」

　無言を貫く騎士王。

　その厳いかめしい横顔をじっと観察して、部下にあたる騎士はいかにも捻ねじれた笑みで言葉を続けた。

「民衆をどうやって説得しましょうね。厄介ですよ。ゼルブライトさんの一番苦手な分野でしょう。三起源と戦った時よりも大変かも」

「…………」

　騎士王の唇くちびるから、小さな嘆たん息そく。

「船を出せ」

「はい？」

「奴やつがのうのうと躱かわすなら、こちらから出向くまでだ」

「居場所わかります？　あの剣士、ようやく海が穏おだやかになったからって毎日のように船で大陸を移動してるらしいですが」

「…………」

「しばらくは平穏を享受するのも悪くないですよ」

「黙れ」

　再び溜ため息いき。

　そして騎き士し王おうゼルブライトは、珍しくも諦観の表情で天を仰あおいだのだった。





　　　　　






　名もなき聖域。

　それは見渡すかぎりの緑と鳥の声、心地よい薫くん風ぷうに包まれた空間だった。

　世界の喧けん噪そうのすべてから切り離されたその場所で──

「ねえシオン。シオン起きなさいってば」

「…………」

「シオン、シオンてば。いいかげんに起きなさいって。いつまで昼寝してるのよ」

「……ああ、ごめんよ夏蕾カレイ」

　黒髪の少女に肩を叩たたかれ、剣聖はゆっくりと上半身を起こした。

「ほら、背中、葉っぱだらけじゃない」

「うん。そりゃ草原で寝てたから」

　無邪気な微笑ほほえみで応こたえる金髪の剣士。

　あどけない表情と口ぶりに、夏蕾は腰に手をあてて深々と息をついた。

「で、よかったの？　約束すっぽかして」

「なんの話だっけ」

「だから、ゼルブライトとの決闘。アンタの嫌いな果たし合いだけど、それなりに重たい重たい約束だったんでしょ。覇は都との王族が立会人になるって話だったし」

「うん」

　軽々とうなずく。

「ここまで話を大きくして僕がすっぽかせば、みんな僕が腰抜けだって思うだろうからね。それでいいのさ。もう二度とこんな話も来ないように」

「……それでわざと決闘を受けたの？」

「時代が変わる」

　蒼そう穹きゆうに漂ただよう白雲が風に吹かれて流されていく。

　どこまでもどこまでも。

「旅団パーテイも、都市も。もしかしたら人間の在り方そのものも。未来がどうなるかはわからないけど。今は期待をこめて新しい世界を冒険したい」

　その気持ちの昂たかぶりがあるのなら。

　決闘に興じてなどいられない。

　ゼルブライトが英えい勇ゆうではなく騎き士し王おうを選択したように。

　シオンは英勇でも剣聖でもなく、世界をさすらう冒険家を選んだのだ。

「で、夏蕾カレイ。キミはどうする？」

「どう……って、もうちょっと付き合うわよ。アタシもどうせ暇だし。ああ、でも故郷には一度戻って顔出したいわね」

「じゃあ行こうか。途中でガブリエとも落ち合う約束だし」

　彼女にふっと笑んで、シオンは立ち上がった。





　　　　　






　秘境リ・インファリエル。

　通称「竜の渓けい谷こく」と呼ばれる島は、かつてイシュ大陸の北端に存在していた。

　硬い岩盤に木々が根ざした地。

　そびえたつ灰色の連れん峰ぽうが外敵の侵入を防ぐこともあり、世界すべての竜種がこの地に安らぎを求めて集まってくる。

『……終しゆう焉えんの精霊とやらが消えて、確かに、ウソのように世界が鎮まりましたね』

　木々を優しく揺らす微風。

　風に撫なでられた葉がさらさらと鳴る心地よい音に耳を澄すませて、虹にじ色いろに輝かがやく極光竜──竜りゆう帝ていカルラは、竜の渓谷をゆっくりと歩いて回っていた。

『気候は穏おだやか。神かみ代よの獣のような外敵も現れなくなった。……こんなに心落ちつくのは久しぶりです』

　渓谷の巡回は竜帝カルラの務つとめである。

　しかしこの陽気な心地では、ついつい足取りも弾んでしまうというものだ。

『……おっといけません。務めは務め…………ああでも！』

　言いながらも今度は声が弾んでしまう。

　そう、竜帝カルラは今日とても機嫌がよかった。

『キリシェ姉様が帰ってきた！　こんなに素晴らしい日があるでしょうか！』

　世界録アンコールを探す旅を終えて。

　真の災厄であった終焉の精霊を倒した。すべての旅に決着がついたということで、義姉の契りを交わした竜りゆう姫ひめキリシェが戻ってきたのだ。

　……わたしの煩はん雑ざつな任務もお終しまい。

　……今日からはキリシェ姉様に思う存分甘えることができるのです。

　この世界でもっとも可か憐れんで強き竜。

　カルラにとっての憧れの存在がとうとう帰ってきた。その喜びだけで天にも昇っていけそうな心地になる。

『ふ、ふふ……姉様がいなかった日々、私がどれだけ大変で、そして寂さびしい夜を過ごしたことか。姉様にはぜひとも認識して頂きましょう！』

　弾む足取りで奥へと向かう。

　カルラが辿たどりついたのは竜の渓けい谷こくの森林部だった。無機質な岩場から一転し、瑞みず々みずしい木々と花と土の匂いを感じる場所。

　──キリシェの寝床。

　緑の絨じゆう毯たんで寝るのが、天てん銀ぎん竜りゆうキリシェの古い日課である。そして昨晩もキリシェはここで寝入ったはずなのだ。

『終しゆう焉えんの精霊との戦いで疲ひ弊へいしている身。さぞ熟じゆく睡すいされていることでしょう。ならば私がそこで一緒に寝ても、今なら怒られないはず……！』

　カルラが傍そばで寝ようとするとキリシェはいつも「暑苦しい」、「もっと離れろ」と言うのだが、今ならそんな事もないだろう。

『キリシェ姉様っ！』

　地響きを立てないようそっと近づいて、カルラはキリシェの寝床に飛びこんだ。

　至上の羽毛のように柔らかい天銀竜の毛並みを感じようと──

『…………あら？』

　もぬけの殻。

　昨晩までここで寝ていたはずのキリシェが、忽こつ然ぜんと姿を消してしまっていた。

『キリシェ姉様？……おかしいですね』

　ちょうど起きたところだろうか。

　いやしかし、残り香をあまり感じない。これはいったいどういうことだろう。何か妙な胸騒ぎがする。

『ん、これは……』

　風に運ばれて漂ただよってきた来訪者の臭におい。

　竜りゆう帝ていカルラの鋭するどい嗅覚は、竜の渓谷に現れた天使の臭いを逃すことなく察知していた。




　渓谷入口。

　竜の背丈よりも高い断崖に囲まれた広場に、その天使は一人で立っていた。

「おお来たか。すぐ臭いで察知するとは思っておったが」

『……約束違反ですよレスフレーゼ』

　暢気のんきに手を振ってくる女神に、大きく嘆たん息そく。

『ここは竜の聖域。天使の使いを寄こすなら末端の愛天使キユーピツドを寄こしなさい。天使の長が現れたとなれば渓けい谷こくの同胞たちが怯おびえます』

「まあまあ。天界を浮上させる件で大忙しでな。少しばかし気分転換に外を歩きたくなってもバチは当たらんじゃろ？」

『……それで何の用です？』

　口ではふざけているが、この天使は自分の立場をよく理解している。

　この渓谷にやってきたのにも必ず理由があるはずなのだ。

「フィアがこの渓谷に来ておらんか？」

『というと？」

「うむ。終しゆう焉えんの精霊を倒したわけじゃ。天界を浮上させるのは天使の総力を上げた大仕事ゆえアヤツにも手伝わせていたのじゃが……」

　渋い表情で女神が腕組み。

「昨晩から急にアヤツが行方不明での。大仕事をサボってどこに行ったのか、ここらに隠れておらんかと思っての」

『そんな理由で来ても追い返しています。私だって、せっかくのキリシェ姉様のご帰還を邪魔されたくは………………あら、でもおかしいですね』

　大天使フィアが逃げだしたのは昨晩。

　義姉である竜りゆう姫ひめキリシェが姿を消したのは今朝。偶然だろうか。姿を消したタイミングが近すぎる。

『キリシェ姉様も今朝から姿が見えないのですが』

「ふむ？」

　顔を見合わせる竜と天使。

　その二体が、風に流されてきた障しよう気きを感じとって同時にふり向いた。

「邪魔するぞ」

　強大な障気をまとう漆しつ黒こくの大悪魔。

　それはあろうことか、冥めい界かいの統率者である現魔王ヴェルサレムだった。

「お？　現魔王。いかんな、ここは竜の渓谷じゃ。お主のような大悪魔が近寄るのは盟約に反するではないか」

「そういう貴様はなぜここにいる。女神」

「妾わらわはいいのじゃ」

『……どちらもダメです』

　堂々と座りこむ女神と現魔王を見下ろすものの。

　どちらもまったく悪びれた様子がない時点で、カルラは潔く説得を断念することにした。

『魔王のあなたが堂々と現れるとは。キリシェ姉様から聞いていますよ。魔王宮が地上に浮上してしまったから、それを冥めい界かいまで沈める作業のまっただ中だと』

「うむ。その作業ゆえに追い出された」

『はい？』

「魔王宮の玉座に座っているだけでは邪魔です、と。ルルの奴やつに追い出されてな。どうせ暇なら伝言役の一つでもしてこいと言われたわけだ」

『……そうですか』

　相変わらずこの現魔王は。

　先代魔王の姉だけでなく、部下からも尻に敷かれるのは直っていないのか。

『それで伝言役とは』

「うむ。我が姉のエリーゼを見ていないか？」

　その一言に。

　カルラは、女神レスフレーゼと思わず顔を見合わせた。

　竜りゆう姫ひめと大天使に加えて、先代魔王まで？

「魔王宮を沈める作業の途中でな、突然に『面倒くさーい！』と音ねを上げたきりどこかへ雲隠れしてしまった。一昨日のことで、魔王宮のどこにもいないからどこかに隠れておらぬかと思って尋ねてみたわけだ」

『……ちょうどその話をしていたところですよ』

「なに？」

『キリシェ姉様も──』

「フィアもじゃ。まったく同じような頃に飛びだしおった」

　竜の渓けい谷こくと、天界と、冥界と。

　三種族の長たちが揃そろって首を傾かしげる仕草。

　しかし。

　三体が何かを思いついた表情で顔を上げるまでは、そう時間はかからなかった。

「……わかった。余はわかったぞ」

「……妾わらわもじゃ」

『……ええ。きっと結論は、皆同じことでしょう』

　三者三様にそう言って。

　はぁ、と大きく溜ため息いきをついたのだった。

　──まったく。

　──あの旅団パーテイは。





　　　　２






　この世界のどこか。

　どこかの大陸の、どこかの場所に、どこまでも続く草原があった。

　群ぐん青じよう色に染まった空はどこまでも深く。広く。

　蒼そう穹きゆうから吹きこむ風は草花の匂いを帯びて鮮やかなまでに薫り高く、そして心地よい。

　風が、髪をなでで通っていく。

　風が、笑い声を運んでいく。

　どこまでも続く草原に──




　笑い声を響かせて歩く四人と、それに従う精霊たちの姿があった。




「だからさーアタシは言ってやったのよ。魔王宮を沈めるなんて面倒くさいことしないで、冥めい界かいに新しい屋敷を建てればいいじゃんって！」

「私もですわ。女神様の考えは古くさいのです。天界を浮上させるのではなく、空の雲を利用して新しい天界を作ればいいのに」

『……あの、それでキリシェ様は？』

「わたしか？　わたしはただ退屈で死にそうだったからな」

　先代魔王エリーゼと。

　大天使フィアと。

　その二人の顔を見比べながら尋ねる声の始原精霊ナスターシヤと。

　お菓子を食べながら歩く竜りゆう姫ひめキリシェ。

　さらには、フラフラとついてくる土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーたちまで。

　その全員が。

　先頭を歩く少年の背中をじーっと見つめる。

「ん？　何かあった？」

「…………」

　振りかえる少年の顔をさらに覗のぞきこむ三人の少女と精霊たち。

「だ、だから何さ！」

　少年が恥ずかしがって顔を背けたところで、少女たちが噴ふきだすように声を上げた。

「ま、それにね」

「こうしていた方が楽しいですわ。私たち」

『同感です！』

「そういうことだ。ほらレン、さっさと決めろ」

　キリシェの放り投げた地図が、孤を描いて少年の手に収まった。

「世界録アンコールはもうありません」

「英えい勇ゆうも、もう道を教えてくれないよ？」

『終しゆう焉えんの精霊もいませんから』

「今度こそ、お前が自分で行き先を決めろ。心のおもむくままに、な」

　世界録アンコールではなく。

　真新しい世界地図を手にして。

「じゃあ」

　少年が地図の一点を指さした。

「まずはここから。俺おれ、前から一度行ってみたかったんだよ！」

　そして少年は歩きだす。

　竜と。

　天使と。

　悪魔と。

　そして精霊を引き連れて。




　世界のどこかで、笑い声を響かせながら。














　世界録アンコールをめぐる冒険は終わっても。

　彼らの旅は、終わらない──













あとがき









　──物語は、終わらない。




　このあとがきで、『世界の終わりの世界録アンコール』という物語における細さざ音ねの役目はひとまず最後になりそうです。もう少しだけ、お付き合い頂ければ幸いです。

『世界の終わりの世界録アンコール』最終巻、いかがだったでしょうか。

　今回の秘境テーマは「世界の終点」。ここで物語の内容に触れるのは最小限に留とどめたいと思うのですが、細音としては、四年前の企画段階から、ずっと描きたかった光景をここに心のかぎり詰めこんだつもりです。

　とはいえコレで全すべてお終しまいかというとそうではなく。

　月刊アライブでの雨う水すい先生のコミカライズは、まだまだ三巻四巻と続きます。

　そして何よりも──

　細音の過去作を読んでくれた方はお気づきかもしれませんが、細音の描く世界観では、複数の物語に共通して登場するキャラクターが何人もいます。

（最終巻でも登場した沈黙機関フィオラが、実は別作品に登場したこともあったり）

　今後の細音の物語で、もし『世界録アンコール』で見覚えあるキャラがどこかでコッソリ現れたら、懐なつかしい気持ちで応援してもらえたら幸いです。（いつ誰だれになるか、お楽しみに）

　最終巻のテーマでもあるように、『世界録アンコール』の物語が終わっても、レンたちの物語はまだまだ先へ続くのですから。

　さて。ここからは少しだけ未来のお話へ。

　最終巻のテーマに習って、細音もまた新しい物語を始めようと思います。

　それも漠然と始めるのではなく、ここまで『世界録アンコール』を応援してくれた人が、必ず次も楽しめる物語になるように。

　それだけは絶対にブレないよう、力を尽くして準備してきたつもりです。

　ＭＦ文庫Ｊと富士見ファンタジア文庫から、新しい二つの物語を──





●ＭＦ文庫Ｊ（７月25日刊行予定）



『なぜ僕の世界を誰も覚えていないのか？』

　世界から忘れられた少年が、異種族の英雄たちに挑む物語。

　竜や天使や悪魔に新種族を加え、さらに「どの種族でもない」異種族の存在など、『世界録アンコール』の世界観を継承しつつ、新しい要素ギミツクを加えてワクワクする物語にできたかなと。

　これは世界録アンコールならぬ『世界剣』をめぐるストーリー。



















　物語も、世界観も、『世界録アンコール』の後継になるべき作品として、時間をかけて本気で作り込んできました。７月、どうかご期待ください！

　そしてもう一つ。


●富士見ファンタジア文庫（５月20日刊）



『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』

　星霊と呼ばれる力をめぐり敵対する、少年剣士と魔女姫のヒロイックファンタジー。

　主人公とヒロインであり、同時に、戦場の敵でライバル関係である二人が世界の運命に抗あらがう物語。細さざ音ね自身、本当に自信作と断言できるお話なので……願わくば、『世界録アンコール』を読んでくださった全すべての方に見てもらえれば嬉うれしいです。

　今まさに刊行したばかりなので、ぜひ本屋さんで見つけていただければと！




　５月刊行の『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（ファンタジア文庫）。

　７月予定の『なぜ僕の世界を誰だれも覚えていないのか？』（ＭＦ文庫Ｊ）。

　願わくば、その両方で、またお会いできますように。




　最後になりますが、この物語を応援して頂き、本当にありがとうございました！


四月下旬、まだ少し冷たい春風を浴びながら　　　細音　啓けい

















特別付録　書き下ろし短編








あとがき……のあとがき









　あとがきのオマケという一風変わった電子版の特典が、こちらです。

　とはいえ最終巻そのものは全力を尽くした感があり、ここで言及するのも蛇足かな……と思いまして。

　このオマケでは、少しだけ最終巻の内容以外で何か書いてみたいと思います。





●『世界の終わりの世界録アンコール』の裏話



　通常のあとがき版でも書いたのですが、細音のつくる物語の世界観上、『世界録アンコール』にかぎらず、複数の物語に共通して登場するキャラクターが何人もいます。

　このお話でいえば、最終巻にも登場した沈黙機関フィオラが、ファンタジア文庫の前作『S.I.R.E.Nサイレン』でフィオラミリスと名乗って登場しています（ある事情で外見は違いますが）。二作を読み比べると彼女の本当の名前はフィオラミリスで、『世界録アンコール』のフィオラという呼び名が、実は仲間たちからの愛称であることがわかったりとか、そんな裏設定がわかる仕組みになっています。

（※レンは、知らず知らずのうちに彼女を愛称で呼んでいた）

　そして小ネタと言えばもう一つくらい。

　最終巻のサブタイトルについて。

　小さめですが、『世界録アンコール』のカバーには、サブタイトルを翻訳した英語表記版も入っています。一巻がお手元にあれば、そのサブタイトル英語表記を十巻のものと見比べてみてください。（同じ単語だけど別の意味に見えるって素敵かなと）

　……という感じでしょうか。

　こういう小ネタは他にも沢山あるのですが、あまり書きすぎても本編の余韻を崩してしまわないように。今回は二つくらいに留めさせてください。

　またいつか、どこかでお伝えできる機会があれば。





●この先へと続く二つの物語。



　あとがきでもお知らせしているのですが、『世界録アンコール』の後継として新しく二つの物語を始めたいと思っています。そのお知らせを改めてこちらでも。

（今年はこの二つを執筆の中心にしたいなと）

　一つはもちろんＭＦ文庫Ｊで。

　もう一つは富士見ファンタジア文庫で。

　どちらも、『世界録アンコール』の後継になれるよう力を注いだ物語です。





●ＭＦ文庫Ｊ（７月25日刊行予定）



『なぜ僕の世界を誰も覚えていないのか？』

　イラストレーター：neco先生。

　世界から忘れられた少年が、異種族の英雄たちに挑む物語。

　この物語にも竜や天使や悪魔が出てくるのですが、次はそれに加えてエルフや聖霊族という新種族、それに「どの種族でもない」異種族がいたりして、世界の異変へ。

　世界録アンコールならぬ『世界剣』をめぐる物語です。

　７月25日の刊行（書籍版）を、ご期待頂ければ幸いです。





●富士見ファンタジア文庫（５月20日刊）



『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』

　イラストレーター：猫鍋蒼先生。

　星霊と呼ばれる力をめぐり、敵対する少年剣士と魔女姫のヒロイックファンタジー。

　二国の敵同士で戦場のライバルという主人公とヒロインは、他にあまり例が無いのではないかなと。細音自身、本当に自信作と断言できるお話なので……願わくば『世界録アンコール』を読んでくださった全ての方に読んでもらいたいと思う物語です。

　書籍版も刊行したばかりなので、ぜひ本屋さんで見つけてくださいね。




　さて、オマケあとがきもそろそろお終いです。

　ここまでお付き合いくださり、ありがとうございました。

　細音の過去作から読んでくださっている方もいれば、『世界録アンコール』で初めて細音の物語を読んでくださった方もいると思います。

　叶うのならば──

　そのすべての方と、また次の物語でお会いできますように。

　５月刊行中の『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』。

　７月予定の『なぜ僕の世界を誰も覚えていないのか？』。

　新しい物語で、細音も頑張りたいと思います。




　改めてになりますが。

　レンやキリシェやフィア、エリーゼ、そして『世界録アンコール』の全ての登場人物たちと共に。

　ここまで応援してくださったことに、心から御礼申しあげます。





四月下旬、まだ少し冷たい春風を浴びながら　　　細音　啓











　著者

　細音啓（さざね・けい）

　　ここまで来ることができました。

　　『世界の終わりの世界録』最終巻、レンの物語を最後まで応援していただければ幸いです。

　　（そして巻末には、新しいお知らせも！）




　イラストレーター

　ふゆの春秋（ふゆの・はるあき）

　　イラストレーター。ライトノベルをはじめ、多数の作品の挿絵を手がける。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ふゆの春秋

　　装丁／阿閉高尚
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